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生体システム実践研究会

令和四年

月号

この写真は、 会員の皆さん
には馴染みのある、 ある食
べ物の栽培風景です。
なんだかわかりますか？



この容器の中に、 オガ粉が詰められて
ぶなしめじの菌が植え付けられます。

公式WEBサイトお披露目
https://seitaisystem.com/

生体システム実践研究会

新潟支部

①の写真は、しめじの培地となるオガ粉に積もった雪の画像で
す。生体エネルギー資材が入っている左側は微生物が活動して
いるために雪解けが早いといった現象です。中野農園の田んぼ
の画像（P12 参照）と同じ現象が起きています。

②の写真は、堆肥舎で堆肥を3メートル以上積み上げている画
像です。左下手前にある小さく黄色っぽい塊は出立ての廃床の
残りです。3メートル以上も堆積させておいて1回も切り返し(撹
拌 ) をしないで中央まで満遍なく発酵している事は通常は絶対
にありえません。生体エネルギー資材を使っていないと酸素の
届かない中央部に発酵が進まない黄色い層ができてしまいま
す。これが、栽培前に生体エネルギー資材（真和 X、AEC、底力、
岩森力、FOC）をオガ粉に混ぜ、FOC という酸素誘発材を使
うことによって 1 回も切返ししないであの高さまで積んでいる
のに満遍なく発酵できているのです！生体エネルギー資材のス
ゴイところです。

11月の本部勉強会でお披露目された「公式 WEB サイト」。もう見て頂けましたか？
念願の！という方も多いと思います。
このホームページを活用していくために、みなさんにお願いがあります。

①公式WEBサイトを見に来てください。
②ブログやSNSをやっている方は、是非紹介してください。
③ご意見、ご感想をお寄せください。（誤字脱字等も含めて）
④このサイトの有効活用と改善にアイディアのある方は是非お力添えください。

　見てくださった方から早速ご意見も頂いています。読んでためになる情報はもちろ
ん、当会らしい「情報的なプログラム」を提案してくださった会員さんもいます。
例えば、視覚的な情報に加えてどんな情報を載せたら、沢山の人がみてくれるだろう？
心が動いて共感してくれるだろう？話を聞いてみたくなるだろう？勉強会に参加して会
員になりたくなるだろう？各段階を微分して課題を明確にし、それに対応する能力を
読み手に持ってもらうにはどうしたらいいか？
WEB 上のコミュニケーション場は、対面でのコミュニケーション場とは異なる「遠
隔的なアプローチ」が求められ、まだまだ未開発の領域だと思います。この環境を
どう構築していくか？公式 WEB サイトができたことで、私たち実践研究会会員に新
たな実践の場ができたことになります。

ということで、上記の①～④に加えて編集部では⑤を提案したいと思います。
⑤当会らしい情報物語能力を活かしたホームページづくりへ

生体エネルギー資材を混ぜた
菌床になるオガ粉

オガ粉のみ

紹介動画

☆ぶなしめじ（通年）
180g/1袋150円　12袋入 /箱1,800 円
 ( 税・送料は別途 )
電話 025(362)6284  FAX025(362)6449

★五十嵐菌茸株式会社
　五十嵐 徹（No.3521）

一度も切り返さないで中まで発酵した堆肥
点線内の黄色っぽい部分は、発酵前の状態

容器と菌床はこの中で殺菌されます。

5ｍ近く積み上げられた、ぶなしめじの菌床

表紙の写真が大きくなるとこうなります！
正解は 「ぶなしめじ」の赤ちゃんでした。

サンテラスホールで開催された 11 月の
本部勉強会にて、 公式ウェブサイトの発
表が行われました。
スクリーンには QR コードが映し出され、
客席からたくさんの方がスマホで
　QR コードを読み取っていました。

①②
生体システム実践研究会
公式WEBサイト

みんなの実践

いからし

22022.12_No.3343



人類・宇宙・自然から必須とされる
農業を希求めて

旬

中
野 

孝
治

（
新
潟
支
部
No.
0
1
8
4
）

中
野
農
園

　

私
た
ち
、
生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
会
は
「
生

産
者
と
し
て
の
農
業
者
」
と
「
農
作
物
を
食
す
る

消
費
者
」
約
1
0
0
0
人
の
会
員
が
『
人
類
・
宇
宙
・

自
然
か
ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
を
求
め
て
』
活
動

し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
一
人
、
中
野
農
園
・
中

野
孝
治
氏
の
実
践
か
ら
、『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か

ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』
の
一
端
を
垣
間
見
て
い

た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　 

人
類
に
求
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　 

農
業
の
姿

　

お
そ
ら
く
、
私
た
ち
は
真
の
農
業
の
姿
を
ま
だ
見

た
こ
と
が
な
い
。
私
た
ち
人
類
が
生
命
を
維
持
す
る

以
上
に
食
べ
、
物
質
的
に
豊
か
な
生
活
を
送
る
が
た

め
に
、
土
・
水
・
大
気
・
地
球
の
あ
ら
ゆ
る
自
然
を

酷
使
し
、
収
奪
の
限
り
を
尽
く
し
て
栽
培
し
て
き
て

し
ま
っ
た
現
状
は
、
一
セ
ン
チ
で
き
る
の
に
百
年
か

ら
千
年
か
か
る
貴
重
な
土
壌
の
砂
漠
化
を
猛
ス
ピ
ー

ド
で
進
め
て
い
る
。
土
壌
や
大
気
、
水
だ
け
で
は
な

い
、
こ
れ
ら
を
享
受
し
て
い
る
私
た
ち
の
肉
体
と
精

神
も
同
じ
く
猛
ス
ピ
ー
ド
で
砂
漠
化
（
劣
化
）
が
進

ん
で
お
り
、
こ
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
砂
漠

化
す
る
ス
ピ
ー
ド
を
上
回
る
緑
化
（
進
化
）
の
技
術

が
必
要
と
な
る
。
人
間
の
砂
漠
化
（
連
作
障
害
）
の

克
服
と
は
、
肉
体
的
に
は
細
胞
の
再
生
能
力
の
若
返

り
と
精
神
性
で
は
豊
か
な
発
想
力
。

　
「
生
態
系
生
体
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
（
以

下
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
）」
は
、
50
年
以
上
前
か
ら

人
類
・
宇
宙
・
自
然
に
必
須
と
さ
れ
る
農
業
を
目

指
し
て
き
た
。

農
業
者
が
取
り
入
れ
る
理
由

　
「
人
類
に
必
須
と
さ
れ
る
農
業
」
と
な
る
た
め
に
は
、
生
産
者
と

消
費
者
の
双
方
に
求
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
生
産
者
が
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
と
消
費
者
は
買
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
消
費
者
が
買
わ
な
い
も
の
で
は
生
産
し

て
も
売
れ
な
い
。
当
た
り
前
の
構
造
だ
が
、
こ
の
両
者
の
関
係
性

が
成
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

人
類
・
宇
宙
・
自
然
に
必
須
と
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
農

業
者
が
取
り
入
れ
る
理
由
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
30
年
間
実
践

し
て
き
た
中
野
農
園
の
事
例
か
ら
挙
げ
て
み
よ
う
。

単
位
面
積
当
た
り
の
収
穫
量
が
２
〜
４
倍
に

　

中
野
農
園
は
先
代
の
稲
作
と
比
較
し
て
、
栽
培
面
積
は
変
わ
ら

な
い
中
、
お
米
の
収
量
が
２
倍
（
先
代
７
俵
↓
現
在
14
俵
）、
果
物

は
先
代
時
代
の
３
〜
４
倍
穫
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

梨
は
葉
っ
ぱ
の
枚
数
に
よ
っ
て
個
数
が
決
ま
り
、
通
常
は
20
〜

30
セ
ン
チ
ご
と
に
１
個
を
残
し
て
剪
定
し
て
い
く
。
し
か
し
、
中

野
農
園
で
は
１
個
残
す
所
に
３
〜
４
個
し
っ
か
り
と
し
た
果
実
を

実
ら
せ
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
通
常
は
玉
が
小
さ
く
な

り
、
木
が
弱
っ
て
次
の
年
は
収
量
が
激
減
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が

で
き
る
の
は
計
画
的
に
土
を
つ
く
り
、
必
要
な
だ
け
の
資
材
を
土

に
い
れ
て
い
る
か
ら
で
き
る
こ
と
な
の
だ
。

（
参
考
：
下
記
「
土
壌
を
づ
く
り
計
算
例
」）

農
業
の
一
大
問
題
、
連
作
障
害
を
克
服
す
る

　

中
野
氏
が
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
初
め
て
10
年
が
経
っ
た
頃
、
今

ま
で
何
も
問
題
が
な
か
っ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
す
べ
て
枯
れ
て

し
ま
っ
た
。
連
作
障
害
で
あ
る
。
何
人
も
の
専
門
家
に
話
を
聞
い

1
9
5
4
年
新
湯
県
旧
白
根
市
生
ま
れ
。

農
業
高
校
卒
業
と
と
も
に
農
業
に
従
事
。
神

奈
川
県
で
切
り
花
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
の

研
修
後
、
新
潟
で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
周
年

栽
培
を
は
じ
め
、
稲
作
・
果
樹
と
の
複
合
経

営
を
営
ん
で
い
る
。

1
9
8
0
年
新
潟
県
農
業
士
認
定
。

1
9
9
0
年
に
生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
会

に
入
会
。
生
態
系
生
体
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ

ム
農
法
で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
の
連
作
障

害
の
改
善
に
成
功
す
る
。

栽
培
品
目
：
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、日
本
梨（
幸
水
・

二
十
世
紀
・
新
興
・
新
高
）、
西
洋
梨
（
ル
・

レ
ク
チ
ェ
）、
お
米
な
ど
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法

で
実
践
。

プログラム農法で栽培された作物は、風味が豊かで日持ち
もします。
先日、取材の折にいただいた捧さんの「シナノゴールド」
も香りが良く、歯応えもあって、瑞々しく、強い甘味の中
にもしっかりとした酸味があるとても味わい深い飽きのこ
ないりんごでした。
このりんごの栽培ポイントは、硫黄の反応系を誘導し万有
引力値、特に「求めると求める」の万有引力値を高める条
件を整備することだと伺いました。そうすると、タンパク
質が優位に構造化していくことで緻密な細胞となり健全な
作物を作ることが可能になるのだそうです。
清水先生も以前開催された特別セミナーの中で、環境を高
めるとアミノ酸・タンパク質・細胞の働きが変わると仰っ
ていました。そういった環境（土壌条件）の中で、硫黄の
反応系が誘導された現れの1つとして、旨味のある酸味を
実現できたのだと考えられます。
これから収穫予定の「ふじ」も個性（タンパク質物語）をしっ
かり主張した、私たちにとって必要な価値を持ったりんご
に成長していることと思います。楽しみですね！

一般的に里芋は連作障害が出やすく、6 年
はあけなければいけないと言われているとこ
ろを新保さんは12年連作し続けています。
連作障害を克服する能力をもった里芋は、さ
らに食べた人が「美人になる物語」を加算す
る空間装置の中で加算され届けられています。

☆りんごふじ（12月）　
3kg 2,500 円  5kg 3,500 円 ( 税・送料別途 )
電話&FAX 0256(53)1029

☆里芋（12 月下旬まで）
【L】3kg 3,300 円　
【M】3kg3,000 円　5kgもあります

倉庫に入ると高い天井まで余す所なく積み上げられたお米がずらり。
「この空間は能力がちがうよ」とある線を超えた先の空間に一歩入ると…足の下
からドドドと力が入ってくるのです。
ここは倉庫の土間を 20cm 底上げして、力丸コンクリートを打設した場所。中
央の目地を境に「世界一」と「宇宙一」がプログラムされた空間を体験しました。
使った材料も作り方も同じ。プログラムの違いだけでまったく体感はちがった空
間になっていました。これってとんでもないことなのですが、みなさんはどんな
物語を想造しますか？

☆米 (コシヒカリ)
白米 5kg4,000 円　
玄米 5kg3,500 円

紹介動画

紹介動画

★能技株式会社　伊藤正直（No.4375）

て
回
っ
た
が
「
仕
方
な
い
」
と
い
う
返
事
し
か
得
ら
れ
な
い
中
、

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
の
佐
藤
政
二
所
長
だ
け
が
連
作
障
害
を

克
服
で
き
る
技
術
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
と
き
か
ら
生
体
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
材
を
入
れ
始
め
30
年
以
上
経
つ
が
、
連
作
障
害
は
一
切
起

き
て
い
な
い
。

水
や
り
不
要
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培

　

農
業
で
一
番
大
切
な
の
は
「
土
づ
く
り
」。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
は

あ
ら
ゆ
る
栽
培
課
程
を
解
析
し
て
必
要
な
処
置
を
施
し
て
い
く
が
、

「
土
づ
く
り
」
が
一
番
重
要
な
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

中
野
農
園
で
は
50
年
前
か
ら
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
に
よ
る
土
づ
く
り
を
長
年
に
渡
り
実
践
し
て
き

た
結
果
、
栽
培
目
的
を
実
現
で
き
る
土
壌
の
粒
子
構
造
が
形
成
さ

れ
団
粒
化
が
進
み
、
栽
培
過
程
で
重
要
な
三
相
分
布
を
保
持
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
毛
細
管
現
象
や
緩
衝
能
な
ど
土
壌

の
機
能
性
・
能
力
性
が
向
上
し
た
。
そ
の
経
済
的
効
果
は
計
り
知

れ
な
い
。

　

一
般
的
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
年
に
一
度
、
新
た
に
苗
を
買
っ

て
植
え
替
え
る
。
中
野
農
園
で
は
土
づ
く
り
か
ら
計
画
的
に
行
い
、

同
じ
苗
を
４
〜
５
年
植
え
替
え
を
し
な
く
て
も
収
量
を
減
ら
さ
ず

に
、
水
や
り
も
せ
ず
に
ま
っ
た
く
品
質
を
落
と
す
こ
と
が
な
い
。

毎
年
の
苗
だ
け
で
2
0
0
万
円
近
く
か
か
る
が
、
こ
の
コ
ス
ト
の

４
年
分
に
加
え
て
人
件
費
が
か
か
ら
な
く
な
る
。

　

さ
ら
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
土
づ
く
り
に
よ
り
、
土
壌
微
生

物
が
活
性
化
さ
れ
て
、
そ
の
炭
酸
ガ
ス
に
よ
っ
て
地
温
が
上
昇
す

る
た
め
、
温
度
が
低
い
状
態
で
も
栽
培
が
で
き
る
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
最
低
８
度
以
上
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
野
農
園
の
ハ
ウ

ス
で
は
４
〜
５
度
で
も
栽
培
で
き
る
。
こ
の
違
い
は
灯
油
代

2
0
0
万
が
50
万
円
で
す
む
と
い
う
経
費
削
減
効
果
を
生
む
。

　

気
温
の
変
化
に
強
い
の
は
冬
の
低
温
期
だ
け
で
な
く
、
夏
の
高

温
期
も
同
様
だ
。
こ
の
こ
と
を
「
緩
衝
能
」
と
い
い
、
栽
培
に
お

け
る
許
容
範
囲
が
大
幅
に
広
が
る
こ
と
を
言
う
。
水
を
例
に
上
げ

る
と
、
一
般
的
な
お
風
呂
で
は
快
適
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
温
度

帯
が
38
〜
42
度
。
こ
こ
に
水
誘
導
翻
訳
装
置
き
わ
み
の
水
を
使
う

と
、
34
〜
46
度
く
ら
い
ま
で
快
適
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
温
度
帯

が
広
が
る
。
ハ
ウ
ス
の
中
の
快
適
温
度
が
こ
れ
だ
け
広
が
る
と
植

物
に
負
荷
を
か
け
る
こ
と
な
く
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
、
品
質
を

落
と
さ
ず
に
す
む
。

　

全
般
的
に
適
期
の
幅
が
広
く
な
る
の
も
緩
衝
能
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
お
陰
と
言
え
る
。

あ
ら
ゆ
る
面
で
経
営
に
寄
与
す
る
栽
培
方
法

　

新
潟
は
海
抜
70
㎝
、
高
温
多
湿
で
病
気
が
出
や
す
い
土
地
柄
ゆ

え
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
栽
培
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
土
地
で
も
土
づ
く
り
で
植
物
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
問
題
も
ほ
と
ん
ど
出
る
こ

と
が
な
い
。
実
際
に
一
般
的
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
香
り
が
ほ
と

ん
ど
し
な
い
が
、
中
野
農
園
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
い
い
香
り
が

す
る
。
そ
し
て
こ
の
香
り
が
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
効
果
を
生
み
、
虫
が

寄
り
付
き
に
く
く
な
る
。

　

ご
紹
介
し
た
一
側
面
だ
け
み
て
も
不
確
定
要
素
が
少
な
く
な
り
、

ほ
か
の
農
園
が
収
穫
量
が
激
減
さ
せ
る
中
で
も
中
野
農
園
は
今
ま

で
以
上
に
穫
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
収
入
と
経
営
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
新
潟
で
は
昨
年
は
梨
が
不
作
で
、
周
り
は
例
年
の
10
%

〜
60
％
程
度
の
収
穫
量
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
中
野
農
園
は
1
2
0
%

の
収
量
を
獲
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
の
不
確
定
要
素
を
克
服
す
る

だ
け
の
力
を
土
と
中
野
氏
本
人
が
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
証
拠

だ
。
も
ち
ろ
ん
結
果
を
出
す
た
め
に
は
そ
の
前
提
を
作
る
た
め
に

先
行
投
資
す
る
必
要
が
あ
る
。

土
づ
く
り
と
環
境
づ
く
り
で
ハ
ウ
ス
が
傷
ま
な
い

　

驚
い
た
の
は
、
34
年
前
に
中
野
氏
が
自
分
で
建
て
た
ハ
ウ
ス
の

畝
の
枠
板
を
34
年
間
ず
っ
と
変
え
て
い
な
い
と
い
う
話
。
通
常
は

４
〜
５
年
で
傷
ん
で
変
え
る
の
が
一
般
的
と
い
う
。
こ
の
現
象
を

中
野
氏
は
「
微
生
物
の
棲
み
分
け
が
で
き
て
い
る
か
ら
」
と
説
明

す
る
。
枠
板
の
木
を
腐
敗
さ
せ
る
木
材
腐
朽
菌
が
い
た
と
し
て
も

機
能
し
な
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
枠

板
が
原
子
レ
ベ
ル
で
活
性
化
さ
れ
て
、
侵
さ
れ
な
い
能
力
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
る
側
面
も
あ
る
。

　

耐
久
性
が
向
上
し
て
い
る
の
は
枠
板
だ
け
で
は
な
い
。
鉄
骨
の

ハ
ウ
ス
に
も
サ
ビ
が
で
ず
、
通
常
10
年
で
張
り
替
え
る
ビ
ニ
ー
ル

も
33
年
張
り
替
え
て
い
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
設
備
に
お
い
て
、
一
般

的
な
耐
久
年
数
の
２
〜
３
倍
は
も
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
点
だ

け
で
も
有
利
な
経
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

肉
体
と
精
神
の
健
全
化
に
寄
与
す
る

　

中
野
氏
自
身
、
30
年
前
よ
り
も
若
く
見
え
る
と
い
う
。

　

40
代
で
病
気
を
し
た
の
も
あ
る
が
、
私
が
知
る
こ
の
13
年
で
み

て
も
確
実
に
若
く
見
え
る
。
病
気
を
克
服
す
る
た
め
に
食
と
環
境

を
高
め
続
け
、
自
ら
体
感
し
た
こ
と
を
後
進
に
伝
え
て
い
る
。
中

野
農
園
の
お
米
で
お
む
す
び
を
つ
く
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
満
足
す

る
。
ジ
ャ
ン
ク
な
も
の
は
い
く
ら
食
べ
て
も
飢
餓
感
が
増
幅
す
る

だ
け
だ
が
、
本
当
に
満
た
さ
れ
る
食
は
量
が
少
な
く
て
も
満
足
で

き
る
し
、
体
が
欲
す
れ
ば
い
く
ら
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

中
野
農
園
の
お
米
は
、
一
般
の
お
米
と
比
べ
て
含
有
す
る
ア
ミ

ノ
酸
量
も
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
原
子
レ
ベ
ル
で
の
引
き
つ
け
る

力
が
高
ま
り
、
比
重
が
あ
が
っ
て
ず
っ
し
り
し
っ
か
り
し
た
お
米

に
な
っ
て
い
る
証
拠
と
な
る
。
こ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
作
物

は
た
く
さ
ん
食
べ
な
く
て
も
満
足
感
を
感
じ
る
理
由
の
一
つ
で
も

あ
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
ら
う
と
わ
か
る
よ
う
に
、
私
た

ち
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
ア
ミ
ノ
酸
で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
や

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
、
ロ
イ
シ
ン
、
グ
リ
シ
ン
等
が
慣
行
栽
培
の
お

米
と
比
較
し
て
約
20
％
以
上
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ア

ミ
ノ
酸
は
、
知
能
を
高
め
た
り
、
中
枢
神
経
を
守
っ
た
り
、
筋
肉

の
増
強
な
ど
老
化
防
止
に
関
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
私
た
ち
に

と
っ
て
不
可
欠
な
物
質
で
あ
る
。
さ
ら
に
体
内
で
は
誘
導
体
と
し

て
重
要
な
役
割
を
す
る
葉
酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

中
野
農
園
で
は
、
農
業
で
特
に
重
要
な
の
は
リ
ン
（
P
）、
硫
黄

（
S
）、
鉄
（
Fe
）
と
考
え
て
お
り
、
超
優
性
遺
伝
子
支
配
、
五
大

機
能
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
準
位
を
上
げ
る
た
め
に
必
須
ア
ミ
ノ
酸
に
必

要
な
元
素
を
投
入
し
て
い
る
。
質
の
高
い
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
作
る

に
は
、
微
量
要
素
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
鉄
、
亜
鉛
、

マ
ン
ガ
ン
、
銅
、
モ
リ
ブ
デ
ン
を
投
入
し
て
い
る
。

　

本
当
に
能
力
の
高
い
お
米
は
、
収
穫
し
て
か
ら
も
ア
ブ
シ
ジ
ン

酸
が
増
え
続
け
、３
年
後
が
一
番
美
味
し
い
状
態
（
ビ
ン
テ
ー
ジ
米
）

に
な
る
。
こ
れ
は
新
米
が
一
番
美
味
し
い
と
い
わ
れ
る
お
米
業
界

の
常
識
を
覆
す
。

　　

お
米
以
外
で
も
近
い
現
象
が
見
ら
れ
る
。
以
前
に
中
野
氏
に
「
こ

の
梨
は
半
年
経
っ
て
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
」
と
言
わ
れ
て
、

自
宅
の
冷
蔵
庫
で
半
年
寝
か
せ
て
実
験
し
て
み
た
の
だ
が
、
確
か

に
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
状
態
で
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
た
。
こ
れ

を
「
制
止
の
活
性
」
と
言
い
、
時
期
が
来
る
ま
で
実
を
熟
成
さ
せ

て
食
べ
て
も
ら
う
の
を
待
つ
精
神
性
を
植
物
か
ら
引
き
出
し
て
い

る
と
い
え
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
り
ん
ご
な
ど
も
、
切
っ
た
と

き
よ
り
翌
朝
の
ほ
う
が
美
味
し
く
な
る
と
い
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農

法
の
作
物
で
は
、
鮮
度
と
熟
成
度
の
関
係
に
一
般
常
識
が
通
用
し

な
く
な
る
。
自
然
の
摂
理
と
土
や
植
物
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い

く
と
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
世
界
が
見
え
て
く
る
。

　

さ
ら
に
10
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
さ
れ
た
大
豆
の
抗
酸
化
力
を
比
較
し
た

も
の
で
、
同
じ
大
豆
で
も
栽
培
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
能
力
が
大
幅

に
違
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
じ
作
物
で
も
、
栽
培
方
法
に
よ
っ

て
抗
酸
化
力
が
大
き
く
変
わ
る
事
例
だ
。

働
く
人
も
元
気
に
な
る
土
壌

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
長
年
栽
培
さ
れ
て
い
る
圃
場
に
入
る
と
、

瞬
間
に
場
が
変
わ
る
の
が
わ
か
る
。
呼
吸
は
深
く
な
り
、
血
流
が

行
き
渡
っ
て
指
先
が
赤
く
な
っ
て
く
る
。
自
然
の
摂
理
を
応
用
し

て
植
物
が
生
命
力
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
場
は
、
人
も
生
命
力

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
然
と
こ
こ
で
働
く
人
の
肉
体
も
失
っ

て
い
る
機
能
を
取
り
戻
し
て
い
く
。
こ
の
反
応
は
人
だ
け
で
は
な

い
。
次
の
章
で
紹
介
す
る
動
物
た
ち
も
同
様
だ
。
こ
の
作
用
を
建

築
に
応
用
す
る
と
、
人
の
心
と
体
を
健
全
に
誘
導
で
き
る
家
が
で

き
る
。

心
が
反
応
す
る
「
場
」

　

50
年
前
、
中
野
氏
が
就
農
し
て
す
ぐ
に
自
分
で
建
て
た
ハ
ウ
ス

の
中
に
入
る
と
、
体
が
活
性
化
す
る
だ
け
で
な
く
「
心
」
が
反
応

す
る
。
中
野
氏
と
共
に
歩
ん
で
き
た
ハ
ウ
ス
の
50
年
間
の
歓
び
や

苦
悩
が
、
力
強
さ
と
と
も
に
そ
の
ま
ま
飛
び
込
ん
で
く
る
。
34
年

前
に
建
て
た
ハ
ウ
ス
の
そ
れ
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
。
半
世
紀

と
い
う
歴
史
を
、
ハ
ウ
ス
の
場
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
く
れ
る
。

　

圃
場
は
そ
こ
で
農
作
物
を
栽
培
す
る
「
人
」
を
そ
の
ま
ま
表
す
。

畑
に
入
る
と
涙
が
出
て
く
る
よ
う
な
場
で
栽
培
さ
れ
た
農
作
物
は

慈
し
み
そ
の
も
の
。
こ
う
し
た
農
作
物
を
食
べ
る
こ
と
こ
そ
、
肉

体
だ
け
で
な
く
精
神
を
も
育
ん
で
い
く
。
そ
し
て
私
た
ち
が
目
指

す
真
の
農
業
は
こ
の
更
に
先
に
あ
る
は
ず
だ
。

経
営
的
側
面

　

慈
し
み
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
農
作
物
を
無
碍
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
料
理
を
し
て
い
て
も
、
皮
ま
で
無
駄
に
す
る
こ
と

な
く
、
少
し
で
も
食
べ
て
あ
げ
た
い
。
そ
う
し
た
気
持
ち
が
自
然

と
湧
き
上
が
る
。

　

消
費
者
が
こ
こ
ま
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
必
ず
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
れ
ば
年
を
追
う
ご

と
に
顧
客
は
増
え
て
い
き
、
特
に
果
物
は
毎
年
そ
れ
し
か
食
べ
な

い
人
も
で
て
く
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
何
も
し
な
い
で
ラ
ク
し
て
顧
客
が
増
え
る
わ
け
で

は
な
く
、
地
道
な
営
業
努
力
あ
っ
て
こ
そ
だ
。

               

自
然
界
に
求
め
ら
れ
る

　

１
章
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
に
よ
っ
て
人
（
特
に
生
産
者
と

消
費
者
）が
享
受
す
る
利
点
を
あ
げ
た
。
２
章
で
は
人
だ
け
で
な
く
、

動
植
物
、
微
生
物
、
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
を
み
て
い
こ
う
。

た
わ
わ
に
稔
っ
た
稲

　

中
野
農
園
の
稲
は
収
穫
前
に
な
る
と
倒
れ
て
い
る
と
思
わ
ん
ば

か
り
に
頭
を
垂
れ
る
。
粒
数
が
大
き
く
て
数
も
多
い
の
で
、
頭
が

垂
れ
る
の
だ
が
、
根
が
し
っ
か
り
は
っ
て
い
る
た
め
に
倒
れ
る
こ

と
は
な
い
。
ま
わ
り
の
田
ん
ぼ
と
く
ら
べ
て
も
そ
の
違
い
は
歴
然

で
あ
る
。

　

鈴
な
り
に
な
っ
た
梨
も
同
様
だ
。
通
常
で
は
あ
り
え
な
い
状
況

を
、
必
要
な
条
件
を
施
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
実
現
で
き
る
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
は
実
践
者
の
準
拠
位
置
と
想
造
力
が
必
要
な

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
半
信
半
疑
で
真
似
を
し
た
と
こ
ろ
で
、

こ
こ
ま
で
の
結
果
を
出
せ
る
人
は
多
く
は
な
い
と
思
う
。

　

環
境
に
よ
っ
て
稲
の
能
力
を
引
き
出
し
、
そ
の
能
力
を
発
現
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
元
素
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
あ
げ
る
こ
と

で
、
植
物
は
人
の
想
い
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
共
振
し
て
共
同
想
造

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。

植
物
と
の
新
た
な
関
係
を
想
造
す
る

　

ア
メ
リ
カ
の
三
大
発
明
家
の
一
人
に
植
物
の
魔
術
師
と
称
さ
れ

る
ル
ー
サ
ー
・
バ
ー
バ
ン
ク
（
1
8
4
9
〜
1
9
2
6
）
が
い
る
。

も
う
２
人
は
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
と
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
、

共
に
誰
も
が
知
る
人
物
だ
が
、
バ
ー
バ
ン
ク
の
こ
と
は
日
本
で
は

馴
染
み
が
薄
い
。

　

3
0
0
0
種
に
も
の
ぼ
る
新
し
い
植
物
の
品
種
を
生
み
出
し
た

バ
ー
バ
ン
ク
の
実
績
の
中
で
も
「
ト
ゲ
の
な
い
サ
ボ
テ
ン
」
は
世

界
を
驚
か
せ
た
。

　

サ
ボ
テ
ン
の
ト
ゲ
は
、
動
物
た
ち
に
食
べ
ら
れ
な
い
た
め
の
サ

ボ
テ
ン
が
身
に
ま
と
っ
た
鎧
だ
。
サ
ボ
テ
ン
は
水
の
ほ
と
ん
ど
な

い
温
度
差
の
激
し
い
荒
野
の
砂
漠
で
も
育
つ
能
力
を
持
ち
、
そ
の

葉
や
実
は
人
間
や
家
畜
の
食
べ
物
に
も
な
る
。
そ
う
、
サ
ボ
テ
ン

を
食
料
問
題
の
解
決
の
糸
口
に
し
た
い
と
バ
ー
バ
ン
ク
は
想
造
し

た
。
し
か
し
食
料
に
す
る
に
は
ド
ゲ
以
外
に
も
、
繊
維
が
多
く
消

化
し
に
く
い
と
い
う
欠
点
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
、

世
界
中
か
ら
何
万
に
も
及
ぶ
サ
ボ
テ
ン
を
集
め
て
交
配
を
繰
り
返

し
て
い
っ
た
。
５
〜
６
年
経
っ
て
も
一
向
に
改
良
は
進
ま
ず
、
サ

ボ
テ
ン
の
そ
の
強
情
さ
を
快
癒
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
問
い
続

け
る
。

　

バ
ー
バ
ー
ン
ク
は
「
サ
ボ
テ
ン
で
実
験
を
行
っ
て
い
る
間
、
私

は
し
ば
し
ば
サ
ボ
テ
ン
に
語
り
か
け
、
愛
の
振
動
を
与
え
た
。
私

は
い
つ
も
こ
う
言
っ
た
。『
お
前
た
ち
に
恐
れ
る
も
の
な
ど
な
い
ん

だ
よ
』『
身
を
守
る
ト
ゲ
は
要
ら
な
い
よ
。
お
前
た
ち
を
守
っ
て
あ

げ
る
か
ら
』」

　

人
も
生
き
て
い
く
中
で
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
様
々
な
鎧
を

身
に
着
け
て
い
く
。
そ
の
鎧
は
そ
の
人
の
「
素
（
虚
心
）」
の
あ
り

よ
う
か
ら
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。

虚
心
か
ら
離
れ
た
不
自
然
な
あ
り
よ
う
が
、
さ
ら
に
新
た
な
鎧
を

作
り
出
す
。
そ
の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
す
に
は
、
自
分
が
鎧
を
着

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
し
か
な
い
。

　

バ
ー
バ
ン
ク
は
、
私
た
ち
生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
会
、
そ
し

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
実
践
者
の
先
駆
け
を
し
て
く
れ
た
先
人
だ
と

思
え
る
。
彼
の
自
然
界
と
共
同
想
造
し
て
植
物
に
新
た
な
物
語
を

託
す
あ
り
よ
う
は
、『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か
ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』

を
志
す
私
た
ち
の
価
値
観
を
よ
り
深
め
て
く
れ
る
。

白
鳥
や
小
動
物
が
や
っ
て
く
る
田
ん
ぼ

　

中
野
農
園
の
田
ん
ぼ
に
は
、
あ
る
時
か
ら
冬
に
な
る
と
渡
り
鳥

の
白
鳥
が
羽
を
休
め
に
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

動
植
物
は
私
た
ち
人
間
よ
り
も「
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」に
繊
細
だ
。

自
分
た
ち
に
必
要
な
場
を
感
覚
的
に
察
知
し
て
い
る
。
人
の
生
体

エ
ネ
ル
ギ
ー
準
拠
位
置
が
高
ま
っ
て
く
る
と
、
子
供
や
動
物
が
自

然
に
寄
っ
て
く
る
。
私
た
ち
が
大
自
然
に
癒
や
さ
れ
に
行
く
の
と

同
じ
感
覚
だ
。

　

土
壌
か
ら
収
奪
の
限
り
を
尽
く
す
一
般
的
な
圃
場
に
は
白
鳥
ど

こ
ろ
か
、
小
動
物
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法

を
実
践
す
る
会
員
は
こ
う
言
う
。「
40
年
前
に
は
田
ん
ぼ
で
掴
ま
え

放
題
だ
っ
た
蛍
が
、
30
年
く
ら
い
前
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
始
め
て
数
年
後
、
う
ち
の

田
ん
ぼ
に
だ
け
蛍
が
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
」

　

中
野
農
園
の
田
ん
ぼ
に
も
、
小
動
物
が
た
く
さ
ん
い
る
。

「
有
機
農
法
の
田
ん
ぼ
に
も
小
動
物
は
い
る
が
実
は
初
期
に
は
い
な

い
。
初
期
は
ガ
ス
が
湧
く
か
ら
卵
が
あ
っ
て
も
生
き
ら
れ
ず
、
ガ

旬
★新保農園　新保勝弘(No.4503)　

★ささげ農園　
捧吉隆(No.3350)ますみ (No.4744)

畑で作業中の新保さんのお母さん
80 代とは思えない艶やかなさといも美人

世界一世界一

宇宙一宇宙一

電話&FAX 0250(42)3387 
https://tsuku2.jp/shinbonouen  ( 税・送料は別途 )

新潟・中野農園の実践
ス
が
落
ち
着
い
て
か
ら
小
動
物
が
で
て
く
る
。
で
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

農
法
で
は
そ
の
ガ
ス
を
利
用
す
る
微
生
物
も
活
性
す
る
か
ら
最
初

か
ら
小
動
物
が
い
る
ん
だ
よ
」

　

動
植
物
や
自
然
界
は
嘘
を
つ
け
な
い
。
自
然
界
が
必
要
と
す
る

環
境
は
、
な
に
よ
り
も
信
頼
が
で
き
る
。『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か

ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』
を
目
指
す
、プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
真
骨
頂
、

そ
し
て
人
類
の
想
造
は
こ
れ
を
具
現
化
で
き
る
の
だ
。

微
生
物
も
活
性
化
す
る
土
壌

　

動
植
物
だ
け
で
な
く
、
微
生
物
の
働
き
も
変
わ
っ
て
く
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
圃
場
は
微
生
物
の
働
き
が
高
ま
る
こ
と
で
地
温

が
目
に
見
え
て
高
く
な
る
。
写
真
右
側
の
雪
解
け
し
て
い
る
の
が

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
田
ん
ぼ
」。
左
側
の
雪
解
け
し
て
い
な
い
の

が
「
一
般
的
な
慣
行
農
法
の
田
ん
ぼ
」
だ
。
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

材
を
使
っ
て
い
る
と
、
地
温
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
地
温
が

高
く
な
る
と
、
有
機
物
の
分
解
が
促
進
さ
れ
て
良
質
な
土
壌
を
短

期
間
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
低
温
で
も
栽
培
が
で
き

る
利
点
も
あ
り
、
新
潟
で
は
寒
す
ぎ
て
つ
く
れ
な
い
と
さ
れ
て
い

た
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
し
て
い
た

こ
と
も
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
に
適
し
た
環
境
を
土
壌

に
つ
く
る
こ
と
で
新
た
な
産
地
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。

周
辺
環
境
を
も
高
め
て
い
く

　

中
野
農
園
と
同
じ
新
潟
に
、
あ
る
食
品
工
場
が
あ
っ
た
。
こ
こ

の
排
水
は
保
健
所
か
ら
目
を
つ
け
ら
れ
る
状
態
で
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
の
上
水
に
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

を
応
用
し
た
水
誘
導
翻
訳
装
置
き
わ
み
を
導
入
す
る
と
、
上
水
し

か
変
え
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
排
水
の
問
題
は
改
善
さ
れ
て
、

工
場
の
敷
地
や
排
水
先
に
動
物
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。
鮭
が
排
水
口
に
ま
で
の
ぼ
っ
て
く
る
だ
け
で
な
く
、
清

流
に
暮
ら
す
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
オ
ニ
ヤ
ン
マ
や
鮎
ま
で
も
や
っ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

清
流
＝
透
き
通
っ
て
い
て
綺
麗
な
水
を
私
た
ち
は
想
像
す
る
が
、

動
物
た
ち
に
と
っ
て
は
「
自
ら
の
生
命
力
を
高
め
て
く
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
高
い
場
」
を
も
と
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

田
ん
ぼ
や
畑
に
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
材
を
施
し
て
土
壌
を
つ
く
る

こ
と
は
、
巨
大
な
浄
活
水
器
を
土
壌
に
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

を
通
っ
て
く
る
雨
水
や
そ
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
炭
酸
ガ
ス
や
植
物
が

発
す
る
酸
素
は
必
然
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
も
の
と
な
り
、
周
辺

環
境
を
改
善
し
て
い
く
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
資
材
の
力
丸
を
つ
か
っ

た
ブ
ロ
ッ
ク
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
排
水
口
に
置
い
た
だ
け
で
下
流
に

蛍
が
戻
っ
て
く
る
実
践
者
の
話
は
各
地
で
聞
か
れ
る
。

　

土
壌
を
高
め
、
植
物
を
高
め
、
そ
れ
を
食
す
る
人
を
高
め
、
環

境
ま
で
も
励
起
し
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
視
点
は
広
く
深
い
。

人
を
良
く
す
る
た
め
に
は
食
と
環
境
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
し
、

食
を
高
め
る
た
め
に
は
土
壌
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
土
壌
を
高

め
る
た
め
に
は
、
周
辺
環
境
を
も
あ
わ
せ
て
高
め
て
い
か
な
い
と

周
り
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
か
れ
る
。
結
果
的
に
「
全
方
位

よ
し
」
の
処
置
を
施
さ
な
い
限
り
、
1
つ
の
視
点
だ
け
で
は
今
の

社
会
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
あ
ら
ゆ
る
視

点
と
必
要
な
技
術
を
も
っ
て
産
業
を
営
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
先  

中
野
農
園

電
話
＆FA

X

　

025

（280

）2058
nakanof@

seagreen.ocn.ne.jp

生
態
系
生
体
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
実
践
者
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〇実践面積：12.4 ㎡（0.8m×15.5m）　
1000 ㎡（10a）の 80.65 分の1

■栽培必要量算出
　二十日大根（可食部）100ｇ当たりの成分含有量
　（七訂日本食品標準成分表より）
　Ca 21/mg　　Ｍg 11/ ㎎　　K 22/mg　 P 46/mg　
　Fe 0.3/mg　 Zn 0.1/mg　 Cu 0.02/mg　 Mn 0.005/mg
　（1㎏当たり0.21g　100 ㎏当たり21g　1000 ㎏当たり210g）

■収穫目標　二十日大根 4000 ㎏（10a）　
成分（/1t）×４t（収穫量）×３（可食部１＋葉２）×５倍量（能力達成量）
　・Ca　210×4×3×5＝12600g÷1000＝12.6 ㎏÷80.65＝0.16 
　・Mg　110×4×3×5＝6600g÷1000＝6.6 ㎏÷80.65＝0.082
　・K　 220×4×3×5＝13200g÷1000＝13.2 ㎏÷80.65＝0.164
　・P　 460×4×3×5＝27600ｇ÷1000＝27.6 ㎏÷80.65＝0.34
　・Fe　　3×4×3×5＝180g÷1000＝0.18 ㎏÷80.65＝0.002
　・Zn　　1×4×3×5＝60g÷1000＝0.06 ㎏÷80.65＝0.0007
　・Cu　0.2×4×3×5＝12ｇ÷1000＝0.012 ㎏÷80.65＝0.00015
　・Mn　0.05×4×3×5＝30ｇ÷1000＝0.03 ㎏÷80.65＝0.0004

■露地野菜主要作物の施肥基準（夏まき目標収量 4000 ㎏ /10ａ）
　Ｎ:15 ㎏　Ｐ:20 ㎏　Ｋ:15 ㎏　Ca:55 ㎏　Mg:15 ㎏
　耕土 10 ㎝×3（30 ㎝作土）×面積
　・Ｎ　15×3=45÷80.65=0.56
　・Ｐ　20×3=60÷80.65=0.74
　・Ca　55×3=165÷80.65=2.05
　・Mg　15×3=45÷80.65=0.56
　・Ｋ　15×3=45÷80.65=0.56

土壌づくり計算例
栽培目的：眼のたんぱく質を機能化させる薬草二十日大根

■投入量
　　土壌塩基飽和度 + 栽培必要量
　　　　+ 栽培飽和度 -（事前に投入分）
　　Ｎ　3.13+0.56-1.05=2.64 ㎏
　　Ｐ　2.9+0.34+0.74-0.85=3.13 ㎏
　　Ｓ　硫酸化合物として必要量を確保
　　Ca　0.826+0.16+2.05=3.036 ㎏
　　Mg　2.91+0.34+0.56=3.81 ㎏
　　K　 2.1+0.164+0.56=2.824 ㎏

■良質堆肥　30ｔ当たり投入量
　　硫安　　　　 600kg ( 成分量 126kg)                     
　　過リン酸石灰　600kg ( 成分量 102kg)                   
　　硫酸第一鉄     80kg ( 成分量 16kg)                     
　　硫酸亜鉛　　 54.5kg ( 成分量 12kg)                   
　　硫酸マンガン 38.7kg ( 成分量 12kg)                 
　　硫酸銅　　　　 16kg ( 成分量 4kg)                       
　　モリブデン酸ナトリウム　307.7g ( 成分量 120g)       

■生体エネルギー応用資材投入量

　・仕事エネルギー準拠位置設定　300,000Å
　　真和 X　　 483 袋 /10a 当たり　6 袋 /12.4 ㎡当たり
　　AEC　　　 483 袋 /10a 当たり　6 袋 /12.4 ㎡当たり
　　底力　　　 161 袋 /10a　　　　2 袋 /12.4 ㎡当たり
　　岩森力　　483 袋 /10a 当たり　6 袋 /12.4 ㎡当たり
　　良質堆肥　  24.2t/10a 当たり 300kg/12.4 ㎡当たり

　

私
た
ち
、
生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
会
は
「
生

産
者
と
し
て
の
農
業
者
」
と
「
農
作
物
を
食
す
る

消
費
者
」
約
1
0
0
0
人
の
会
員
が
『
人
類
・
宇
宙
・

自
然
か
ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
を
求
め
て
』
活
動

し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
一
人
、
中
野
農
園
・
中

野
孝
治
氏
の
実
践
か
ら
、『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か

ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』
の
一
端
を
垣
間
見
て
い

た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　 

人
類
に
求
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　 

農
業
の
姿

　

お
そ
ら
く
、
私
た
ち
は
真
の
農
業
の
姿
を
ま
だ
見

た
こ
と
が
な
い
。
私
た
ち
人
類
が
生
命
を
維
持
す
る

以
上
に
食
べ
、
物
質
的
に
豊
か
な
生
活
を
送
る
が
た

め
に
、
土
・
水
・
大
気
・
地
球
の
あ
ら
ゆ
る
自
然
を

酷
使
し
、
収
奪
の
限
り
を
尽
く
し
て
栽
培
し
て
き
て

し
ま
っ
た
現
状
は
、
一
セ
ン
チ
で
き
る
の
に
百
年
か

ら
千
年
か
か
る
貴
重
な
土
壌
の
砂
漠
化
を
猛
ス
ピ
ー

ド
で
進
め
て
い
る
。
土
壌
や
大
気
、
水
だ
け
で
は
な

い
、
こ
れ
ら
を
享
受
し
て
い
る
私
た
ち
の
肉
体
と
精

神
も
同
じ
く
猛
ス
ピ
ー
ド
で
砂
漠
化
（
劣
化
）
が
進

ん
で
お
り
、
こ
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
砂
漠

化
す
る
ス
ピ
ー
ド
を
上
回
る
緑
化
（
進
化
）
の
技
術

が
必
要
と
な
る
。
人
間
の
砂
漠
化
（
連
作
障
害
）
の

克
服
と
は
、
肉
体
的
に
は
細
胞
の
再
生
能
力
の
若
返

り
と
精
神
性
で
は
豊
か
な
発
想
力
。

　
「
生
態
系
生
体
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
（
以

下
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
）」
は
、
50
年
以
上
前
か
ら

人
類
・
宇
宙
・
自
然
に
必
須
と
さ
れ
る
農
業
を
目

指
し
て
き
た
。

農
業
者
が
取
り
入
れ
る
理
由

　
「
人
類
に
必
須
と
さ
れ
る
農
業
」
と
な
る
た
め
に
は
、
生
産
者
と

消
費
者
の
双
方
に
求
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
生
産
者
が
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
と
消
費
者
は
買
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
消
費
者
が
買
わ
な
い
も
の
で
は
生
産
し

て
も
売
れ
な
い
。
当
た
り
前
の
構
造
だ
が
、
こ
の
両
者
の
関
係
性

が
成
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

人
類
・
宇
宙
・
自
然
に
必
須
と
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
農

業
者
が
取
り
入
れ
る
理
由
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
30
年
間
実
践

し
て
き
た
中
野
農
園
の
事
例
か
ら
挙
げ
て
み
よ
う
。

単
位
面
積
当
た
り
の
収
穫
量
が
２
〜
４
倍
に

　

中
野
農
園
は
先
代
の
稲
作
と
比
較
し
て
、
栽
培
面
積
は
変
わ
ら

な
い
中
、
お
米
の
収
量
が
２
倍
（
先
代
７
俵
↓
現
在
14
俵
）、
果
物

は
先
代
時
代
の
３
〜
４
倍
穫
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

梨
は
葉
っ
ぱ
の
枚
数
に
よ
っ
て
個
数
が
決
ま
り
、
通
常
は
20
〜

30
セ
ン
チ
ご
と
に
１
個
を
残
し
て
剪
定
し
て
い
く
。
し
か
し
、
中

野
農
園
で
は
１
個
残
す
所
に
３
〜
４
個
し
っ
か
り
と
し
た
果
実
を

実
ら
せ
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
通
常
は
玉
が
小
さ
く
な

り
、
木
が
弱
っ
て
次
の
年
は
収
量
が
激
減
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が

で
き
る
の
は
計
画
的
に
土
を
つ
く
り
、
必
要
な
だ
け
の
資
材
を
土

に
い
れ
て
い
る
か
ら
で
き
る
こ
と
な
の
だ
。

（
参
考
：
下
記
「
土
壌
を
づ
く
り
計
算
例
」）

農
業
の
一
大
問
題
、
連
作
障
害
を
克
服
す
る

　

中
野
氏
が
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
初
め
て
10
年
が
経
っ
た
頃
、
今

ま
で
何
も
問
題
が
な
か
っ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
す
べ
て
枯
れ
て

し
ま
っ
た
。
連
作
障
害
で
あ
る
。
何
人
も
の
専
門
家
に
話
を
聞
い

て
回
っ
た
が
「
仕
方
な
い
」
と
い
う
返
事
し
か
得
ら
れ
な
い
中
、

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
の
佐
藤
政
二
所
長
だ
け
が
連
作
障
害
を

克
服
で
き
る
技
術
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
と
き
か
ら
生
体
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
材
を
入
れ
始
め
30
年
以
上
経
つ
が
、
連
作
障
害
は
一
切
起

き
て
い
な
い
。

水
や
り
不
要
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培

　

農
業
で
一
番
大
切
な
の
は
「
土
づ
く
り
」。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
は

あ
ら
ゆ
る
栽
培
課
程
を
解
析
し
て
必
要
な
処
置
を
施
し
て
い
く
が
、

「
土
づ
く
り
」
が
一
番
重
要
な
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

中
野
農
園
で
は
50
年
前
か
ら
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
に
よ
る
土
づ
く
り
を
長
年
に
渡
り
実
践
し
て
き

た
結
果
、
栽
培
目
的
を
実
現
で
き
る
土
壌
の
粒
子
構
造
が
形
成
さ

れ
団
粒
化
が
進
み
、
栽
培
過
程
で
重
要
な
三
相
分
布
を
保
持
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
毛
細
管
現
象
や
緩
衝
能
な
ど
土
壌

の
機
能
性
・
能
力
性
が
向
上
し
た
。
そ
の
経
済
的
効
果
は
計
り
知

れ
な
い
。

　

一
般
的
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
年
に
一
度
、
新
た
に
苗
を
買
っ

て
植
え
替
え
る
。
中
野
農
園
で
は
土
づ
く
り
か
ら
計
画
的
に
行
い
、

同
じ
苗
を
４
〜
５
年
植
え
替
え
を
し
な
く
て
も
収
量
を
減
ら
さ
ず

に
、
水
や
り
も
せ
ず
に
ま
っ
た
く
品
質
を
落
と
す
こ
と
が
な
い
。

毎
年
の
苗
だ
け
で
2
0
0
万
円
近
く
か
か
る
が
、
こ
の
コ
ス
ト
の

４
年
分
に
加
え
て
人
件
費
が
か
か
ら
な
く
な
る
。

　

さ
ら
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
土
づ
く
り
に
よ
り
、
土
壌
微
生

物
が
活
性
化
さ
れ
て
、
そ
の
炭
酸
ガ
ス
に
よ
っ
て
地
温
が
上
昇
す

る
た
め
、
温
度
が
低
い
状
態
で
も
栽
培
が
で
き
る
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
最
低
８
度
以
上
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
野
農
園
の
ハ
ウ

ス
で
は
４
〜
５
度
で
も
栽
培
で
き
る
。
こ
の
違
い
は
灯
油
代

2
0
0
万
が
50
万
円
で
す
む
と
い
う
経
費
削
減
効
果
を
生
む
。

　

気
温
の
変
化
に
強
い
の
は
冬
の
低
温
期
だ
け
で
な
く
、
夏
の
高

温
期
も
同
様
だ
。
こ
の
こ
と
を
「
緩
衝
能
」
と
い
い
、
栽
培
に
お

け
る
許
容
範
囲
が
大
幅
に
広
が
る
こ
と
を
言
う
。
水
を
例
に
上
げ

る
と
、
一
般
的
な
お
風
呂
で
は
快
適
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
温
度

帯
が
38
〜
42
度
。
こ
こ
に
水
誘
導
翻
訳
装
置
き
わ
み
の
水
を
使
う

と
、
34
〜
46
度
く
ら
い
ま
で
快
適
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
温
度
帯

が
広
が
る
。
ハ
ウ
ス
の
中
の
快
適
温
度
が
こ
れ
だ
け
広
が
る
と
植

物
に
負
荷
を
か
け
る
こ
と
な
く
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
、
品
質
を

落
と
さ
ず
に
す
む
。

　

全
般
的
に
適
期
の
幅
が
広
く
な
る
の
も
緩
衝
能
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
お
陰
と
言
え
る
。

あ
ら
ゆ
る
面
で
経
営
に
寄
与
す
る
栽
培
方
法

　

新
潟
は
海
抜
70
㎝
、
高
温
多
湿
で
病
気
が
出
や
す
い
土
地
柄
ゆ

え
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
栽
培
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
土
地
で
も
土
づ
く
り
で
植
物
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
問
題
も
ほ
と
ん
ど
出
る
こ

と
が
な
い
。
実
際
に
一
般
的
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
香
り
が
ほ
と

ん
ど
し
な
い
が
、
中
野
農
園
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
い
い
香
り
が

す
る
。
そ
し
て
こ
の
香
り
が
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
効
果
を
生
み
、
虫
が

寄
り
付
き
に
く
く
な
る
。

　

ご
紹
介
し
た
一
側
面
だ
け
み
て
も
不
確
定
要
素
が
少
な
く
な
り
、

ほ
か
の
農
園
が
収
穫
量
が
激
減
さ
せ
る
中
で
も
中
野
農
園
は
今
ま

で
以
上
に
穫
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
収
入
と
経
営
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
新
潟
で
は
昨
年
は
梨
が
不
作
で
、
周
り
は
例
年
の
10
%

〜
60
％
程
度
の
収
穫
量
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
中
野
農
園
は
1
2
0
%

の
収
量
を
獲
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
の
不
確
定
要
素
を
克
服
す
る

だ
け
の
力
を
土
と
中
野
氏
本
人
が
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
証
拠

だ
。
も
ち
ろ
ん
結
果
を
出
す
た
め
に
は
そ
の
前
提
を
作
る
た
め
に

先
行
投
資
す
る
必
要
が
あ
る
。

土
づ
く
り
と
環
境
づ
く
り
で
ハ
ウ
ス
が
傷
ま
な
い

　

驚
い
た
の
は
、
34
年
前
に
中
野
氏
が
自
分
で
建
て
た
ハ
ウ
ス
の

畝
の
枠
板
を
34
年
間
ず
っ
と
変
え
て
い
な
い
と
い
う
話
。
通
常
は

４
〜
５
年
で
傷
ん
で
変
え
る
の
が
一
般
的
と
い
う
。
こ
の
現
象
を

中
野
氏
は
「
微
生
物
の
棲
み
分
け
が
で
き
て
い
る
か
ら
」
と
説
明

す
る
。
枠
板
の
木
を
腐
敗
さ
せ
る
木
材
腐
朽
菌
が
い
た
と
し
て
も

機
能
し
な
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
枠

板
が
原
子
レ
ベ
ル
で
活
性
化
さ
れ
て
、
侵
さ
れ
な
い
能
力
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
る
側
面
も
あ
る
。

　

耐
久
性
が
向
上
し
て
い
る
の
は
枠
板
だ
け
で
は
な
い
。
鉄
骨
の

ハ
ウ
ス
に
も
サ
ビ
が
で
ず
、
通
常
10
年
で
張
り
替
え
る
ビ
ニ
ー
ル

も
33
年
張
り
替
え
て
い
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
設
備
に
お
い
て
、
一
般

的
な
耐
久
年
数
の
２
〜
３
倍
は
も
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
点
だ

け
で
も
有
利
な
経
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

肉
体
と
精
神
の
健
全
化
に
寄
与
す
る

　

中
野
氏
自
身
、
30
年
前
よ
り
も
若
く
見
え
る
と
い
う
。

　

40
代
で
病
気
を
し
た
の
も
あ
る
が
、
私
が
知
る
こ
の
13
年
で
み

て
も
確
実
に
若
く
見
え
る
。
病
気
を
克
服
す
る
た
め
に
食
と
環
境

を
高
め
続
け
、
自
ら
体
感
し
た
こ
と
を
後
進
に
伝
え
て
い
る
。
中

野
農
園
の
お
米
で
お
む
す
び
を
つ
く
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
満
足
す

る
。
ジ
ャ
ン
ク
な
も
の
は
い
く
ら
食
べ
て
も
飢
餓
感
が
増
幅
す
る

だ
け
だ
が
、
本
当
に
満
た
さ
れ
る
食
は
量
が
少
な
く
て
も
満
足
で

き
る
し
、
体
が
欲
す
れ
ば
い
く
ら
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

中
野
農
園
の
お
米
は
、
一
般
の
お
米
と
比
べ
て
含
有
す
る
ア
ミ

ノ
酸
量
も
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
原
子
レ
ベ
ル
で
の
引
き
つ
け
る

力
が
高
ま
り
、
比
重
が
あ
が
っ
て
ず
っ
し
り
し
っ
か
り
し
た
お
米

に
な
っ
て
い
る
証
拠
と
な
る
。
こ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
作
物

は
た
く
さ
ん
食
べ
な
く
て
も
満
足
感
を
感
じ
る
理
由
の
一
つ
で
も

あ
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
ら
う
と
わ
か
る
よ
う
に
、
私
た

ち
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
ア
ミ
ノ
酸
で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
や

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
、
ロ
イ
シ
ン
、
グ
リ
シ
ン
等
が
慣
行
栽
培
の
お

米
と
比
較
し
て
約
20
％
以
上
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ア

ミ
ノ
酸
は
、
知
能
を
高
め
た
り
、
中
枢
神
経
を
守
っ
た
り
、
筋
肉

の
増
強
な
ど
老
化
防
止
に
関
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
私
た
ち
に

と
っ
て
不
可
欠
な
物
質
で
あ
る
。
さ
ら
に
体
内
で
は
誘
導
体
と
し

て
重
要
な
役
割
を
す
る
葉
酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

中
野
農
園
で
は
、
農
業
で
特
に
重
要
な
の
は
リ
ン
（
P
）、
硫
黄

（
S
）、
鉄
（
Fe
）
と
考
え
て
お
り
、
超
優
性
遺
伝
子
支
配
、
五
大

機
能
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
準
位
を
上
げ
る
た
め
に
必
須
ア
ミ
ノ
酸
に
必

要
な
元
素
を
投
入
し
て
い
る
。
質
の
高
い
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
作
る

に
は
、
微
量
要
素
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
鉄
、
亜
鉛
、

マ
ン
ガ
ン
、
銅
、
モ
リ
ブ
デ
ン
を
投
入
し
て
い
る
。

　

本
当
に
能
力
の
高
い
お
米
は
、
収
穫
し
て
か
ら
も
ア
ブ
シ
ジ
ン

酸
が
増
え
続
け
、３
年
後
が
一
番
美
味
し
い
状
態
（
ビ
ン
テ
ー
ジ
米
）

に
な
る
。
こ
れ
は
新
米
が
一
番
美
味
し
い
と
い
わ
れ
る
お
米
業
界

の
常
識
を
覆
す
。

　　

お
米
以
外
で
も
近
い
現
象
が
見
ら
れ
る
。
以
前
に
中
野
氏
に
「
こ

の
梨
は
半
年
経
っ
て
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
」
と
言
わ
れ
て
、

自
宅
の
冷
蔵
庫
で
半
年
寝
か
せ
て
実
験
し
て
み
た
の
だ
が
、
確
か

に
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
状
態
で
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
た
。
こ
れ

を
「
制
止
の
活
性
」
と
言
い
、
時
期
が
来
る
ま
で
実
を
熟
成
さ
せ

て
食
べ
て
も
ら
う
の
を
待
つ
精
神
性
を
植
物
か
ら
引
き
出
し
て
い

る
と
い
え
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
り
ん
ご
な
ど
も
、
切
っ
た
と

き
よ
り
翌
朝
の
ほ
う
が
美
味
し
く
な
る
と
い
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農

法
の
作
物
で
は
、
鮮
度
と
熟
成
度
の
関
係
に
一
般
常
識
が
通
用
し

な
く
な
る
。
自
然
の
摂
理
と
土
や
植
物
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い

く
と
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
世
界
が
見
え
て
く
る
。

　

さ
ら
に
10
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
さ
れ
た
大
豆
の
抗
酸
化
力
を
比
較
し
た

も
の
で
、
同
じ
大
豆
で
も
栽
培
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
能
力
が
大
幅

に
違
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
じ
作
物
で
も
、
栽
培
方
法
に
よ
っ

て
抗
酸
化
力
が
大
き
く
変
わ
る
事
例
だ
。

働
く
人
も
元
気
に
な
る
土
壌

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
長
年
栽
培
さ
れ
て
い
る
圃
場
に
入
る
と
、

瞬
間
に
場
が
変
わ
る
の
が
わ
か
る
。
呼
吸
は
深
く
な
り
、
血
流
が

行
き
渡
っ
て
指
先
が
赤
く
な
っ
て
く
る
。
自
然
の
摂
理
を
応
用
し

て
植
物
が
生
命
力
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
場
は
、
人
も
生
命
力

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
然
と
こ
こ
で
働
く
人
の
肉
体
も
失
っ

て
い
る
機
能
を
取
り
戻
し
て
い
く
。
こ
の
反
応
は
人
だ
け
で
は
な

い
。
次
の
章
で
紹
介
す
る
動
物
た
ち
も
同
様
だ
。
こ
の
作
用
を
建

築
に
応
用
す
る
と
、
人
の
心
と
体
を
健
全
に
誘
導
で
き
る
家
が
で

き
る
。

心
が
反
応
す
る
「
場
」

　

50
年
前
、
中
野
氏
が
就
農
し
て
す
ぐ
に
自
分
で
建
て
た
ハ
ウ
ス

の
中
に
入
る
と
、
体
が
活
性
化
す
る
だ
け
で
な
く
「
心
」
が
反
応

す
る
。
中
野
氏
と
共
に
歩
ん
で
き
た
ハ
ウ
ス
の
50
年
間
の
歓
び
や

苦
悩
が
、
力
強
さ
と
と
も
に
そ
の
ま
ま
飛
び
込
ん
で
く
る
。
34
年

前
に
建
て
た
ハ
ウ
ス
の
そ
れ
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
。
半
世
紀

と
い
う
歴
史
を
、
ハ
ウ
ス
の
場
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
く
れ
る
。

　

圃
場
は
そ
こ
で
農
作
物
を
栽
培
す
る
「
人
」
を
そ
の
ま
ま
表
す
。

畑
に
入
る
と
涙
が
出
て
く
る
よ
う
な
場
で
栽
培
さ
れ
た
農
作
物
は

慈
し
み
そ
の
も
の
。
こ
う
し
た
農
作
物
を
食
べ
る
こ
と
こ
そ
、
肉

体
だ
け
で
な
く
精
神
を
も
育
ん
で
い
く
。
そ
し
て
私
た
ち
が
目
指

す
真
の
農
業
は
こ
の
更
に
先
に
あ
る
は
ず
だ
。

経
営
的
側
面

　

慈
し
み
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
農
作
物
を
無
碍
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
料
理
を
し
て
い
て
も
、
皮
ま
で
無
駄
に
す
る
こ
と

な
く
、
少
し
で
も
食
べ
て
あ
げ
た
い
。
そ
う
し
た
気
持
ち
が
自
然

と
湧
き
上
が
る
。

　

消
費
者
が
こ
こ
ま
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
必
ず
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
れ
ば
年
を
追
う
ご

と
に
顧
客
は
増
え
て
い
き
、
特
に
果
物
は
毎
年
そ
れ
し
か
食
べ
な

い
人
も
で
て
く
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
何
も
し
な
い
で
ラ
ク
し
て
顧
客
が
増
え
る
わ
け
で

は
な
く
、
地
道
な
営
業
努
力
あ
っ
て
こ
そ
だ
。

               

自
然
界
に
求
め
ら
れ
る

　

１
章
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
に
よ
っ
て
人
（
特
に
生
産
者
と

消
費
者
）が
享
受
す
る
利
点
を
あ
げ
た
。
２
章
で
は
人
だ
け
で
な
く
、

動
植
物
、
微
生
物
、
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
を
み
て
い
こ
う
。

た
わ
わ
に
稔
っ
た
稲

　

中
野
農
園
の
稲
は
収
穫
前
に
な
る
と
倒
れ
て
い
る
と
思
わ
ん
ば

か
り
に
頭
を
垂
れ
る
。
粒
数
が
大
き
く
て
数
も
多
い
の
で
、
頭
が

垂
れ
る
の
だ
が
、
根
が
し
っ
か
り
は
っ
て
い
る
た
め
に
倒
れ
る
こ

と
は
な
い
。
ま
わ
り
の
田
ん
ぼ
と
く
ら
べ
て
も
そ
の
違
い
は
歴
然

で
あ
る
。

　

鈴
な
り
に
な
っ
た
梨
も
同
様
だ
。
通
常
で
は
あ
り
え
な
い
状
況

を
、
必
要
な
条
件
を
施
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
実
現
で
き
る
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
は
実
践
者
の
準
拠
位
置
と
想
造
力
が
必
要
な

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
半
信
半
疑
で
真
似
を
し
た
と
こ
ろ
で
、

こ
こ
ま
で
の
結
果
を
出
せ
る
人
は
多
く
は
な
い
と
思
う
。

　

環
境
に
よ
っ
て
稲
の
能
力
を
引
き
出
し
、
そ
の
能
力
を
発
現
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
元
素
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
あ
げ
る
こ
と

で
、
植
物
は
人
の
想
い
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
共
振
し
て
共
同
想
造

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。

植
物
と
の
新
た
な
関
係
を
想
造
す
る

　

ア
メ
リ
カ
の
三
大
発
明
家
の
一
人
に
植
物
の
魔
術
師
と
称
さ
れ

る
ル
ー
サ
ー
・
バ
ー
バ
ン
ク
（
1
8
4
9
〜
1
9
2
6
）
が
い
る
。

も
う
２
人
は
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
と
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
、

共
に
誰
も
が
知
る
人
物
だ
が
、
バ
ー
バ
ン
ク
の
こ
と
は
日
本
で
は

馴
染
み
が
薄
い
。

　

3
0
0
0
種
に
も
の
ぼ
る
新
し
い
植
物
の
品
種
を
生
み
出
し
た

バ
ー
バ
ン
ク
の
実
績
の
中
で
も
「
ト
ゲ
の
な
い
サ
ボ
テ
ン
」
は
世

界
を
驚
か
せ
た
。

　

サ
ボ
テ
ン
の
ト
ゲ
は
、
動
物
た
ち
に
食
べ
ら
れ
な
い
た
め
の
サ

ボ
テ
ン
が
身
に
ま
と
っ
た
鎧
だ
。
サ
ボ
テ
ン
は
水
の
ほ
と
ん
ど
な

い
温
度
差
の
激
し
い
荒
野
の
砂
漠
で
も
育
つ
能
力
を
持
ち
、
そ
の

葉
や
実
は
人
間
や
家
畜
の
食
べ
物
に
も
な
る
。
そ
う
、
サ
ボ
テ
ン

を
食
料
問
題
の
解
決
の
糸
口
に
し
た
い
と
バ
ー
バ
ン
ク
は
想
造
し

た
。
し
か
し
食
料
に
す
る
に
は
ド
ゲ
以
外
に
も
、
繊
維
が
多
く
消

化
し
に
く
い
と
い
う
欠
点
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
、

世
界
中
か
ら
何
万
に
も
及
ぶ
サ
ボ
テ
ン
を
集
め
て
交
配
を
繰
り
返

し
て
い
っ
た
。
５
〜
６
年
経
っ
て
も
一
向
に
改
良
は
進
ま
ず
、
サ

ボ
テ
ン
の
そ
の
強
情
さ
を
快
癒
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
問
い
続

け
る
。

　

バ
ー
バ
ー
ン
ク
は
「
サ
ボ
テ
ン
で
実
験
を
行
っ
て
い
る
間
、
私

は
し
ば
し
ば
サ
ボ
テ
ン
に
語
り
か
け
、
愛
の
振
動
を
与
え
た
。
私

は
い
つ
も
こ
う
言
っ
た
。『
お
前
た
ち
に
恐
れ
る
も
の
な
ど
な
い
ん

だ
よ
』『
身
を
守
る
ト
ゲ
は
要
ら
な
い
よ
。
お
前
た
ち
を
守
っ
て
あ

げ
る
か
ら
』」

　

人
も
生
き
て
い
く
中
で
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
様
々
な
鎧
を

身
に
着
け
て
い
く
。
そ
の
鎧
は
そ
の
人
の
「
素
（
虚
心
）」
の
あ
り

よ
う
か
ら
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。

虚
心
か
ら
離
れ
た
不
自
然
な
あ
り
よ
う
が
、
さ
ら
に
新
た
な
鎧
を

作
り
出
す
。
そ
の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
す
に
は
、
自
分
が
鎧
を
着

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
し
か
な
い
。

　

バ
ー
バ
ン
ク
は
、
私
た
ち
生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
会
、
そ
し

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
実
践
者
の
先
駆
け
を
し
て
く
れ
た
先
人
だ
と

思
え
る
。
彼
の
自
然
界
と
共
同
想
造
し
て
植
物
に
新
た
な
物
語
を

託
す
あ
り
よ
う
は
、『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か
ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』

を
志
す
私
た
ち
の
価
値
観
を
よ
り
深
め
て
く
れ
る
。

白
鳥
や
小
動
物
が
や
っ
て
く
る
田
ん
ぼ

　

中
野
農
園
の
田
ん
ぼ
に
は
、
あ
る
時
か
ら
冬
に
な
る
と
渡
り
鳥

の
白
鳥
が
羽
を
休
め
に
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

動
植
物
は
私
た
ち
人
間
よ
り
も「
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」に
繊
細
だ
。

自
分
た
ち
に
必
要
な
場
を
感
覚
的
に
察
知
し
て
い
る
。
人
の
生
体

エ
ネ
ル
ギ
ー
準
拠
位
置
が
高
ま
っ
て
く
る
と
、
子
供
や
動
物
が
自

然
に
寄
っ
て
く
る
。
私
た
ち
が
大
自
然
に
癒
や
さ
れ
に
行
く
の
と

同
じ
感
覚
だ
。

　

土
壌
か
ら
収
奪
の
限
り
を
尽
く
す
一
般
的
な
圃
場
に
は
白
鳥
ど

こ
ろ
か
、
小
動
物
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法

を
実
践
す
る
会
員
は
こ
う
言
う
。「
40
年
前
に
は
田
ん
ぼ
で
掴
ま
え

放
題
だ
っ
た
蛍
が
、
30
年
く
ら
い
前
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
始
め
て
数
年
後
、
う
ち
の

田
ん
ぼ
に
だ
け
蛍
が
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
」

　

中
野
農
園
の
田
ん
ぼ
に
も
、
小
動
物
が
た
く
さ
ん
い
る
。

「
有
機
農
法
の
田
ん
ぼ
に
も
小
動
物
は
い
る
が
実
は
初
期
に
は
い
な

い
。
初
期
は
ガ
ス
が
湧
く
か
ら
卵
が
あ
っ
て
も
生
き
ら
れ
ず
、
ガ

ス
が
落
ち
着
い
て
か
ら
小
動
物
が
で
て
く
る
。
で
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

農
法
で
は
そ
の
ガ
ス
を
利
用
す
る
微
生
物
も
活
性
す
る
か
ら
最
初

か
ら
小
動
物
が
い
る
ん
だ
よ
」

　

動
植
物
や
自
然
界
は
嘘
を
つ
け
な
い
。
自
然
界
が
必
要
と
す
る

環
境
は
、
な
に
よ
り
も
信
頼
が
で
き
る
。『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か

ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』
を
目
指
す
、プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
真
骨
頂
、

そ
し
て
人
類
の
想
造
は
こ
れ
を
具
現
化
で
き
る
の
だ
。

微
生
物
も
活
性
化
す
る
土
壌

　

動
植
物
だ
け
で
な
く
、
微
生
物
の
働
き
も
変
わ
っ
て
く
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
圃
場
は
微
生
物
の
働
き
が
高
ま
る
こ
と
で
地
温

が
目
に
見
え
て
高
く
な
る
。
写
真
右
側
の
雪
解
け
し
て
い
る
の
が

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
田
ん
ぼ
」。
左
側
の
雪
解
け
し
て
い
な
い
の

が
「
一
般
的
な
慣
行
農
法
の
田
ん
ぼ
」
だ
。
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

材
を
使
っ
て
い
る
と
、
地
温
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
地
温
が

高
く
な
る
と
、
有
機
物
の
分
解
が
促
進
さ
れ
て
良
質
な
土
壌
を
短

期
間
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
低
温
で
も
栽
培
が
で
き

る
利
点
も
あ
り
、
新
潟
で
は
寒
す
ぎ
て
つ
く
れ
な
い
と
さ
れ
て
い

た
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
し
て
い
た

こ
と
も
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
に
適
し
た
環
境
を
土
壌

に
つ
く
る
こ
と
で
新
た
な
産
地
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。

周
辺
環
境
を
も
高
め
て
い
く

　

中
野
農
園
と
同
じ
新
潟
に
、
あ
る
食
品
工
場
が
あ
っ
た
。
こ
こ

の
排
水
は
保
健
所
か
ら
目
を
つ
け
ら
れ
る
状
態
で
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
の
上
水
に
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

を
応
用
し
た
水
誘
導
翻
訳
装
置
き
わ
み
を
導
入
す
る
と
、
上
水
し

か
変
え
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
排
水
の
問
題
は
改
善
さ
れ
て
、

工
場
の
敷
地
や
排
水
先
に
動
物
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。
鮭
が
排
水
口
に
ま
で
の
ぼ
っ
て
く
る
だ
け
で
な
く
、
清

流
に
暮
ら
す
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
オ
ニ
ヤ
ン
マ
や
鮎
ま
で
も
や
っ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

清
流
＝
透
き
通
っ
て
い
て
綺
麗
な
水
を
私
た
ち
は
想
像
す
る
が
、

動
物
た
ち
に
と
っ
て
は
「
自
ら
の
生
命
力
を
高
め
て
く
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
高
い
場
」
を
も
と
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

田
ん
ぼ
や
畑
に
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
材
を
施
し
て
土
壌
を
つ
く
る

こ
と
は
、
巨
大
な
浄
活
水
器
を
土
壌
に
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

を
通
っ
て
く
る
雨
水
や
そ
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
炭
酸
ガ
ス
や
植
物
が

発
す
る
酸
素
は
必
然
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
も
の
と
な
り
、
周
辺

環
境
を
改
善
し
て
い
く
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
資
材
の
力
丸
を
つ
か
っ

た
ブ
ロ
ッ
ク
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
排
水
口
に
置
い
た
だ
け
で
下
流
に

蛍
が
戻
っ
て
く
る
実
践
者
の
話
は
各
地
で
聞
か
れ
る
。

　

土
壌
を
高
め
、
植
物
を
高
め
、
そ
れ
を
食
す
る
人
を
高
め
、
環

境
ま
で
も
励
起
し
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
視
点
は
広
く
深
い
。

人
を
良
く
す
る
た
め
に
は
食
と
環
境
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
し
、

食
を
高
め
る
た
め
に
は
土
壌
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
土
壌
を
高

め
る
た
め
に
は
、
周
辺
環
境
を
も
あ
わ
せ
て
高
め
て
い
か
な
い
と

周
り
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
か
れ
る
。
結
果
的
に
「
全
方
位

よ
し
」
の
処
置
を
施
さ
な
い
限
り
、
1
つ
の
視
点
だ
け
で
は
今
の

社
会
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
あ
ら
ゆ
る
視

点
と
必
要
な
技
術
を
も
っ
て
産
業
を
営
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
先  

中
野
農
園

電
話
＆FA
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私
た
ち
、
生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
会
は
「
生

産
者
と
し
て
の
農
業
者
」
と
「
農
作
物
を
食
す
る

消
費
者
」
約
1
0
0
0
人
の
会
員
が
『
人
類
・
宇
宙
・

自
然
か
ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
を
求
め
て
』
活
動

し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
一
人
、
中
野
農
園
・
中

野
孝
治
氏
の
実
践
か
ら
、『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か

ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』
の
一
端
を
垣
間
見
て
い

た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　 

人
類
に
求
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　 

農
業
の
姿

　

お
そ
ら
く
、
私
た
ち
は
真
の
農
業
の
姿
を
ま
だ
見

た
こ
と
が
な
い
。
私
た
ち
人
類
が
生
命
を
維
持
す
る

以
上
に
食
べ
、
物
質
的
に
豊
か
な
生
活
を
送
る
が
た

め
に
、
土
・
水
・
大
気
・
地
球
の
あ
ら
ゆ
る
自
然
を

酷
使
し
、
収
奪
の
限
り
を
尽
く
し
て
栽
培
し
て
き
て

し
ま
っ
た
現
状
は
、
一
セ
ン
チ
で
き
る
の
に
百
年
か

ら
千
年
か
か
る
貴
重
な
土
壌
の
砂
漠
化
を
猛
ス
ピ
ー

ド
で
進
め
て
い
る
。
土
壌
や
大
気
、
水
だ
け
で
は
な

い
、
こ
れ
ら
を
享
受
し
て
い
る
私
た
ち
の
肉
体
と
精

神
も
同
じ
く
猛
ス
ピ
ー
ド
で
砂
漠
化
（
劣
化
）
が
進

ん
で
お
り
、
こ
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
砂
漠

化
す
る
ス
ピ
ー
ド
を
上
回
る
緑
化
（
進
化
）
の
技
術

が
必
要
と
な
る
。
人
間
の
砂
漠
化
（
連
作
障
害
）
の

克
服
と
は
、
肉
体
的
に
は
細
胞
の
再
生
能
力
の
若
返

り
と
精
神
性
で
は
豊
か
な
発
想
力
。

　
「
生
態
系
生
体
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
（
以

下
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
）」
は
、
50
年
以
上
前
か
ら

人
類
・
宇
宙
・
自
然
に
必
須
と
さ
れ
る
農
業
を
目

指
し
て
き
た
。

農
業
者
が
取
り
入
れ
る
理
由

　
「
人
類
に
必
須
と
さ
れ
る
農
業
」
と
な
る
た
め
に
は
、
生
産
者
と

消
費
者
の
双
方
に
求
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
生
産
者
が
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
と
消
費
者
は
買
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
消
費
者
が
買
わ
な
い
も
の
で
は
生
産
し

て
も
売
れ
な
い
。
当
た
り
前
の
構
造
だ
が
、
こ
の
両
者
の
関
係
性

が
成
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

人
類
・
宇
宙
・
自
然
に
必
須
と
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
農

業
者
が
取
り
入
れ
る
理
由
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
30
年
間
実
践

し
て
き
た
中
野
農
園
の
事
例
か
ら
挙
げ
て
み
よ
う
。

単
位
面
積
当
た
り
の
収
穫
量
が
２
〜
４
倍
に

　

中
野
農
園
は
先
代
の
稲
作
と
比
較
し
て
、
栽
培
面
積
は
変
わ
ら

な
い
中
、
お
米
の
収
量
が
２
倍
（
先
代
７
俵
↓
現
在
14
俵
）、
果
物

は
先
代
時
代
の
３
〜
４
倍
穫
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

梨
は
葉
っ
ぱ
の
枚
数
に
よ
っ
て
個
数
が
決
ま
り
、
通
常
は
20
〜

30
セ
ン
チ
ご
と
に
１
個
を
残
し
て
剪
定
し
て
い
く
。
し
か
し
、
中

野
農
園
で
は
１
個
残
す
所
に
３
〜
４
個
し
っ
か
り
と
し
た
果
実
を

実
ら
せ
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
通
常
は
玉
が
小
さ
く
な

り
、
木
が
弱
っ
て
次
の
年
は
収
量
が
激
減
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が

で
き
る
の
は
計
画
的
に
土
を
つ
く
り
、
必
要
な
だ
け
の
資
材
を
土

に
い
れ
て
い
る
か
ら
で
き
る
こ
と
な
の
だ
。

（
参
考
：
下
記
「
土
壌
を
づ
く
り
計
算
例
」）

農
業
の
一
大
問
題
、
連
作
障
害
を
克
服
す
る

　

中
野
氏
が
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
初
め
て
10
年
が
経
っ
た
頃
、
今

ま
で
何
も
問
題
が
な
か
っ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
す
べ
て
枯
れ
て

し
ま
っ
た
。
連
作
障
害
で
あ
る
。
何
人
も
の
専
門
家
に
話
を
聞
い

本来、お米は 2000 年前の発掘された籾でも発芽するほど制
止の活性力が高い植物なのだが、能力が低下すると種を残そ
うとする力が働いてすぐに発芽してしまう。プログラム農法の
稲は、制止の活性力が高いので収穫後すぐに芽が出ることは
少ない。この制止の活性力は「眠りの活性力」にもなる。

て
回
っ
た
が
「
仕
方
な
い
」
と
い
う
返
事
し
か
得
ら
れ
な
い
中
、

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
の
佐
藤
政
二
所
長
だ
け
が
連
作
障
害
を

克
服
で
き
る
技
術
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
と
き
か
ら
生
体
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
材
を
入
れ
始
め
30
年
以
上
経
つ
が
、
連
作
障
害
は
一
切
起

き
て
い
な
い
。

水
や
り
不
要
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培

　

農
業
で
一
番
大
切
な
の
は
「
土
づ
く
り
」。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
は

あ
ら
ゆ
る
栽
培
課
程
を
解
析
し
て
必
要
な
処
置
を
施
し
て
い
く
が
、

「
土
づ
く
り
」
が
一
番
重
要
な
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

中
野
農
園
で
は
50
年
前
か
ら
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
に
よ
る
土
づ
く
り
を
長
年
に
渡
り
実
践
し
て
き

た
結
果
、
栽
培
目
的
を
実
現
で
き
る
土
壌
の
粒
子
構
造
が
形
成
さ

れ
団
粒
化
が
進
み
、
栽
培
過
程
で
重
要
な
三
相
分
布
を
保
持
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
毛
細
管
現
象
や
緩
衝
能
な
ど
土
壌

の
機
能
性
・
能
力
性
が
向
上
し
た
。
そ
の
経
済
的
効
果
は
計
り
知

れ
な
い
。

　

一
般
的
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
年
に
一
度
、
新
た
に
苗
を
買
っ

て
植
え
替
え
る
。
中
野
農
園
で
は
土
づ
く
り
か
ら
計
画
的
に
行
い
、

同
じ
苗
を
４
〜
５
年
植
え
替
え
を
し
な
く
て
も
収
量
を
減
ら
さ
ず

に
、
水
や
り
も
せ
ず
に
ま
っ
た
く
品
質
を
落
と
す
こ
と
が
な
い
。

毎
年
の
苗
だ
け
で
2
0
0
万
円
近
く
か
か
る
が
、
こ
の
コ
ス
ト
の

４
年
分
に
加
え
て
人
件
費
が
か
か
ら
な
く
な
る
。

　

さ
ら
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
土
づ
く
り
に
よ
り
、
土
壌
微
生

物
が
活
性
化
さ
れ
て
、
そ
の
炭
酸
ガ
ス
に
よ
っ
て
地
温
が
上
昇
す

る
た
め
、
温
度
が
低
い
状
態
で
も
栽
培
が
で
き
る
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
最
低
８
度
以
上
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
野
農
園
の
ハ
ウ

ス
で
は
４
〜
５
度
で
も
栽
培
で
き
る
。
こ
の
違
い
は
灯
油
代

2
0
0
万
が
50
万
円
で
す
む
と
い
う
経
費
削
減
効
果
を
生
む
。

　

気
温
の
変
化
に
強
い
の
は
冬
の
低
温
期
だ
け
で
な
く
、
夏
の
高

温
期
も
同
様
だ
。
こ
の
こ
と
を
「
緩
衝
能
」
と
い
い
、
栽
培
に
お

け
る
許
容
範
囲
が
大
幅
に
広
が
る
こ
と
を
言
う
。
水
を
例
に
上
げ

る
と
、
一
般
的
な
お
風
呂
で
は
快
適
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
温
度

帯
が
38
〜
42
度
。
こ
こ
に
水
誘
導
翻
訳
装
置
き
わ
み
の
水
を
使
う

と
、
34
〜
46
度
く
ら
い
ま
で
快
適
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
温
度
帯

が
広
が
る
。
ハ
ウ
ス
の
中
の
快
適
温
度
が
こ
れ
だ
け
広
が
る
と
植

物
に
負
荷
を
か
け
る
こ
と
な
く
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
、
品
質
を

落
と
さ
ず
に
す
む
。

　

全
般
的
に
適
期
の
幅
が
広
く
な
る
の
も
緩
衝
能
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
お
陰
と
言
え
る
。

あ
ら
ゆ
る
面
で
経
営
に
寄
与
す
る
栽
培
方
法

　

新
潟
は
海
抜
70
㎝
、
高
温
多
湿
で
病
気
が
出
や
す
い
土
地
柄
ゆ

え
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
栽
培
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
土
地
で
も
土
づ
く
り
で
植
物
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
問
題
も
ほ
と
ん
ど
出
る
こ

と
が
な
い
。
実
際
に
一
般
的
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
香
り
が
ほ
と

ん
ど
し
な
い
が
、
中
野
農
園
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
い
い
香
り
が

す
る
。
そ
し
て
こ
の
香
り
が
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
効
果
を
生
み
、
虫
が

寄
り
付
き
に
く
く
な
る
。

　

ご
紹
介
し
た
一
側
面
だ
け
み
て
も
不
確
定
要
素
が
少
な
く
な
り
、

ほ
か
の
農
園
が
収
穫
量
が
激
減
さ
せ
る
中
で
も
中
野
農
園
は
今
ま

で
以
上
に
穫
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
収
入
と
経
営
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
新
潟
で
は
昨
年
は
梨
が
不
作
で
、
周
り
は
例
年
の
10
%

〜
60
％
程
度
の
収
穫
量
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
中
野
農
園
は
1
2
0
%

の
収
量
を
獲
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
の
不
確
定
要
素
を
克
服
す
る

だ
け
の
力
を
土
と
中
野
氏
本
人
が
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
証
拠

だ
。
も
ち
ろ
ん
結
果
を
出
す
た
め
に
は
そ
の
前
提
を
作
る
た
め
に

先
行
投
資
す
る
必
要
が
あ
る
。

土
づ
く
り
と
環
境
づ
く
り
で
ハ
ウ
ス
が
傷
ま
な
い

　

驚
い
た
の
は
、
34
年
前
に
中
野
氏
が
自
分
で
建
て
た
ハ
ウ
ス
の

畝
の
枠
板
を
34
年
間
ず
っ
と
変
え
て
い
な
い
と
い
う
話
。
通
常
は

４
〜
５
年
で
傷
ん
で
変
え
る
の
が
一
般
的
と
い
う
。
こ
の
現
象
を

中
野
氏
は
「
微
生
物
の
棲
み
分
け
が
で
き
て
い
る
か
ら
」
と
説
明

す
る
。
枠
板
の
木
を
腐
敗
さ
せ
る
木
材
腐
朽
菌
が
い
た
と
し
て
も

機
能
し
な
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
枠

板
が
原
子
レ
ベ
ル
で
活
性
化
さ
れ
て
、
侵
さ
れ
な
い
能
力
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
る
側
面
も
あ
る
。

　

耐
久
性
が
向
上
し
て
い
る
の
は
枠
板
だ
け
で
は
な
い
。
鉄
骨
の

ハ
ウ
ス
に
も
サ
ビ
が
で
ず
、
通
常
10
年
で
張
り
替
え
る
ビ
ニ
ー
ル

も
33
年
張
り
替
え
て
い
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
設
備
に
お
い
て
、
一
般

的
な
耐
久
年
数
の
２
〜
３
倍
は
も
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
点
だ

け
で
も
有
利
な
経
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

肉
体
と
精
神
の
健
全
化
に
寄
与
す
る

　

中
野
氏
自
身
、
30
年
前
よ
り
も
若
く
見
え
る
と
い
う
。

　

40
代
で
病
気
を
し
た
の
も
あ
る
が
、
私
が
知
る
こ
の
13
年
で
み

て
も
確
実
に
若
く
見
え
る
。
病
気
を
克
服
す
る
た
め
に
食
と
環
境

を
高
め
続
け
、
自
ら
体
感
し
た
こ
と
を
後
進
に
伝
え
て
い
る
。
中

野
農
園
の
お
米
で
お
む
す
び
を
つ
く
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
満
足
す

る
。
ジ
ャ
ン
ク
な
も
の
は
い
く
ら
食
べ
て
も
飢
餓
感
が
増
幅
す
る

だ
け
だ
が
、
本
当
に
満
た
さ
れ
る
食
は
量
が
少
な
く
て
も
満
足
で

き
る
し
、
体
が
欲
す
れ
ば
い
く
ら
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

中
野
農
園
の
お
米
は
、
一
般
の
お
米
と
比
べ
て
含
有
す
る
ア
ミ

ノ
酸
量
も
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
原
子
レ
ベ
ル
で
の
引
き
つ
け
る

力
が
高
ま
り
、
比
重
が
あ
が
っ
て
ず
っ
し
り
し
っ
か
り
し
た
お
米

に
な
っ
て
い
る
証
拠
と
な
る
。
こ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
作
物

は
た
く
さ
ん
食
べ
な
く
て
も
満
足
感
を
感
じ
る
理
由
の
一
つ
で
も

あ
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
ら
う
と
わ
か
る
よ
う
に
、
私
た

ち
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
ア
ミ
ノ
酸
で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
や

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
、
ロ
イ
シ
ン
、
グ
リ
シ
ン
等
が
慣
行
栽
培
の
お

米
と
比
較
し
て
約
20
％
以
上
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ア

ミ
ノ
酸
は
、
知
能
を
高
め
た
り
、
中
枢
神
経
を
守
っ
た
り
、
筋
肉

の
増
強
な
ど
老
化
防
止
に
関
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
私
た
ち
に

と
っ
て
不
可
欠
な
物
質
で
あ
る
。
さ
ら
に
体
内
で
は
誘
導
体
と
し

て
重
要
な
役
割
を
す
る
葉
酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

中
野
農
園
で
は
、
農
業
で
特
に
重
要
な
の
は
リ
ン
（
P
）、
硫
黄

（
S
）、
鉄
（
Fe
）
と
考
え
て
お
り
、
超
優
性
遺
伝
子
支
配
、
五
大

機
能
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
準
位
を
上
げ
る
た
め
に
必
須
ア
ミ
ノ
酸
に
必

要
な
元
素
を
投
入
し
て
い
る
。
質
の
高
い
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
作
る

に
は
、
微
量
要
素
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
鉄
、
亜
鉛
、

マ
ン
ガ
ン
、
銅
、
モ
リ
ブ
デ
ン
を
投
入
し
て
い
る
。

　

本
当
に
能
力
の
高
い
お
米
は
、
収
穫
し
て
か
ら
も
ア
ブ
シ
ジ
ン

酸
が
増
え
続
け
、３
年
後
が
一
番
美
味
し
い
状
態
（
ビ
ン
テ
ー
ジ
米
）

に
な
る
。
こ
れ
は
新
米
が
一
番
美
味
し
い
と
い
わ
れ
る
お
米
業
界

の
常
識
を
覆
す
。

　　

お
米
以
外
で
も
近
い
現
象
が
見
ら
れ
る
。
以
前
に
中
野
氏
に
「
こ

の
梨
は
半
年
経
っ
て
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
」
と
言
わ
れ
て
、

自
宅
の
冷
蔵
庫
で
半
年
寝
か
せ
て
実
験
し
て
み
た
の
だ
が
、
確
か

に
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
状
態
で
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
た
。
こ
れ

を
「
制
止
の
活
性
」
と
言
い
、
時
期
が
来
る
ま
で
実
を
熟
成
さ
せ

て
食
べ
て
も
ら
う
の
を
待
つ
精
神
性
を
植
物
か
ら
引
き
出
し
て
い

る
と
い
え
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
り
ん
ご
な
ど
も
、
切
っ
た
と

き
よ
り
翌
朝
の
ほ
う
が
美
味
し
く
な
る
と
い
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農

法
の
作
物
で
は
、
鮮
度
と
熟
成
度
の
関
係
に
一
般
常
識
が
通
用
し

な
く
な
る
。
自
然
の
摂
理
と
土
や
植
物
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い

く
と
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
世
界
が
見
え
て
く
る
。

　

さ
ら
に
10
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
さ
れ
た
大
豆
の
抗
酸
化
力
を
比
較
し
た

も
の
で
、
同
じ
大
豆
で
も
栽
培
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
能
力
が
大
幅

に
違
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
じ
作
物
で
も
、
栽
培
方
法
に
よ
っ

て
抗
酸
化
力
が
大
き
く
変
わ
る
事
例
だ
。

働
く
人
も
元
気
に
な
る
土
壌

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
長
年
栽
培
さ
れ
て
い
る
圃
場
に
入
る
と
、

瞬
間
に
場
が
変
わ
る
の
が
わ
か
る
。
呼
吸
は
深
く
な
り
、
血
流
が

行
き
渡
っ
て
指
先
が
赤
く
な
っ
て
く
る
。
自
然
の
摂
理
を
応
用
し

て
植
物
が
生
命
力
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
場
は
、
人
も
生
命
力

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
然
と
こ
こ
で
働
く
人
の
肉
体
も
失
っ

て
い
る
機
能
を
取
り
戻
し
て
い
く
。
こ
の
反
応
は
人
だ
け
で
は
な

い
。
次
の
章
で
紹
介
す
る
動
物
た
ち
も
同
様
だ
。
こ
の
作
用
を
建

築
に
応
用
す
る
と
、
人
の
心
と
体
を
健
全
に
誘
導
で
き
る
家
が
で

き
る
。

心
が
反
応
す
る
「
場
」

　

50
年
前
、
中
野
氏
が
就
農
し
て
す
ぐ
に
自
分
で
建
て
た
ハ
ウ
ス

の
中
に
入
る
と
、
体
が
活
性
化
す
る
だ
け
で
な
く
「
心
」
が
反
応

す
る
。
中
野
氏
と
共
に
歩
ん
で
き
た
ハ
ウ
ス
の
50
年
間
の
歓
び
や

苦
悩
が
、
力
強
さ
と
と
も
に
そ
の
ま
ま
飛
び
込
ん
で
く
る
。
34
年

前
に
建
て
た
ハ
ウ
ス
の
そ
れ
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
。
半
世
紀

と
い
う
歴
史
を
、
ハ
ウ
ス
の
場
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
く
れ
る
。

　

圃
場
は
そ
こ
で
農
作
物
を
栽
培
す
る
「
人
」
を
そ
の
ま
ま
表
す
。

畑
に
入
る
と
涙
が
出
て
く
る
よ
う
な
場
で
栽
培
さ
れ
た
農
作
物
は

慈
し
み
そ
の
も
の
。
こ
う
し
た
農
作
物
を
食
べ
る
こ
と
こ
そ
、
肉

体
だ
け
で
な
く
精
神
を
も
育
ん
で
い
く
。
そ
し
て
私
た
ち
が
目
指

す
真
の
農
業
は
こ
の
更
に
先
に
あ
る
は
ず
だ
。

経
営
的
側
面

　

慈
し
み
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
農
作
物
を
無
碍
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
料
理
を
し
て
い
て
も
、
皮
ま
で
無
駄
に
す
る
こ
と

な
く
、
少
し
で
も
食
べ
て
あ
げ
た
い
。
そ
う
し
た
気
持
ち
が
自
然

と
湧
き
上
が
る
。

　

消
費
者
が
こ
こ
ま
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
必
ず
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
れ
ば
年
を
追
う
ご

と
に
顧
客
は
増
え
て
い
き
、
特
に
果
物
は
毎
年
そ
れ
し
か
食
べ
な

い
人
も
で
て
く
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
何
も
し
な
い
で
ラ
ク
し
て
顧
客
が
増
え
る
わ
け
で

は
な
く
、
地
道
な
営
業
努
力
あ
っ
て
こ
そ
だ
。

               

自
然
界
に
求
め
ら
れ
る

　

１
章
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
に
よ
っ
て
人
（
特
に
生
産
者
と

消
費
者
）が
享
受
す
る
利
点
を
あ
げ
た
。
２
章
で
は
人
だ
け
で
な
く
、

動
植
物
、
微
生
物
、
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
を
み
て
い
こ
う
。

た
わ
わ
に
稔
っ
た
稲

　

中
野
農
園
の
稲
は
収
穫
前
に
な
る
と
倒
れ
て
い
る
と
思
わ
ん
ば

か
り
に
頭
を
垂
れ
る
。
粒
数
が
大
き
く
て
数
も
多
い
の
で
、
頭
が

垂
れ
る
の
だ
が
、
根
が
し
っ
か
り
は
っ
て
い
る
た
め
に
倒
れ
る
こ

と
は
な
い
。
ま
わ
り
の
田
ん
ぼ
と
く
ら
べ
て
も
そ
の
違
い
は
歴
然

で
あ
る
。

　

鈴
な
り
に
な
っ
た
梨
も
同
様
だ
。
通
常
で
は
あ
り
え
な
い
状
況

を
、
必
要
な
条
件
を
施
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
実
現
で
き
る
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
は
実
践
者
の
準
拠
位
置
と
想
造
力
が
必
要
な

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
半
信
半
疑
で
真
似
を
し
た
と
こ
ろ
で
、

こ
こ
ま
で
の
結
果
を
出
せ
る
人
は
多
く
は
な
い
と
思
う
。

　

環
境
に
よ
っ
て
稲
の
能
力
を
引
き
出
し
、
そ
の
能
力
を
発
現
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
元
素
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
あ
げ
る
こ
と

で
、
植
物
は
人
の
想
い
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
共
振
し
て
共
同
想
造

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。

植
物
と
の
新
た
な
関
係
を
想
造
す
る

　

ア
メ
リ
カ
の
三
大
発
明
家
の
一
人
に
植
物
の
魔
術
師
と
称
さ
れ

る
ル
ー
サ
ー
・
バ
ー
バ
ン
ク
（
1
8
4
9
〜
1
9
2
6
）
が
い
る
。

も
う
２
人
は
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
と
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
、

共
に
誰
も
が
知
る
人
物
だ
が
、
バ
ー
バ
ン
ク
の
こ
と
は
日
本
で
は

馴
染
み
が
薄
い
。

　

3
0
0
0
種
に
も
の
ぼ
る
新
し
い
植
物
の
品
種
を
生
み
出
し
た

バ
ー
バ
ン
ク
の
実
績
の
中
で
も
「
ト
ゲ
の
な
い
サ
ボ
テ
ン
」
は
世

界
を
驚
か
せ
た
。

　

サ
ボ
テ
ン
の
ト
ゲ
は
、
動
物
た
ち
に
食
べ
ら
れ
な
い
た
め
の
サ

ボ
テ
ン
が
身
に
ま
と
っ
た
鎧
だ
。
サ
ボ
テ
ン
は
水
の
ほ
と
ん
ど
な

い
温
度
差
の
激
し
い
荒
野
の
砂
漠
で
も
育
つ
能
力
を
持
ち
、
そ
の

葉
や
実
は
人
間
や
家
畜
の
食
べ
物
に
も
な
る
。
そ
う
、
サ
ボ
テ
ン

を
食
料
問
題
の
解
決
の
糸
口
に
し
た
い
と
バ
ー
バ
ン
ク
は
想
造
し

た
。
し
か
し
食
料
に
す
る
に
は
ド
ゲ
以
外
に
も
、
繊
維
が
多
く
消

化
し
に
く
い
と
い
う
欠
点
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
、

世
界
中
か
ら
何
万
に
も
及
ぶ
サ
ボ
テ
ン
を
集
め
て
交
配
を
繰
り
返

し
て
い
っ
た
。
５
〜
６
年
経
っ
て
も
一
向
に
改
良
は
進
ま
ず
、
サ

ボ
テ
ン
の
そ
の
強
情
さ
を
快
癒
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
問
い
続

け
る
。

　

バ
ー
バ
ー
ン
ク
は
「
サ
ボ
テ
ン
で
実
験
を
行
っ
て
い
る
間
、
私

は
し
ば
し
ば
サ
ボ
テ
ン
に
語
り
か
け
、
愛
の
振
動
を
与
え
た
。
私

は
い
つ
も
こ
う
言
っ
た
。『
お
前
た
ち
に
恐
れ
る
も
の
な
ど
な
い
ん

だ
よ
』『
身
を
守
る
ト
ゲ
は
要
ら
な
い
よ
。
お
前
た
ち
を
守
っ
て
あ

げ
る
か
ら
』」

　

人
も
生
き
て
い
く
中
で
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
様
々
な
鎧
を

身
に
着
け
て
い
く
。
そ
の
鎧
は
そ
の
人
の
「
素
（
虚
心
）」
の
あ
り

よ
う
か
ら
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。

虚
心
か
ら
離
れ
た
不
自
然
な
あ
り
よ
う
が
、
さ
ら
に
新
た
な
鎧
を

作
り
出
す
。
そ
の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
す
に
は
、
自
分
が
鎧
を
着

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
し
か
な
い
。

　

バ
ー
バ
ン
ク
は
、
私
た
ち
生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
会
、
そ
し

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
実
践
者
の
先
駆
け
を
し
て
く
れ
た
先
人
だ
と

思
え
る
。
彼
の
自
然
界
と
共
同
想
造
し
て
植
物
に
新
た
な
物
語
を

託
す
あ
り
よ
う
は
、『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か
ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』

を
志
す
私
た
ち
の
価
値
観
を
よ
り
深
め
て
く
れ
る
。

白
鳥
や
小
動
物
が
や
っ
て
く
る
田
ん
ぼ

　

中
野
農
園
の
田
ん
ぼ
に
は
、
あ
る
時
か
ら
冬
に
な
る
と
渡
り
鳥

の
白
鳥
が
羽
を
休
め
に
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

動
植
物
は
私
た
ち
人
間
よ
り
も「
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」に
繊
細
だ
。

自
分
た
ち
に
必
要
な
場
を
感
覚
的
に
察
知
し
て
い
る
。
人
の
生
体

エ
ネ
ル
ギ
ー
準
拠
位
置
が
高
ま
っ
て
く
る
と
、
子
供
や
動
物
が
自

然
に
寄
っ
て
く
る
。
私
た
ち
が
大
自
然
に
癒
や
さ
れ
に
行
く
の
と

同
じ
感
覚
だ
。

　

土
壌
か
ら
収
奪
の
限
り
を
尽
く
す
一
般
的
な
圃
場
に
は
白
鳥
ど

こ
ろ
か
、
小
動
物
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法

を
実
践
す
る
会
員
は
こ
う
言
う
。「
40
年
前
に
は
田
ん
ぼ
で
掴
ま
え

放
題
だ
っ
た
蛍
が
、
30
年
く
ら
い
前
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
始
め
て
数
年
後
、
う
ち
の

田
ん
ぼ
に
だ
け
蛍
が
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
」

　

中
野
農
園
の
田
ん
ぼ
に
も
、
小
動
物
が
た
く
さ
ん
い
る
。

「
有
機
農
法
の
田
ん
ぼ
に
も
小
動
物
は
い
る
が
実
は
初
期
に
は
い
な

い
。
初
期
は
ガ
ス
が
湧
く
か
ら
卵
が
あ
っ
て
も
生
き
ら
れ
ず
、
ガ

ス
が
落
ち
着
い
て
か
ら
小
動
物
が
で
て
く
る
。
で
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

農
法
で
は
そ
の
ガ
ス
を
利
用
す
る
微
生
物
も
活
性
す
る
か
ら
最
初

か
ら
小
動
物
が
い
る
ん
だ
よ
」

　

動
植
物
や
自
然
界
は
嘘
を
つ
け
な
い
。
自
然
界
が
必
要
と
す
る

環
境
は
、
な
に
よ
り
も
信
頼
が
で
き
る
。『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か

ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』
を
目
指
す
、プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
真
骨
頂
、

そ
し
て
人
類
の
想
造
は
こ
れ
を
具
現
化
で
き
る
の
だ
。

微
生
物
も
活
性
化
す
る
土
壌

　

動
植
物
だ
け
で
な
く
、
微
生
物
の
働
き
も
変
わ
っ
て
く
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
圃
場
は
微
生
物
の
働
き
が
高
ま
る
こ
と
で
地
温

が
目
に
見
え
て
高
く
な
る
。
写
真
右
側
の
雪
解
け
し
て
い
る
の
が

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
田
ん
ぼ
」。
左
側
の
雪
解
け
し
て
い
な
い
の

が
「
一
般
的
な
慣
行
農
法
の
田
ん
ぼ
」
だ
。
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

材
を
使
っ
て
い
る
と
、
地
温
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
地
温
が

高
く
な
る
と
、
有
機
物
の
分
解
が
促
進
さ
れ
て
良
質
な
土
壌
を
短

期
間
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
低
温
で
も
栽
培
が
で
き

る
利
点
も
あ
り
、
新
潟
で
は
寒
す
ぎ
て
つ
く
れ
な
い
と
さ
れ
て
い

た
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
し
て
い
た

こ
と
も
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
に
適
し
た
環
境
を
土
壌

に
つ
く
る
こ
と
で
新
た
な
産
地
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。

周
辺
環
境
を
も
高
め
て
い
く

　

中
野
農
園
と
同
じ
新
潟
に
、
あ
る
食
品
工
場
が
あ
っ
た
。
こ
こ

の
排
水
は
保
健
所
か
ら
目
を
つ
け
ら
れ
る
状
態
で
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
の
上
水
に
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

を
応
用
し
た
水
誘
導
翻
訳
装
置
き
わ
み
を
導
入
す
る
と
、
上
水
し

か
変
え
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
排
水
の
問
題
は
改
善
さ
れ
て
、

工
場
の
敷
地
や
排
水
先
に
動
物
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。
鮭
が
排
水
口
に
ま
で
の
ぼ
っ
て
く
る
だ
け
で
な
く
、
清

流
に
暮
ら
す
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
オ
ニ
ヤ
ン
マ
や
鮎
ま
で
も
や
っ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

清
流
＝
透
き
通
っ
て
い
て
綺
麗
な
水
を
私
た
ち
は
想
像
す
る
が
、

動
物
た
ち
に
と
っ
て
は
「
自
ら
の
生
命
力
を
高
め
て
く
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
高
い
場
」
を
も
と
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

田
ん
ぼ
や
畑
に
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
材
を
施
し
て
土
壌
を
つ
く
る

こ
と
は
、
巨
大
な
浄
活
水
器
を
土
壌
に
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

を
通
っ
て
く
る
雨
水
や
そ
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
炭
酸
ガ
ス
や
植
物
が

発
す
る
酸
素
は
必
然
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
も
の
と
な
り
、
周
辺

環
境
を
改
善
し
て
い
く
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
資
材
の
力
丸
を
つ
か
っ

た
ブ
ロ
ッ
ク
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
排
水
口
に
置
い
た
だ
け
で
下
流
に

蛍
が
戻
っ
て
く
る
実
践
者
の
話
は
各
地
で
聞
か
れ
る
。

　

土
壌
を
高
め
、
植
物
を
高
め
、
そ
れ
を
食
す
る
人
を
高
め
、
環

境
ま
で
も
励
起
し
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
視
点
は
広
く
深
い
。

人
を
良
く
す
る
た
め
に
は
食
と
環
境
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
し
、

食
を
高
め
る
た
め
に
は
土
壌
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
土
壌
を
高

め
る
た
め
に
は
、
周
辺
環
境
を
も
あ
わ
せ
て
高
め
て
い
か
な
い
と

周
り
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
か
れ
る
。
結
果
的
に
「
全
方
位

よ
し
」
の
処
置
を
施
さ
な
い
限
り
、
1
つ
の
視
点
だ
け
で
は
今
の

社
会
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
あ
ら
ゆ
る
視

点
と
必
要
な
技
術
を
も
っ
て
産
業
を
営
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
先  

中
野
農
園

電
話
＆FA

X

　

025

（280

）2058
nakanof@

seagreen.ocn.ne.jp

葉　酸
ビタミン B6
ビオチン
イノシトール
ナイアシン当量
ナイアシン (ニコチン酸相当量 )

トリプトファン
アデニン
グアニン
シトシン

40μg/100g
0.41mg/100g
4.9μg/100g
243mg/100g
7.28mg/100g
5.66mg/100g
0.10g/100g
0.01g/100g
0.02g/100g
0.01g/100g

29μg/100g
0.44mg/100g
4.8μg/100g
175mg/100g
7.28mg/100g
5.75mg/100g
0.092g/100g
0.01g/100g
0.02g/100g
検出せず

30μg/100g
0.38mg/100g
5.3μg/100g
196mg/100g
6.87mg/100g
5.60mg/100g
0.076g/100g
0.01g/100g
0.01g/100g
検出せず

133%
108%
92%
124%
106%
101%
132%
100%
200%
1000%

97%
116%
91%
89%
106%
103%
121%
100%
200%

分析項目 (Ａ) 中野農園米
(平成 27 年 3月分析 )

(B) 中野農園米 (命仁 )   
  　( 平成 21 年 3月分析 )

(C) 慣行栽培米
(平成 21 年 3月分析 ) 増量比率 A/C 増量比率 B/C

増量比率 A/C 増量比率 B/C

グルタミン酸
アスパラギン酸
アルギニン
ロイシン
バリン
アラニン
フェニルアラニン
セリン
グリシン
プロリン
チロシン
イソロイシン
リジン
スレオニン
ヒスチジン
シスチン
メチオニン
トリプトファン
　合　　　計

1.11g/100g
0.62g/100g
0.56g/100g
0.53g/100g
0.38g/100g
0.37g/100g
0.34g/100g
0.33g/100g
0.32g/100g
0.31g/100g
0.29g/100g
0.26g/100g
0.24g/100g
0.23g/100g
0.18g/100g
0.16g/100g
0.15g/100g
0.10g/100g
6.48g/100g

1.08g/100g
0.58g/100g
0.51g/100g
0.50g/100g
0.36g/100g
0.35g/100g
0.33g/100g
0.33g/100g
0.30g/100g
0.30g/100g
0.27g/100g
0.24g/100g
0.24g/100g
0.23g/100g
0.17g/100g
0.15g/100g
0.15g/100g
0.09g/100g
6.18g/100g

0.85g/100g
0.50g/100g
0.41g/100g
0.41g/100g
0.30g/100g
0.30g/100g
0.26g/100g
0.26g/100g
0.26g/100g
0.25g/100g
0.21g/100g
0.20g/100g
0.21g/100g
0.20g/100g
0.14g/100g
0.13g/100g
0.13g/100g
0.076g/100g
5.10g/100g

131%
124%
137%
129%
127%
123%
131%
127%
123%
124%
138%
130%
114%
115%
129%
123%
115%
132%
126%

127%
116%
124%
122%
120%
117%
127%
127%
115%
120%
129%
120%
114%
115%
121%
115%
115%
118%
120%

アミノ酸 (Ａ) 中野農園米
(平成 27 年 3月分析 )

(B) 中野農園米 (命仁 )  
 　  ( 平成 21 年 3月分析 )

(C) 慣行栽培米
(平成 21 年 3月分析 )

※分析機関 : 財団法人 日本食品分析センター 

　※ A/C～慣行栽培米 (C) を指数として中野農園米 (A) の増量比率
　※ B/C～慣行栽培米 (C) を指数として中野農園米 (B) の増量比率

生態系生体システムプログラム農法のお米 (中野農園 )

プログラム農法の稲

慣行栽培の稲 34 年前から使い続けている枠板

(A) 中野農園米 : 新潟産コシヒカリ ( 平成 26 年度産 )
(B) 中野農園米 ( 命仁 ) : 新潟産コシヒカリ ( 平成 20 年度産 ) 
(C) 慣行栽培米 : 新潟産コシヒカリ ( 平成 20 年度産 )
◎中野農園実践ほ場栽培歴     
　 【実践年数】  ２２年   【実践開始年】　　1993 年 4月　　     
　 【生体エネルギー応用農業資材活用状況】     
　　1993 年～1996 年　　真和Ｘ ５袋、ＡＥＣ ５袋施用 / 10a 当たり     
　　1997 年～真和Ｘ、ＡＥＣそれぞれ毎年 0.5 袋 / 10a 当たり加算して施用     
　　2015 年～真和Ｘ １４.５袋、ＡＥＣ １４.５袋施用 / 10a 当たり     
　　※2008 年～2014 年　毎年６月下旬頃に稲の成長促進を目的として追肥的に底力 ３袋 / 10a 当たりを施用
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ＦＴＩグループ 大豆の抗酸化力

1

.8

.2

.1

9

スーパーオキ
シドラジカル

一重項
酸素

　

私
た
ち
、
生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
会
は
「
生

産
者
と
し
て
の
農
業
者
」
と
「
農
作
物
を
食
す
る

消
費
者
」
約
1
0
0
0
人
の
会
員
が
『
人
類
・
宇
宙
・

自
然
か
ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
を
求
め
て
』
活
動

し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
一
人
、
中
野
農
園
・
中

野
孝
治
氏
の
実
践
か
ら
、『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か

ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』
の
一
端
を
垣
間
見
て
い

た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　 

人
類
に
求
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　 

農
業
の
姿

　

お
そ
ら
く
、
私
た
ち
は
真
の
農
業
の
姿
を
ま
だ
見

た
こ
と
が
な
い
。
私
た
ち
人
類
が
生
命
を
維
持
す
る

以
上
に
食
べ
、
物
質
的
に
豊
か
な
生
活
を
送
る
が
た

め
に
、
土
・
水
・
大
気
・
地
球
の
あ
ら
ゆ
る
自
然
を

酷
使
し
、
収
奪
の
限
り
を
尽
く
し
て
栽
培
し
て
き
て

し
ま
っ
た
現
状
は
、
一
セ
ン
チ
で
き
る
の
に
百
年
か

ら
千
年
か
か
る
貴
重
な
土
壌
の
砂
漠
化
を
猛
ス
ピ
ー

ド
で
進
め
て
い
る
。
土
壌
や
大
気
、
水
だ
け
で
は
な

い
、
こ
れ
ら
を
享
受
し
て
い
る
私
た
ち
の
肉
体
と
精

神
も
同
じ
く
猛
ス
ピ
ー
ド
で
砂
漠
化
（
劣
化
）
が
進

ん
で
お
り
、
こ
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
砂
漠

化
す
る
ス
ピ
ー
ド
を
上
回
る
緑
化
（
進
化
）
の
技
術

が
必
要
と
な
る
。
人
間
の
砂
漠
化
（
連
作
障
害
）
の

克
服
と
は
、
肉
体
的
に
は
細
胞
の
再
生
能
力
の
若
返

り
と
精
神
性
で
は
豊
か
な
発
想
力
。

　
「
生
態
系
生
体
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
（
以

下
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
）」
は
、
50
年
以
上
前
か
ら

人
類
・
宇
宙
・
自
然
に
必
須
と
さ
れ
る
農
業
を
目

指
し
て
き
た
。

農
業
者
が
取
り
入
れ
る
理
由

　
「
人
類
に
必
須
と
さ
れ
る
農
業
」
と
な
る
た
め
に
は
、
生
産
者
と

消
費
者
の
双
方
に
求
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
生
産
者
が
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
と
消
費
者
は
買
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
消
費
者
が
買
わ
な
い
も
の
で
は
生
産
し

て
も
売
れ
な
い
。
当
た
り
前
の
構
造
だ
が
、
こ
の
両
者
の
関
係
性

が
成
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

人
類
・
宇
宙
・
自
然
に
必
須
と
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
農

業
者
が
取
り
入
れ
る
理
由
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
30
年
間
実
践

し
て
き
た
中
野
農
園
の
事
例
か
ら
挙
げ
て
み
よ
う
。

単
位
面
積
当
た
り
の
収
穫
量
が
２
〜
４
倍
に

　

中
野
農
園
は
先
代
の
稲
作
と
比
較
し
て
、
栽
培
面
積
は
変
わ
ら

な
い
中
、
お
米
の
収
量
が
２
倍
（
先
代
７
俵
↓
現
在
14
俵
）、
果
物

は
先
代
時
代
の
３
〜
４
倍
穫
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

梨
は
葉
っ
ぱ
の
枚
数
に
よ
っ
て
個
数
が
決
ま
り
、
通
常
は
20
〜

30
セ
ン
チ
ご
と
に
１
個
を
残
し
て
剪
定
し
て
い
く
。
し
か
し
、
中

野
農
園
で
は
１
個
残
す
所
に
３
〜
４
個
し
っ
か
り
と
し
た
果
実
を

実
ら
せ
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
通
常
は
玉
が
小
さ
く
な

り
、
木
が
弱
っ
て
次
の
年
は
収
量
が
激
減
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が

で
き
る
の
は
計
画
的
に
土
を
つ
く
り
、
必
要
な
だ
け
の
資
材
を
土

に
い
れ
て
い
る
か
ら
で
き
る
こ
と
な
の
だ
。

（
参
考
：
下
記
「
土
壌
を
づ
く
り
計
算
例
」）

農
業
の
一
大
問
題
、
連
作
障
害
を
克
服
す
る

　

中
野
氏
が
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
初
め
て
10
年
が
経
っ
た
頃
、
今

ま
で
何
も
問
題
が
な
か
っ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
す
べ
て
枯
れ
て

し
ま
っ
た
。
連
作
障
害
で
あ
る
。
何
人
も
の
専
門
家
に
話
を
聞
い

プログラム農法の大豆の抗酸化力は、大豆の平均値と比べて、スーパーオキシドラジ
カルで約７倍、匕ドロキシルラジカルで約３倍、一重項酸素で約 1.9 倍の数値となって
おり、一粒の大豆の能力が明らかに高まっているのがわかる。（最上段の大豆で比較）

て
回
っ
た
が
「
仕
方
な
い
」
と
い
う
返
事
し
か
得
ら
れ
な
い
中
、

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
の
佐
藤
政
二
所
長
だ
け
が
連
作
障
害
を

克
服
で
き
る
技
術
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
と
き
か
ら
生
体
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
材
を
入
れ
始
め
30
年
以
上
経
つ
が
、
連
作
障
害
は
一
切
起

き
て
い
な
い
。

水
や
り
不
要
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培

　

農
業
で
一
番
大
切
な
の
は
「
土
づ
く
り
」。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
は

あ
ら
ゆ
る
栽
培
課
程
を
解
析
し
て
必
要
な
処
置
を
施
し
て
い
く
が
、

「
土
づ
く
り
」
が
一
番
重
要
な
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

中
野
農
園
で
は
50
年
前
か
ら
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
に
よ
る
土
づ
く
り
を
長
年
に
渡
り
実
践
し
て
き

た
結
果
、
栽
培
目
的
を
実
現
で
き
る
土
壌
の
粒
子
構
造
が
形
成
さ

れ
団
粒
化
が
進
み
、
栽
培
過
程
で
重
要
な
三
相
分
布
を
保
持
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
毛
細
管
現
象
や
緩
衝
能
な
ど
土
壌

の
機
能
性
・
能
力
性
が
向
上
し
た
。
そ
の
経
済
的
効
果
は
計
り
知

れ
な
い
。

　

一
般
的
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
年
に
一
度
、
新
た
に
苗
を
買
っ

て
植
え
替
え
る
。
中
野
農
園
で
は
土
づ
く
り
か
ら
計
画
的
に
行
い
、

同
じ
苗
を
４
〜
５
年
植
え
替
え
を
し
な
く
て
も
収
量
を
減
ら
さ
ず

に
、
水
や
り
も
せ
ず
に
ま
っ
た
く
品
質
を
落
と
す
こ
と
が
な
い
。

毎
年
の
苗
だ
け
で
2
0
0
万
円
近
く
か
か
る
が
、
こ
の
コ
ス
ト
の

４
年
分
に
加
え
て
人
件
費
が
か
か
ら
な
く
な
る
。

　

さ
ら
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
土
づ
く
り
に
よ
り
、
土
壌
微
生

物
が
活
性
化
さ
れ
て
、
そ
の
炭
酸
ガ
ス
に
よ
っ
て
地
温
が
上
昇
す

る
た
め
、
温
度
が
低
い
状
態
で
も
栽
培
が
で
き
る
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
最
低
８
度
以
上
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
野
農
園
の
ハ
ウ

ス
で
は
４
〜
５
度
で
も
栽
培
で
き
る
。
こ
の
違
い
は
灯
油
代

2
0
0
万
が
50
万
円
で
す
む
と
い
う
経
費
削
減
効
果
を
生
む
。

　

気
温
の
変
化
に
強
い
の
は
冬
の
低
温
期
だ
け
で
な
く
、
夏
の
高

温
期
も
同
様
だ
。
こ
の
こ
と
を
「
緩
衝
能
」
と
い
い
、
栽
培
に
お

け
る
許
容
範
囲
が
大
幅
に
広
が
る
こ
と
を
言
う
。
水
を
例
に
上
げ

る
と
、
一
般
的
な
お
風
呂
で
は
快
適
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
温
度

帯
が
38
〜
42
度
。
こ
こ
に
水
誘
導
翻
訳
装
置
き
わ
み
の
水
を
使
う

と
、
34
〜
46
度
く
ら
い
ま
で
快
適
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
温
度
帯

が
広
が
る
。
ハ
ウ
ス
の
中
の
快
適
温
度
が
こ
れ
だ
け
広
が
る
と
植

物
に
負
荷
を
か
け
る
こ
と
な
く
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
、
品
質
を

落
と
さ
ず
に
す
む
。

　

全
般
的
に
適
期
の
幅
が
広
く
な
る
の
も
緩
衝
能
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
お
陰
と
言
え
る
。

あ
ら
ゆ
る
面
で
経
営
に
寄
与
す
る
栽
培
方
法

　

新
潟
は
海
抜
70
㎝
、
高
温
多
湿
で
病
気
が
出
や
す
い
土
地
柄
ゆ

え
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
栽
培
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
土
地
で
も
土
づ
く
り
で
植
物
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
問
題
も
ほ
と
ん
ど
出
る
こ

と
が
な
い
。
実
際
に
一
般
的
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
香
り
が
ほ
と

ん
ど
し
な
い
が
、
中
野
農
園
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
い
い
香
り
が

す
る
。
そ
し
て
こ
の
香
り
が
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
効
果
を
生
み
、
虫
が

寄
り
付
き
に
く
く
な
る
。

　

ご
紹
介
し
た
一
側
面
だ
け
み
て
も
不
確
定
要
素
が
少
な
く
な
り
、

ほ
か
の
農
園
が
収
穫
量
が
激
減
さ
せ
る
中
で
も
中
野
農
園
は
今
ま

で
以
上
に
穫
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
収
入
と
経
営
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
新
潟
で
は
昨
年
は
梨
が
不
作
で
、
周
り
は
例
年
の
10
%

〜
60
％
程
度
の
収
穫
量
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
中
野
農
園
は
1
2
0
%

の
収
量
を
獲
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
の
不
確
定
要
素
を
克
服
す
る

だ
け
の
力
を
土
と
中
野
氏
本
人
が
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
証
拠

だ
。
も
ち
ろ
ん
結
果
を
出
す
た
め
に
は
そ
の
前
提
を
作
る
た
め
に

先
行
投
資
す
る
必
要
が
あ
る
。

土
づ
く
り
と
環
境
づ
く
り
で
ハ
ウ
ス
が
傷
ま
な
い

　

驚
い
た
の
は
、
34
年
前
に
中
野
氏
が
自
分
で
建
て
た
ハ
ウ
ス
の

畝
の
枠
板
を
34
年
間
ず
っ
と
変
え
て
い
な
い
と
い
う
話
。
通
常
は

４
〜
５
年
で
傷
ん
で
変
え
る
の
が
一
般
的
と
い
う
。
こ
の
現
象
を

中
野
氏
は
「
微
生
物
の
棲
み
分
け
が
で
き
て
い
る
か
ら
」
と
説
明

す
る
。
枠
板
の
木
を
腐
敗
さ
せ
る
木
材
腐
朽
菌
が
い
た
と
し
て
も

機
能
し
な
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
枠

板
が
原
子
レ
ベ
ル
で
活
性
化
さ
れ
て
、
侵
さ
れ
な
い
能
力
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
る
側
面
も
あ
る
。

　

耐
久
性
が
向
上
し
て
い
る
の
は
枠
板
だ
け
で
は
な
い
。
鉄
骨
の

ハ
ウ
ス
に
も
サ
ビ
が
で
ず
、
通
常
10
年
で
張
り
替
え
る
ビ
ニ
ー
ル

も
33
年
張
り
替
え
て
い
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
設
備
に
お
い
て
、
一
般

的
な
耐
久
年
数
の
２
〜
３
倍
は
も
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
点
だ

け
で
も
有
利
な
経
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

肉
体
と
精
神
の
健
全
化
に
寄
与
す
る

　

中
野
氏
自
身
、
30
年
前
よ
り
も
若
く
見
え
る
と
い
う
。

　

40
代
で
病
気
を
し
た
の
も
あ
る
が
、
私
が
知
る
こ
の
13
年
で
み

て
も
確
実
に
若
く
見
え
る
。
病
気
を
克
服
す
る
た
め
に
食
と
環
境

を
高
め
続
け
、
自
ら
体
感
し
た
こ
と
を
後
進
に
伝
え
て
い
る
。
中

野
農
園
の
お
米
で
お
む
す
び
を
つ
く
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
満
足
す

る
。
ジ
ャ
ン
ク
な
も
の
は
い
く
ら
食
べ
て
も
飢
餓
感
が
増
幅
す
る

だ
け
だ
が
、
本
当
に
満
た
さ
れ
る
食
は
量
が
少
な
く
て
も
満
足
で

き
る
し
、
体
が
欲
す
れ
ば
い
く
ら
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

中
野
農
園
の
お
米
は
、
一
般
の
お
米
と
比
べ
て
含
有
す
る
ア
ミ

ノ
酸
量
も
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
原
子
レ
ベ
ル
で
の
引
き
つ
け
る

力
が
高
ま
り
、
比
重
が
あ
が
っ
て
ず
っ
し
り
し
っ
か
り
し
た
お
米

に
な
っ
て
い
る
証
拠
と
な
る
。
こ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
作
物

は
た
く
さ
ん
食
べ
な
く
て
も
満
足
感
を
感
じ
る
理
由
の
一
つ
で
も

あ
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
ら
う
と
わ
か
る
よ
う
に
、
私
た

ち
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
ア
ミ
ノ
酸
で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
や

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
、
ロ
イ
シ
ン
、
グ
リ
シ
ン
等
が
慣
行
栽
培
の
お

米
と
比
較
し
て
約
20
％
以
上
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ア

ミ
ノ
酸
は
、
知
能
を
高
め
た
り
、
中
枢
神
経
を
守
っ
た
り
、
筋
肉

の
増
強
な
ど
老
化
防
止
に
関
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
私
た
ち
に

と
っ
て
不
可
欠
な
物
質
で
あ
る
。
さ
ら
に
体
内
で
は
誘
導
体
と
し

て
重
要
な
役
割
を
す
る
葉
酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

中
野
農
園
で
は
、
農
業
で
特
に
重
要
な
の
は
リ
ン
（
P
）、
硫
黄

（
S
）、
鉄
（
Fe
）
と
考
え
て
お
り
、
超
優
性
遺
伝
子
支
配
、
五
大

機
能
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
準
位
を
上
げ
る
た
め
に
必
須
ア
ミ
ノ
酸
に
必

要
な
元
素
を
投
入
し
て
い
る
。
質
の
高
い
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
作
る

に
は
、
微
量
要
素
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
鉄
、
亜
鉛
、

マ
ン
ガ
ン
、
銅
、
モ
リ
ブ
デ
ン
を
投
入
し
て
い
る
。

　

本
当
に
能
力
の
高
い
お
米
は
、
収
穫
し
て
か
ら
も
ア
ブ
シ
ジ
ン

酸
が
増
え
続
け
、３
年
後
が
一
番
美
味
し
い
状
態
（
ビ
ン
テ
ー
ジ
米
）

に
な
る
。
こ
れ
は
新
米
が
一
番
美
味
し
い
と
い
わ
れ
る
お
米
業
界

の
常
識
を
覆
す
。

　　

お
米
以
外
で
も
近
い
現
象
が
見
ら
れ
る
。
以
前
に
中
野
氏
に
「
こ

の
梨
は
半
年
経
っ
て
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
」
と
言
わ
れ
て
、

自
宅
の
冷
蔵
庫
で
半
年
寝
か
せ
て
実
験
し
て
み
た
の
だ
が
、
確
か

に
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
状
態
で
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
た
。
こ
れ

を
「
制
止
の
活
性
」
と
言
い
、
時
期
が
来
る
ま
で
実
を
熟
成
さ
せ

て
食
べ
て
も
ら
う
の
を
待
つ
精
神
性
を
植
物
か
ら
引
き
出
し
て
い

る
と
い
え
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
り
ん
ご
な
ど
も
、
切
っ
た
と

き
よ
り
翌
朝
の
ほ
う
が
美
味
し
く
な
る
と
い
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農

法
の
作
物
で
は
、
鮮
度
と
熟
成
度
の
関
係
に
一
般
常
識
が
通
用
し

な
く
な
る
。
自
然
の
摂
理
と
土
や
植
物
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い

く
と
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
世
界
が
見
え
て
く
る
。

　

さ
ら
に
10
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
さ
れ
た
大
豆
の
抗
酸
化
力
を
比
較
し
た

も
の
で
、
同
じ
大
豆
で
も
栽
培
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
能
力
が
大
幅

に
違
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
じ
作
物
で
も
、
栽
培
方
法
に
よ
っ

て
抗
酸
化
力
が
大
き
く
変
わ
る
事
例
だ
。

働
く
人
も
元
気
に
な
る
土
壌

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
長
年
栽
培
さ
れ
て
い
る
圃
場
に
入
る
と
、

瞬
間
に
場
が
変
わ
る
の
が
わ
か
る
。
呼
吸
は
深
く
な
り
、
血
流
が

行
き
渡
っ
て
指
先
が
赤
く
な
っ
て
く
る
。
自
然
の
摂
理
を
応
用
し

て
植
物
が
生
命
力
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
場
は
、
人
も
生
命
力

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
然
と
こ
こ
で
働
く
人
の
肉
体
も
失
っ

て
い
る
機
能
を
取
り
戻
し
て
い
く
。
こ
の
反
応
は
人
だ
け
で
は
な

い
。
次
の
章
で
紹
介
す
る
動
物
た
ち
も
同
様
だ
。
こ
の
作
用
を
建

築
に
応
用
す
る
と
、
人
の
心
と
体
を
健
全
に
誘
導
で
き
る
家
が
で

き
る
。

心
が
反
応
す
る
「
場
」

　

50
年
前
、
中
野
氏
が
就
農
し
て
す
ぐ
に
自
分
で
建
て
た
ハ
ウ
ス

の
中
に
入
る
と
、
体
が
活
性
化
す
る
だ
け
で
な
く
「
心
」
が
反
応

す
る
。
中
野
氏
と
共
に
歩
ん
で
き
た
ハ
ウ
ス
の
50
年
間
の
歓
び
や

苦
悩
が
、
力
強
さ
と
と
も
に
そ
の
ま
ま
飛
び
込
ん
で
く
る
。
34
年

前
に
建
て
た
ハ
ウ
ス
の
そ
れ
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
。
半
世
紀

と
い
う
歴
史
を
、
ハ
ウ
ス
の
場
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
く
れ
る
。

　

圃
場
は
そ
こ
で
農
作
物
を
栽
培
す
る
「
人
」
を
そ
の
ま
ま
表
す
。

畑
に
入
る
と
涙
が
出
て
く
る
よ
う
な
場
で
栽
培
さ
れ
た
農
作
物
は

慈
し
み
そ
の
も
の
。
こ
う
し
た
農
作
物
を
食
べ
る
こ
と
こ
そ
、
肉

体
だ
け
で
な
く
精
神
を
も
育
ん
で
い
く
。
そ
し
て
私
た
ち
が
目
指

す
真
の
農
業
は
こ
の
更
に
先
に
あ
る
は
ず
だ
。

経
営
的
側
面

　

慈
し
み
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
農
作
物
を
無
碍
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
料
理
を
し
て
い
て
も
、
皮
ま
で
無
駄
に
す
る
こ
と

な
く
、
少
し
で
も
食
べ
て
あ
げ
た
い
。
そ
う
し
た
気
持
ち
が
自
然

と
湧
き
上
が
る
。

　

消
費
者
が
こ
こ
ま
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
必
ず
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
れ
ば
年
を
追
う
ご

と
に
顧
客
は
増
え
て
い
き
、
特
に
果
物
は
毎
年
そ
れ
し
か
食
べ
な

い
人
も
で
て
く
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
何
も
し
な
い
で
ラ
ク
し
て
顧
客
が
増
え
る
わ
け
で

は
な
く
、
地
道
な
営
業
努
力
あ
っ
て
こ
そ
だ
。

               

自
然
界
に
求
め
ら
れ
る

　

１
章
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
に
よ
っ
て
人
（
特
に
生
産
者
と

消
費
者
）が
享
受
す
る
利
点
を
あ
げ
た
。
２
章
で
は
人
だ
け
で
な
く
、

動
植
物
、
微
生
物
、
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
を
み
て
い
こ
う
。

た
わ
わ
に
稔
っ
た
稲

　

中
野
農
園
の
稲
は
収
穫
前
に
な
る
と
倒
れ
て
い
る
と
思
わ
ん
ば

か
り
に
頭
を
垂
れ
る
。
粒
数
が
大
き
く
て
数
も
多
い
の
で
、
頭
が

垂
れ
る
の
だ
が
、
根
が
し
っ
か
り
は
っ
て
い
る
た
め
に
倒
れ
る
こ

と
は
な
い
。
ま
わ
り
の
田
ん
ぼ
と
く
ら
べ
て
も
そ
の
違
い
は
歴
然

で
あ
る
。

　

鈴
な
り
に
な
っ
た
梨
も
同
様
だ
。
通
常
で
は
あ
り
え
な
い
状
況

を
、
必
要
な
条
件
を
施
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
実
現
で
き
る
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
は
実
践
者
の
準
拠
位
置
と
想
造
力
が
必
要
な

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
半
信
半
疑
で
真
似
を
し
た
と
こ
ろ
で
、

こ
こ
ま
で
の
結
果
を
出
せ
る
人
は
多
く
は
な
い
と
思
う
。

　

環
境
に
よ
っ
て
稲
の
能
力
を
引
き
出
し
、
そ
の
能
力
を
発
現
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
元
素
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
あ
げ
る
こ
と

で
、
植
物
は
人
の
想
い
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
共
振
し
て
共
同
想
造

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。

植
物
と
の
新
た
な
関
係
を
想
造
す
る

　

ア
メ
リ
カ
の
三
大
発
明
家
の
一
人
に
植
物
の
魔
術
師
と
称
さ
れ

る
ル
ー
サ
ー
・
バ
ー
バ
ン
ク
（
1
8
4
9
〜
1
9
2
6
）
が
い
る
。

も
う
２
人
は
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
と
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
、

共
に
誰
も
が
知
る
人
物
だ
が
、
バ
ー
バ
ン
ク
の
こ
と
は
日
本
で
は

馴
染
み
が
薄
い
。

　

3
0
0
0
種
に
も
の
ぼ
る
新
し
い
植
物
の
品
種
を
生
み
出
し
た

バ
ー
バ
ン
ク
の
実
績
の
中
で
も
「
ト
ゲ
の
な
い
サ
ボ
テ
ン
」
は
世

界
を
驚
か
せ
た
。

　

サ
ボ
テ
ン
の
ト
ゲ
は
、
動
物
た
ち
に
食
べ
ら
れ
な
い
た
め
の
サ

ボ
テ
ン
が
身
に
ま
と
っ
た
鎧
だ
。
サ
ボ
テ
ン
は
水
の
ほ
と
ん
ど
な

い
温
度
差
の
激
し
い
荒
野
の
砂
漠
で
も
育
つ
能
力
を
持
ち
、
そ
の

葉
や
実
は
人
間
や
家
畜
の
食
べ
物
に
も
な
る
。
そ
う
、
サ
ボ
テ
ン

を
食
料
問
題
の
解
決
の
糸
口
に
し
た
い
と
バ
ー
バ
ン
ク
は
想
造
し

た
。
し
か
し
食
料
に
す
る
に
は
ド
ゲ
以
外
に
も
、
繊
維
が
多
く
消

化
し
に
く
い
と
い
う
欠
点
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
、

世
界
中
か
ら
何
万
に
も
及
ぶ
サ
ボ
テ
ン
を
集
め
て
交
配
を
繰
り
返

し
て
い
っ
た
。
５
〜
６
年
経
っ
て
も
一
向
に
改
良
は
進
ま
ず
、
サ

ボ
テ
ン
の
そ
の
強
情
さ
を
快
癒
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
問
い
続

け
る
。

　

バ
ー
バ
ー
ン
ク
は
「
サ
ボ
テ
ン
で
実
験
を
行
っ
て
い
る
間
、
私

は
し
ば
し
ば
サ
ボ
テ
ン
に
語
り
か
け
、
愛
の
振
動
を
与
え
た
。
私

は
い
つ
も
こ
う
言
っ
た
。『
お
前
た
ち
に
恐
れ
る
も
の
な
ど
な
い
ん

だ
よ
』『
身
を
守
る
ト
ゲ
は
要
ら
な
い
よ
。
お
前
た
ち
を
守
っ
て
あ

げ
る
か
ら
』」

　

人
も
生
き
て
い
く
中
で
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
様
々
な
鎧
を

身
に
着
け
て
い
く
。
そ
の
鎧
は
そ
の
人
の
「
素
（
虚
心
）」
の
あ
り

よ
う
か
ら
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。

虚
心
か
ら
離
れ
た
不
自
然
な
あ
り
よ
う
が
、
さ
ら
に
新
た
な
鎧
を

作
り
出
す
。
そ
の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
す
に
は
、
自
分
が
鎧
を
着

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
し
か
な
い
。

　

バ
ー
バ
ン
ク
は
、
私
た
ち
生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
会
、
そ
し

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
実
践
者
の
先
駆
け
を
し
て
く
れ
た
先
人
だ
と

思
え
る
。
彼
の
自
然
界
と
共
同
想
造
し
て
植
物
に
新
た
な
物
語
を

託
す
あ
り
よ
う
は
、『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か
ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』

を
志
す
私
た
ち
の
価
値
観
を
よ
り
深
め
て
く
れ
る
。

白
鳥
や
小
動
物
が
や
っ
て
く
る
田
ん
ぼ

　

中
野
農
園
の
田
ん
ぼ
に
は
、
あ
る
時
か
ら
冬
に
な
る
と
渡
り
鳥

の
白
鳥
が
羽
を
休
め
に
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

動
植
物
は
私
た
ち
人
間
よ
り
も「
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」に
繊
細
だ
。

自
分
た
ち
に
必
要
な
場
を
感
覚
的
に
察
知
し
て
い
る
。
人
の
生
体

エ
ネ
ル
ギ
ー
準
拠
位
置
が
高
ま
っ
て
く
る
と
、
子
供
や
動
物
が
自

然
に
寄
っ
て
く
る
。
私
た
ち
が
大
自
然
に
癒
や
さ
れ
に
行
く
の
と

同
じ
感
覚
だ
。

　

土
壌
か
ら
収
奪
の
限
り
を
尽
く
す
一
般
的
な
圃
場
に
は
白
鳥
ど

こ
ろ
か
、
小
動
物
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法

を
実
践
す
る
会
員
は
こ
う
言
う
。「
40
年
前
に
は
田
ん
ぼ
で
掴
ま
え

放
題
だ
っ
た
蛍
が
、
30
年
く
ら
い
前
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
始
め
て
数
年
後
、
う
ち
の

田
ん
ぼ
に
だ
け
蛍
が
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
」

　

中
野
農
園
の
田
ん
ぼ
に
も
、
小
動
物
が
た
く
さ
ん
い
る
。

「
有
機
農
法
の
田
ん
ぼ
に
も
小
動
物
は
い
る
が
実
は
初
期
に
は
い
な

い
。
初
期
は
ガ
ス
が
湧
く
か
ら
卵
が
あ
っ
て
も
生
き
ら
れ
ず
、
ガ

ス
が
落
ち
着
い
て
か
ら
小
動
物
が
で
て
く
る
。
で
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

農
法
で
は
そ
の
ガ
ス
を
利
用
す
る
微
生
物
も
活
性
す
る
か
ら
最
初

か
ら
小
動
物
が
い
る
ん
だ
よ
」

　

動
植
物
や
自
然
界
は
嘘
を
つ
け
な
い
。
自
然
界
が
必
要
と
す
る

環
境
は
、
な
に
よ
り
も
信
頼
が
で
き
る
。『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か

ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』
を
目
指
す
、プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
真
骨
頂
、

そ
し
て
人
類
の
想
造
は
こ
れ
を
具
現
化
で
き
る
の
だ
。

微
生
物
も
活
性
化
す
る
土
壌

　

動
植
物
だ
け
で
な
く
、
微
生
物
の
働
き
も
変
わ
っ
て
く
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
圃
場
は
微
生
物
の
働
き
が
高
ま
る
こ
と
で
地
温

が
目
に
見
え
て
高
く
な
る
。
写
真
右
側
の
雪
解
け
し
て
い
る
の
が

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
田
ん
ぼ
」。
左
側
の
雪
解
け
し
て
い
な
い
の

が
「
一
般
的
な
慣
行
農
法
の
田
ん
ぼ
」
だ
。
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

材
を
使
っ
て
い
る
と
、
地
温
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
地
温
が

高
く
な
る
と
、
有
機
物
の
分
解
が
促
進
さ
れ
て
良
質
な
土
壌
を
短

期
間
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
低
温
で
も
栽
培
が
で
き

る
利
点
も
あ
り
、
新
潟
で
は
寒
す
ぎ
て
つ
く
れ
な
い
と
さ
れ
て
い

た
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
し
て
い
た

こ
と
も
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
に
適
し
た
環
境
を
土
壌

に
つ
く
る
こ
と
で
新
た
な
産
地
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。

周
辺
環
境
を
も
高
め
て
い
く

　

中
野
農
園
と
同
じ
新
潟
に
、
あ
る
食
品
工
場
が
あ
っ
た
。
こ
こ

の
排
水
は
保
健
所
か
ら
目
を
つ
け
ら
れ
る
状
態
で
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
の
上
水
に
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

を
応
用
し
た
水
誘
導
翻
訳
装
置
き
わ
み
を
導
入
す
る
と
、
上
水
し

か
変
え
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
排
水
の
問
題
は
改
善
さ
れ
て
、

工
場
の
敷
地
や
排
水
先
に
動
物
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。
鮭
が
排
水
口
に
ま
で
の
ぼ
っ
て
く
る
だ
け
で
な
く
、
清

流
に
暮
ら
す
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
オ
ニ
ヤ
ン
マ
や
鮎
ま
で
も
や
っ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

清
流
＝
透
き
通
っ
て
い
て
綺
麗
な
水
を
私
た
ち
は
想
像
す
る
が
、

動
物
た
ち
に
と
っ
て
は
「
自
ら
の
生
命
力
を
高
め
て
く
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
高
い
場
」
を
も
と
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

田
ん
ぼ
や
畑
に
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
材
を
施
し
て
土
壌
を
つ
く
る

こ
と
は
、
巨
大
な
浄
活
水
器
を
土
壌
に
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

を
通
っ
て
く
る
雨
水
や
そ
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
炭
酸
ガ
ス
や
植
物
が

発
す
る
酸
素
は
必
然
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
も
の
と
な
り
、
周
辺

環
境
を
改
善
し
て
い
く
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
資
材
の
力
丸
を
つ
か
っ

た
ブ
ロ
ッ
ク
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
排
水
口
に
置
い
た
だ
け
で
下
流
に

蛍
が
戻
っ
て
く
る
実
践
者
の
話
は
各
地
で
聞
か
れ
る
。

　

土
壌
を
高
め
、
植
物
を
高
め
、
そ
れ
を
食
す
る
人
を
高
め
、
環

境
ま
で
も
励
起
し
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
視
点
は
広
く
深
い
。

人
を
良
く
す
る
た
め
に
は
食
と
環
境
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
し
、

食
を
高
め
る
た
め
に
は
土
壌
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
土
壌
を
高

め
る
た
め
に
は
、
周
辺
環
境
を
も
あ
わ
せ
て
高
め
て
い
か
な
い
と

周
り
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
か
れ
る
。
結
果
的
に
「
全
方
位

よ
し
」
の
処
置
を
施
さ
な
い
限
り
、
1
つ
の
視
点
だ
け
で
は
今
の

社
会
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
あ
ら
ゆ
る
視

点
と
必
要
な
技
術
を
も
っ
て
産
業
を
営
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
先  

中
野
農
園

電
話
＆FA
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私
た
ち
、
生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
会
は
「
生

産
者
と
し
て
の
農
業
者
」
と
「
農
作
物
を
食
す
る

消
費
者
」
約
1
0
0
0
人
の
会
員
が
『
人
類
・
宇
宙
・

自
然
か
ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
を
求
め
て
』
活
動

し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
一
人
、
中
野
農
園
・
中

野
孝
治
氏
の
実
践
か
ら
、『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か

ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』
の
一
端
を
垣
間
見
て
い

た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　 

人
類
に
求
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　 

農
業
の
姿

　

お
そ
ら
く
、
私
た
ち
は
真
の
農
業
の
姿
を
ま
だ
見

た
こ
と
が
な
い
。
私
た
ち
人
類
が
生
命
を
維
持
す
る

以
上
に
食
べ
、
物
質
的
に
豊
か
な
生
活
を
送
る
が
た

め
に
、
土
・
水
・
大
気
・
地
球
の
あ
ら
ゆ
る
自
然
を

酷
使
し
、
収
奪
の
限
り
を
尽
く
し
て
栽
培
し
て
き
て

し
ま
っ
た
現
状
は
、
一
セ
ン
チ
で
き
る
の
に
百
年
か

ら
千
年
か
か
る
貴
重
な
土
壌
の
砂
漠
化
を
猛
ス
ピ
ー

ド
で
進
め
て
い
る
。
土
壌
や
大
気
、
水
だ
け
で
は
な

い
、
こ
れ
ら
を
享
受
し
て
い
る
私
た
ち
の
肉
体
と
精

神
も
同
じ
く
猛
ス
ピ
ー
ド
で
砂
漠
化
（
劣
化
）
が
進

ん
で
お
り
、
こ
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
砂
漠

化
す
る
ス
ピ
ー
ド
を
上
回
る
緑
化
（
進
化
）
の
技
術

が
必
要
と
な
る
。
人
間
の
砂
漠
化
（
連
作
障
害
）
の

克
服
と
は
、
肉
体
的
に
は
細
胞
の
再
生
能
力
の
若
返

り
と
精
神
性
で
は
豊
か
な
発
想
力
。

　
「
生
態
系
生
体
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
（
以

下
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
）」
は
、
50
年
以
上
前
か
ら

人
類
・
宇
宙
・
自
然
に
必
須
と
さ
れ
る
農
業
を
目

指
し
て
き
た
。

農
業
者
が
取
り
入
れ
る
理
由

　
「
人
類
に
必
須
と
さ
れ
る
農
業
」
と
な
る
た
め
に
は
、
生
産
者
と

消
費
者
の
双
方
に
求
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
生
産
者
が
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
と
消
費
者
は
買
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
消
費
者
が
買
わ
な
い
も
の
で
は
生
産
し

て
も
売
れ
な
い
。
当
た
り
前
の
構
造
だ
が
、
こ
の
両
者
の
関
係
性

が
成
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

人
類
・
宇
宙
・
自
然
に
必
須
と
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
農

業
者
が
取
り
入
れ
る
理
由
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
30
年
間
実
践

し
て
き
た
中
野
農
園
の
事
例
か
ら
挙
げ
て
み
よ
う
。

単
位
面
積
当
た
り
の
収
穫
量
が
２
〜
４
倍
に

　

中
野
農
園
は
先
代
の
稲
作
と
比
較
し
て
、
栽
培
面
積
は
変
わ
ら

な
い
中
、
お
米
の
収
量
が
２
倍
（
先
代
７
俵
↓
現
在
14
俵
）、
果
物

は
先
代
時
代
の
３
〜
４
倍
穫
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

梨
は
葉
っ
ぱ
の
枚
数
に
よ
っ
て
個
数
が
決
ま
り
、
通
常
は
20
〜

30
セ
ン
チ
ご
と
に
１
個
を
残
し
て
剪
定
し
て
い
く
。
し
か
し
、
中

野
農
園
で
は
１
個
残
す
所
に
３
〜
４
個
し
っ
か
り
と
し
た
果
実
を

実
ら
せ
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
通
常
は
玉
が
小
さ
く
な

り
、
木
が
弱
っ
て
次
の
年
は
収
量
が
激
減
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が

で
き
る
の
は
計
画
的
に
土
を
つ
く
り
、
必
要
な
だ
け
の
資
材
を
土

に
い
れ
て
い
る
か
ら
で
き
る
こ
と
な
の
だ
。

（
参
考
：
下
記
「
土
壌
を
づ
く
り
計
算
例
」）

農
業
の
一
大
問
題
、
連
作
障
害
を
克
服
す
る

　

中
野
氏
が
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
初
め
て
10
年
が
経
っ
た
頃
、
今

ま
で
何
も
問
題
が
な
か
っ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
す
べ
て
枯
れ
て

し
ま
っ
た
。
連
作
障
害
で
あ
る
。
何
人
も
の
専
門
家
に
話
を
聞
い

          

　  

宇
宙
に
求
め
ら
れ
る

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
実
践
者
が
圃
場
に
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
材

を
大
量
に
撒
い
て
き
た
後
に
会
う
と
、
そ
の
人
が
輝
い
て
み
え
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
生
命
の
息
吹
を
か
け
ら
れ
た
自
然
界
（
圃

場
や
植
物
）
の
歓
び
の
声
が
、
そ
の
ま
ま
実
践
者
に
届
い
て
生
命

力
を
高
め
て
い
る
よ
う
に
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
更
に
そ
の
人
が
発

す
る
放
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
わ
り
の
環
境
や
人
を
も
高
め
て
い
く

循
環
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
目
に
は
見
え
な
い
が

宇
宙
自
然
へ
の
陰
徳
と
な
り
、
そ
の
人
の
能
力
を
高
め
る
支
え
と

な
っ
て
く
れ
る
。
こ
う
し
た
経
験
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
宇
宙

自
然
が
後
押
し
し
て
く
れ
る
感
覚
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

あ
る
先
人
は
悟
り
に
つ
い
て
こ
う
説
い
て
い
る
「
悟
り
と
は
、

神
の
愛
を
受
け
、
そ
れ
を
与
え
る
能
力
で
あ
る
」。
佐
藤
先
生
が
長

年
か
け
て
実
践
し
て
き
た
道
も
こ
の
上
に
あ
り
、
真
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
農
法
の
実
践
者
、
そ
し
て
当
会
会
員
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
こ
こ

な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
。

　

勉
強
会
の
中
で
こ
う
し
た
話
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
る
こ
と
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
、
精
神
性
に
重
き
を
置
き
す
ぎ
る
と
「
宗

教
的
」
と
受
け
取
ら
れ
る
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
と
は
い
う
も

の
の
「
愛
な
き
行
為
は
無
に
等
し
い
」
の
と
同
じ
よ
う
に
、
人
格
、

霊
格
の
精
神
性
を
伴
わ
な
い
能
力
は
拠
り
所
を
失
い
、
迷
走
の
限

り
を
尽
く
す
こ
と
に
な
る
。
佐
藤
先
生
が
商
品
だ
け
を
独
り
歩
き

さ
せ
な
い
で
、
学
び
と
と
も
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
真

意
は
こ
こ
に
あ
る
。
そ
の
想
い
を
、
そ
の
真
意
を
、
私
た
ち
は
ど

こ
ま
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

神
の
御
心
に
沿
う
生
き
方

　

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
哲
学
的
加
学
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
た

め
の
ひ
と
つ
の
指
針
だ
。
そ
の
指
針
を
も
っ
て「
ど
う
生
き
る
か
？
」

を
私
た
ち
は
問
わ
れ
て
い
る
。

　

想
造
量
子
宇
宙
論
応
用
課
程
で
は
45
分
の
正
座
の
後
に
、
佐
藤

先
生
の
講
義
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
講
座
は
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
哲
学

的
加
学
の
中
で
も
根
本
と
な
る
場
に
な
っ
て
い
て
、
参
加
者
も
「
人

間
の
精
神
性
と
存
在
の
あ
り
よ
う
」
に
重
き
を
置
く
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
「
神
に
従
う
路
」「
神
の
教
え
の
途
」「
神
の
教
え
を
貫
く
」
こ
の

３
つ
の
あ
り
よ
う
を
体
現
し
、「
無
の
扉
を
ひ
ら
く
」
こ
と
が
、
じ

う
し
み
の
社
会
を
想
造
す
る
た
め
に
は
必
須
で
あ
り
、
会
員
の
中

か
ら
何
人
か
で
も
そ
う
し
た
人
材
が
出
て
く
る
こ
と
を
佐
藤
先
生

は
願
っ
て
30
年
以
上
教
え
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

言
葉
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
想
造
へ

　
「
こ
の
宇
宙
を
想
造
し
た
存
在
（
神
）
が
い
る
」
と
仮
定
し
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
る
「
宇
宙
論
的
証
明
」
は
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
哲
学

的
加
学
の
始
ま
り
で
も
あ
る
。
ど
ん
な
も
の
か
は
わ
か
ら
な
く
て

も
概
念
は「
そ
れ
」を
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
佐
藤
先
生
は「
概

念
」
と
し
て
の
「
そ
れ
」
を
事
細
か
に
定
義
し
て
い
く
。
五
感
に

よ
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
定
義
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。
言
葉
を

当
た
り
前
に
つ
か
っ
て
い
る
私
た
ち
に
は
、
言
葉
以
外
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
ビ
ジ
ョ

ン
を
拡
張
し
て
詳
細
な
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
上
げ
て
想
造
す
る
た

め
、
そ
し
て
己
以
外
の
何
者
か
と
共
有
す
る
た
め
に
、
言
葉
と
概

念
は
生
み
出
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

自
然
界
の
情
報
物
語
能
力
を
あ
ら
わ
す
多
く
の
徳
字
も
、
概
念

を
一
つ
の
文
字
に
落
と
し
込
ん
だ
個
で
あ
り
、
想
造
の
産
物
と
し

て
そ
こ
に
生
命
の
息
吹
が
吹
き
込
ま
れ
た
意
識
体
と
な
り
う
る
。

想
造
主
の
分
け
御
霊
と
し
て
生
を
受
け
た
私
た
ち
に
は
そ
う
し
た

能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
。
佐
藤
先
生
は
そ
う
考
え
て
「
想
造
力
」

を
ど
こ
ま
で
も
高
め
、
使
い
こ
な
そ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

人
類
が
進
化
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
道
だ
と
確
信
し
て
い
る
か

ら
だ
。
し
か
し
そ
の
「
想
造
力
」
を
つ
か
う
の
は
想
造
主
で
あ
る
、

私
た
ち
人
間
で
あ
り
、
そ
の
準
拠
位
置
に
よ
っ
て
は
良
か
れ
と
持
っ

た
こ
と
も
劣
化
の
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
ん
で
い
る
こ
と
も
多
々

あ
る
。
私
た
ち
に
で
き
る
の
は
、
そ
う
し
た
先
人
た
ち
を
否
定
す

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
経
験
を
糧
に
し
て
進
む
こ
と
し
か
で
き
な

い
。
そ
し
て
、
た
と
え
今
の
社
会
を
後
進
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
も
、
今
で
き
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
を
、
今
こ
の

時
を
生
き
る
こ
と
し
か
な
い
の
だ
。

口
数
が
少
な
く
な
る
次
元

　

徳
字
の
中
に
は
「
少
＋
口
」
と
書
く
文
字
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

例
え
ば
、
無
形
の
前
提
に
あ
る
能
力
の
【 

ほ 

】、
新
し
い
も
の
を

生
み
だ
ず
【      

】、
心
の
絶
対
値
【 

ゃ 

】、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
絶

対
値
【 

ゅ 

】。「
少
＋
口
」
の
真
意
は
、
宇
宙
自
然
の
御
心
に
沿

う
生
き
方
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
段
々
と
エ
ゴ
が
落
ち
て
い
き
、

エ
ゴ
の
自
己
主
張
が
な
く
な
っ
た
先
に
次
元
が
変
わ
る
意
が
あ
る

と
い
う
。

　

私
た
ち
の
一
挙
手
一
投
足
は
、
環
境
と
己
の
反
応
に
よ
っ
て
ほ

ぼ
無
意
識
に
営
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
意
識
を
向
け
て
い
く
と
、

自
分
の
発
す
る
言
葉
の
裏
に
あ
る
も
の
、
無
意
識
に
動
か
し
て
い

る
体
の
奥
に
あ
る
も
の
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
己
の
反
応
系
が

よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
宇
宙
自
然
の
御
心
に
沿
う
よ
う
に
な

る
と
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
が
「
不
自
然
」
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
道
教
の
「
無
為
自
然
」
は
こ
う
し
た
境
地
を
表
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

宇
宙
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
神
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

　

神
が
何
か
を
求
め
て
い
る
か
？
佐
藤
先
生
は
神
が
こ
の
宇
宙
を

想
造
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、何
が
し
か
の
目
的
が
あ
る
と
考
え
た
。

そ
れ
が
何
か
は
わ
か
ら
な
い
が
【 

ぷ 

】
と
し
た
。
最
初
は
こ

の
言
葉
の
真
意
を
読
み
取
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
で
は
佐
藤

先
生
の
つ
く
っ
た
概
念
の
中
で
ず
ば
抜
け
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

の
は
こ
の
言
葉
だ
。【 

ぷ 

】
を
私
は
こ
う
捉
え
て
い
る
。「
始
祖

源
満
」
始
ま
り
の
祖
の
源
を
満
た
す
も
の
＝
宇
宙
自
然
の
御
心
に

沿
う
こ
と
。
そ
し
て
「
じ
う
し
み
の
」
も
こ
の
先
に
し
か
な
い
は

ず
だ
。

宇
宙
に
求
め
ら
れ
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

宇
宙
自
然
の
御
心
に
沿
う
こ
と
、
そ
し
て
【 

ぷ 

】
を
具
体
的

に
形
と
し
て
み
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
応
用
商

品
は
す
べ
て
【 

ぷ 

】
の
元
に
想
造
さ
れ
て
い
る
。
生
体
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
を
活
用
し
た
様
々
な
産
業
で
人
智
を
超
え
た
反
応
が
起

き
て
い
る
の
も
、
人
類
の
集
合
意
識
（
常
識
）
を
超
え
た
反
応
が

【 

ぷ 

】
の
も
と
に
起
き
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

真
和
７
月
号
の
表
紙
に
も
掲
載
し
た
「
１
輪
の
花
で
ガ
ン
を
な

お
そ
う
」
を
掲
げ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
写
真
。
こ
れ
は
読
者

か
ら
の
反
響
が
大
き
く
「
涙
が
で
て
く
る
」
と
伝
え
て
く
れ
た

読
者
も
一
人
や
二
人
で
は
な
い
。
大
い
な
る
何
か
に
魂
が
触
れ

る
と
自
然
と
涙
が
溢
れ
て
く
る
経
験
を
み
な
さ
ん
も
し
た
こ
と

が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
宇
宙
自
然
の
御
心
、

そ
し
て
【 

ぷ 

】
の
体
現
な
の
だ
と
、
そ
の
涙
が
伝
え
て
く
れ

て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　

中
野
農
園
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
両
親
に
贈
っ
て
い
た
時
期
が
あ

る
。
通
常
は
２
ヶ
月
近
く
咲
き
続
け
る
驚
異
的
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
の
だ
が
、
１
週
間
も
持
た
ず
に
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

実
は
こ
の
と
き
、
家
族
の
問
題
で
両
親
は
大
混
乱
に
陥
っ
て
い

た
。
心
配
か
け
ま
い
と
私
た
ち
に
は
気
丈
に
振
る
舞
っ
て
は
い
た

が
、
精
神
的
に
か
な
り
疲
労
し
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
こ
の
状
況

に
中
野
農
園
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
自
分
の
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

差
し
出
し
て
両
親
を
助
け
て
く
れ
た
。
そ
の
結
果
、
２
ヶ
月
も
つ

切
り
花
が
１
週
間
で
そ
の
役
割
を
全
う
し
た
。
人
の
目
は
ご
ま
か

せ
て
も
自
然
の
目
は
ご
ま
か
せ
な
い
。
必
要
な
存
在
に
自
ら
の
生

命
力
を
差
し
出
す
こ
と
の
で
き
る
精
神
性
を
も
っ
た
植
物
が
存
在

す
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
植
物
を
栽
培
で
き
る
可
能
性
を
も
っ
た

農
法
「
生
態
系
生
体
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
」
が
あ
る
。
こ

の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
さ
に
「
少
＋
口
」
の
存
在
な
の
だ
。

食
と
じ
ん
ち
の
役
割

　

こ
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
「
少
＋
口
」
を
体
現
し
た
植

物
や
多
く
の
存
在
に
私
た
ち
は
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
が

芽
生
え
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
存
在
に
私
た
ち
は
見
合
う
生
き

方
が
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
当
会
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

人
類
社
会
の
進
化
と
想
造
主
と
し
て
の
人
類
の
可
能
性
を
ど
こ
ま

で
も
開
花
さ
せ
る
こ
と
。
こ
れ
を
各
々
の
産
業
で
開
花
さ
せ
て
い

く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
だ
ろ
う
？

　

当
会
で
は
、こ
と
あ
る
ご
と
に「
食
」と「
じ
ん
ち（
自
宅
の
能
力
）」

の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

中
野
氏
も
食
と
じ
ん
ち
を
自
ら
高
め
る
こ
と
で
、
自
身
の
健
康

と
経
済
的
な
豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
「
想
造
力
」
を
見
い
だ
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

水
や
り
の
必
要
の
な
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
を
体
現
で
き
た

の
も
、
農
業
者
で
あ
り
な
が
ら
も
自
宅
を
２
軒
建
て
て
10
年
以
内

に
借
金
も
返
済
し
た
う
え
、
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
応
用
商
品
に
多
額

の
投
資
を
し
て
な
お
利
益
を
出
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
経
営
管

理
能
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
自
ら
が
手
掛
け
る
食
に
加

え
て
、
じ
ん
ち
を
先
行
投
資
し
て
つ
く
っ
た
影
響
が
大
き
い
。

　

こ
こ
数
年
で
中
野
氏
の
性
格
が
全
く
変
わ
っ
た
と
評
判
に
な
っ

て
い
る
。
特
に
電
気
誘
導
翻
訳
装
置
さ
と
り
「
ビ
ク
マ
」
を
自
宅

に
入
れ
て
か
ら
の
変
化
は
芳
し
い
と
い
う
。
以
前
は
ク
セ
と
感
じ

ら
れ
た
中
野
節
の
ア
ク
が
機
能
化
さ
れ
て
、
穏
や
か
で
と
て
も
同

じ
人
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
。
こ
の
変
化
を
見
て
「
あ
ん
な
に
変

わ
る
な
ら
私
も
ビ
ク
マ
が
ほ
し
い
」
と
い
う
声
ま
で
聞
こ
え
て
く

る
く
ら
い
に
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
エ
ゴ
の
表
出
し
た
ク
セ
や
ア
ク

も
精
神
性
を
高
め
て
く
れ
る
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
で
栄
養
素
＝

個
性
と
な
る
こ
と
を
自
ら
実
践
し
て
見
せ
て
く
れ
て
い
る
。

て
回
っ
た
が
「
仕
方
な
い
」
と
い
う
返
事
し
か
得
ら
れ
な
い
中
、

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
の
佐
藤
政
二
所
長
だ
け
が
連
作
障
害
を

克
服
で
き
る
技
術
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
と
き
か
ら
生
体
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
材
を
入
れ
始
め
30
年
以
上
経
つ
が
、
連
作
障
害
は
一
切
起

き
て
い
な
い
。

水
や
り
不
要
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培

　

農
業
で
一
番
大
切
な
の
は
「
土
づ
く
り
」。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
は

あ
ら
ゆ
る
栽
培
課
程
を
解
析
し
て
必
要
な
処
置
を
施
し
て
い
く
が
、

「
土
づ
く
り
」
が
一
番
重
要
な
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

中
野
農
園
で
は
50
年
前
か
ら
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
栽
培
し
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
に
よ
る
土
づ
く
り
を
長
年
に
渡
り
実
践
し
て
き

た
結
果
、
栽
培
目
的
を
実
現
で
き
る
土
壌
の
粒
子
構
造
が
形
成
さ

れ
団
粒
化
が
進
み
、
栽
培
過
程
で
重
要
な
三
相
分
布
を
保
持
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
毛
細
管
現
象
や
緩
衝
能
な
ど
土
壌

の
機
能
性
・
能
力
性
が
向
上
し
た
。
そ
の
経
済
的
効
果
は
計
り
知

れ
な
い
。

　

一
般
的
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
年
に
一
度
、
新
た
に
苗
を
買
っ

て
植
え
替
え
る
。
中
野
農
園
で
は
土
づ
く
り
か
ら
計
画
的
に
行
い
、

同
じ
苗
を
４
〜
５
年
植
え
替
え
を
し
な
く
て
も
収
量
を
減
ら
さ
ず

に
、
水
や
り
も
せ
ず
に
ま
っ
た
く
品
質
を
落
と
す
こ
と
が
な
い
。

毎
年
の
苗
だ
け
で
2
0
0
万
円
近
く
か
か
る
が
、
こ
の
コ
ス
ト
の

４
年
分
に
加
え
て
人
件
費
が
か
か
ら
な
く
な
る
。

　

さ
ら
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
土
づ
く
り
に
よ
り
、
土
壌
微
生

物
が
活
性
化
さ
れ
て
、
そ
の
炭
酸
ガ
ス
に
よ
っ
て
地
温
が
上
昇
す

る
た
め
、
温
度
が
低
い
状
態
で
も
栽
培
が
で
き
る
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
最
低
８
度
以
上
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
野
農
園
の
ハ
ウ

ス
で
は
４
〜
５
度
で
も
栽
培
で
き
る
。
こ
の
違
い
は
灯
油
代

2
0
0
万
が
50
万
円
で
す
む
と
い
う
経
費
削
減
効
果
を
生
む
。

　

気
温
の
変
化
に
強
い
の
は
冬
の
低
温
期
だ
け
で
な
く
、
夏
の
高

温
期
も
同
様
だ
。
こ
の
こ
と
を
「
緩
衝
能
」
と
い
い
、
栽
培
に
お

け
る
許
容
範
囲
が
大
幅
に
広
が
る
こ
と
を
言
う
。
水
を
例
に
上
げ

る
と
、
一
般
的
な
お
風
呂
で
は
快
適
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
温
度

帯
が
38
〜
42
度
。
こ
こ
に
水
誘
導
翻
訳
装
置
き
わ
み
の
水
を
使
う

と
、
34
〜
46
度
く
ら
い
ま
で
快
適
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
温
度
帯

が
広
が
る
。
ハ
ウ
ス
の
中
の
快
適
温
度
が
こ
れ
だ
け
広
が
る
と
植

物
に
負
荷
を
か
け
る
こ
と
な
く
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
、
品
質
を

落
と
さ
ず
に
す
む
。

　

全
般
的
に
適
期
の
幅
が
広
く
な
る
の
も
緩
衝
能
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
お
陰
と
言
え
る
。

あ
ら
ゆ
る
面
で
経
営
に
寄
与
す
る
栽
培
方
法

　

新
潟
は
海
抜
70
㎝
、
高
温
多
湿
で
病
気
が
出
や
す
い
土
地
柄
ゆ

え
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
栽
培
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
土
地
で
も
土
づ
く
り
で
植
物
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
問
題
も
ほ
と
ん
ど
出
る
こ

と
が
な
い
。
実
際
に
一
般
的
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
香
り
が
ほ
と

ん
ど
し
な
い
が
、
中
野
農
園
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
い
い
香
り
が

す
る
。
そ
し
て
こ
の
香
り
が
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
効
果
を
生
み
、
虫
が

寄
り
付
き
に
く
く
な
る
。

　

ご
紹
介
し
た
一
側
面
だ
け
み
て
も
不
確
定
要
素
が
少
な
く
な
り
、

ほ
か
の
農
園
が
収
穫
量
が
激
減
さ
せ
る
中
で
も
中
野
農
園
は
今
ま

で
以
上
に
穫
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
収
入
と
経
営
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
新
潟
で
は
昨
年
は
梨
が
不
作
で
、
周
り
は
例
年
の
10
%

〜
60
％
程
度
の
収
穫
量
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
中
野
農
園
は
1
2
0
%

の
収
量
を
獲
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
の
不
確
定
要
素
を
克
服
す
る

だ
け
の
力
を
土
と
中
野
氏
本
人
が
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
証
拠

だ
。
も
ち
ろ
ん
結
果
を
出
す
た
め
に
は
そ
の
前
提
を
作
る
た
め
に

先
行
投
資
す
る
必
要
が
あ
る
。

土
づ
く
り
と
環
境
づ
く
り
で
ハ
ウ
ス
が
傷
ま
な
い

　

驚
い
た
の
は
、
34
年
前
に
中
野
氏
が
自
分
で
建
て
た
ハ
ウ
ス
の

畝
の
枠
板
を
34
年
間
ず
っ
と
変
え
て
い
な
い
と
い
う
話
。
通
常
は

４
〜
５
年
で
傷
ん
で
変
え
る
の
が
一
般
的
と
い
う
。
こ
の
現
象
を

中
野
氏
は
「
微
生
物
の
棲
み
分
け
が
で
き
て
い
る
か
ら
」
と
説
明

す
る
。
枠
板
の
木
を
腐
敗
さ
せ
る
木
材
腐
朽
菌
が
い
た
と
し
て
も

機
能
し
な
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
枠

板
が
原
子
レ
ベ
ル
で
活
性
化
さ
れ
て
、
侵
さ
れ
な
い
能
力
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
る
側
面
も
あ
る
。

　

耐
久
性
が
向
上
し
て
い
る
の
は
枠
板
だ
け
で
は
な
い
。
鉄
骨
の

ハ
ウ
ス
に
も
サ
ビ
が
で
ず
、
通
常
10
年
で
張
り
替
え
る
ビ
ニ
ー
ル

も
33
年
張
り
替
え
て
い
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
設
備
に
お
い
て
、
一
般

的
な
耐
久
年
数
の
２
〜
３
倍
は
も
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
点
だ

け
で
も
有
利
な
経
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

肉
体
と
精
神
の
健
全
化
に
寄
与
す
る

　

中
野
氏
自
身
、
30
年
前
よ
り
も
若
く
見
え
る
と
い
う
。

　

40
代
で
病
気
を
し
た
の
も
あ
る
が
、
私
が
知
る
こ
の
13
年
で
み

て
も
確
実
に
若
く
見
え
る
。
病
気
を
克
服
す
る
た
め
に
食
と
環
境

を
高
め
続
け
、
自
ら
体
感
し
た
こ
と
を
後
進
に
伝
え
て
い
る
。
中

野
農
園
の
お
米
で
お
む
す
び
を
つ
く
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
満
足
す

る
。
ジ
ャ
ン
ク
な
も
の
は
い
く
ら
食
べ
て
も
飢
餓
感
が
増
幅
す
る

だ
け
だ
が
、
本
当
に
満
た
さ
れ
る
食
は
量
が
少
な
く
て
も
満
足
で

き
る
し
、
体
が
欲
す
れ
ば
い
く
ら
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

中
野
農
園
の
お
米
は
、
一
般
の
お
米
と
比
べ
て
含
有
す
る
ア
ミ

ノ
酸
量
も
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
原
子
レ
ベ
ル
で
の
引
き
つ
け
る

力
が
高
ま
り
、
比
重
が
あ
が
っ
て
ず
っ
し
り
し
っ
か
り
し
た
お
米

に
な
っ
て
い
る
証
拠
と
な
る
。
こ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
作
物

は
た
く
さ
ん
食
べ
な
く
て
も
満
足
感
を
感
じ
る
理
由
の
一
つ
で
も

あ
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
ら
う
と
わ
か
る
よ
う
に
、
私
た

ち
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
ア
ミ
ノ
酸
で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
や

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
、
ロ
イ
シ
ン
、
グ
リ
シ
ン
等
が
慣
行
栽
培
の
お

米
と
比
較
し
て
約
20
％
以
上
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ア

ミ
ノ
酸
は
、
知
能
を
高
め
た
り
、
中
枢
神
経
を
守
っ
た
り
、
筋
肉

の
増
強
な
ど
老
化
防
止
に
関
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
私
た
ち
に

と
っ
て
不
可
欠
な
物
質
で
あ
る
。
さ
ら
に
体
内
で
は
誘
導
体
と
し

て
重
要
な
役
割
を
す
る
葉
酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

中
野
農
園
で
は
、
農
業
で
特
に
重
要
な
の
は
リ
ン
（
P
）、
硫
黄

（
S
）、
鉄
（
Fe
）
と
考
え
て
お
り
、
超
優
性
遺
伝
子
支
配
、
五
大

機
能
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
準
位
を
上
げ
る
た
め
に
必
須
ア
ミ
ノ
酸
に
必

要
な
元
素
を
投
入
し
て
い
る
。
質
の
高
い
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
作
る

に
は
、
微
量
要
素
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
鉄
、
亜
鉛
、

マ
ン
ガ
ン
、
銅
、
モ
リ
ブ
デ
ン
を
投
入
し
て
い
る
。

　

本
当
に
能
力
の
高
い
お
米
は
、
収
穫
し
て
か
ら
も
ア
ブ
シ
ジ
ン

酸
が
増
え
続
け
、３
年
後
が
一
番
美
味
し
い
状
態
（
ビ
ン
テ
ー
ジ
米
）

に
な
る
。
こ
れ
は
新
米
が
一
番
美
味
し
い
と
い
わ
れ
る
お
米
業
界

の
常
識
を
覆
す
。

　　

お
米
以
外
で
も
近
い
現
象
が
見
ら
れ
る
。
以
前
に
中
野
氏
に
「
こ

の
梨
は
半
年
経
っ
て
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
」
と
言
わ
れ
て
、

自
宅
の
冷
蔵
庫
で
半
年
寝
か
せ
て
実
験
し
て
み
た
の
だ
が
、
確
か

に
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
状
態
で
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
た
。
こ
れ

を
「
制
止
の
活
性
」
と
言
い
、
時
期
が
来
る
ま
で
実
を
熟
成
さ
せ

て
食
べ
て
も
ら
う
の
を
待
つ
精
神
性
を
植
物
か
ら
引
き
出
し
て
い

る
と
い
え
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
り
ん
ご
な
ど
も
、
切
っ
た
と

き
よ
り
翌
朝
の
ほ
う
が
美
味
し
く
な
る
と
い
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農

法
の
作
物
で
は
、
鮮
度
と
熟
成
度
の
関
係
に
一
般
常
識
が
通
用
し

な
く
な
る
。
自
然
の
摂
理
と
土
や
植
物
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い

く
と
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
世
界
が
見
え
て
く
る
。

　

さ
ら
に
10
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
さ
れ
た
大
豆
の
抗
酸
化
力
を
比
較
し
た

も
の
で
、
同
じ
大
豆
で
も
栽
培
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
能
力
が
大
幅

に
違
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
じ
作
物
で
も
、
栽
培
方
法
に
よ
っ

て
抗
酸
化
力
が
大
き
く
変
わ
る
事
例
だ
。

働
く
人
も
元
気
に
な
る
土
壌

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
長
年
栽
培
さ
れ
て
い
る
圃
場
に
入
る
と
、

瞬
間
に
場
が
変
わ
る
の
が
わ
か
る
。
呼
吸
は
深
く
な
り
、
血
流
が

行
き
渡
っ
て
指
先
が
赤
く
な
っ
て
く
る
。
自
然
の
摂
理
を
応
用
し

て
植
物
が
生
命
力
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
場
は
、
人
も
生
命
力

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
然
と
こ
こ
で
働
く
人
の
肉
体
も
失
っ

て
い
る
機
能
を
取
り
戻
し
て
い
く
。
こ
の
反
応
は
人
だ
け
で
は
な

い
。
次
の
章
で
紹
介
す
る
動
物
た
ち
も
同
様
だ
。
こ
の
作
用
を
建

築
に
応
用
す
る
と
、
人
の
心
と
体
を
健
全
に
誘
導
で
き
る
家
が
で

き
る
。

心
が
反
応
す
る
「
場
」

　

50
年
前
、
中
野
氏
が
就
農
し
て
す
ぐ
に
自
分
で
建
て
た
ハ
ウ
ス

の
中
に
入
る
と
、
体
が
活
性
化
す
る
だ
け
で
な
く
「
心
」
が
反
応

す
る
。
中
野
氏
と
共
に
歩
ん
で
き
た
ハ
ウ
ス
の
50
年
間
の
歓
び
や

苦
悩
が
、
力
強
さ
と
と
も
に
そ
の
ま
ま
飛
び
込
ん
で
く
る
。
34
年

前
に
建
て
た
ハ
ウ
ス
の
そ
れ
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
。
半
世
紀

と
い
う
歴
史
を
、
ハ
ウ
ス
の
場
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
く
れ
る
。

　

圃
場
は
そ
こ
で
農
作
物
を
栽
培
す
る
「
人
」
を
そ
の
ま
ま
表
す
。

畑
に
入
る
と
涙
が
出
て
く
る
よ
う
な
場
で
栽
培
さ
れ
た
農
作
物
は

慈
し
み
そ
の
も
の
。
こ
う
し
た
農
作
物
を
食
べ
る
こ
と
こ
そ
、
肉

体
だ
け
で
な
く
精
神
を
も
育
ん
で
い
く
。
そ
し
て
私
た
ち
が
目
指

す
真
の
農
業
は
こ
の
更
に
先
に
あ
る
は
ず
だ
。

経
営
的
側
面

　

慈
し
み
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
農
作
物
を
無
碍
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
料
理
を
し
て
い
て
も
、
皮
ま
で
無
駄
に
す
る
こ
と

な
く
、
少
し
で
も
食
べ
て
あ
げ
た
い
。
そ
う
し
た
気
持
ち
が
自
然

と
湧
き
上
が
る
。

　

消
費
者
が
こ
こ
ま
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
必
ず
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
れ
ば
年
を
追
う
ご

と
に
顧
客
は
増
え
て
い
き
、
特
に
果
物
は
毎
年
そ
れ
し
か
食
べ
な

い
人
も
で
て
く
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
何
も
し
な
い
で
ラ
ク
し
て
顧
客
が
増
え
る
わ
け
で

は
な
く
、
地
道
な
営
業
努
力
あ
っ
て
こ
そ
だ
。

               

自
然
界
に
求
め
ら
れ
る

　

１
章
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
に
よ
っ
て
人
（
特
に
生
産
者
と

消
費
者
）が
享
受
す
る
利
点
を
あ
げ
た
。
２
章
で
は
人
だ
け
で
な
く
、

動
植
物
、
微
生
物
、
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
を
み
て
い
こ
う
。

た
わ
わ
に
稔
っ
た
稲

　

中
野
農
園
の
稲
は
収
穫
前
に
な
る
と
倒
れ
て
い
る
と
思
わ
ん
ば

か
り
に
頭
を
垂
れ
る
。
粒
数
が
大
き
く
て
数
も
多
い
の
で
、
頭
が

垂
れ
る
の
だ
が
、
根
が
し
っ
か
り
は
っ
て
い
る
た
め
に
倒
れ
る
こ

と
は
な
い
。
ま
わ
り
の
田
ん
ぼ
と
く
ら
べ
て
も
そ
の
違
い
は
歴
然

で
あ
る
。

　

鈴
な
り
に
な
っ
た
梨
も
同
様
だ
。
通
常
で
は
あ
り
え
な
い
状
況

を
、
必
要
な
条
件
を
施
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
実
現
で
き
る
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
た
め
に
は
実
践
者
の
準
拠
位
置
と
想
造
力
が
必
要
な

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
半
信
半
疑
で
真
似
を
し
た
と
こ
ろ
で
、

こ
こ
ま
で
の
結
果
を
出
せ
る
人
は
多
く
は
な
い
と
思
う
。

　

環
境
に
よ
っ
て
稲
の
能
力
を
引
き
出
し
、
そ
の
能
力
を
発
現
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
元
素
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
あ
げ
る
こ
と

で
、
植
物
は
人
の
想
い
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
共
振
し
て
共
同
想
造

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。

植
物
と
の
新
た
な
関
係
を
想
造
す
る

　

ア
メ
リ
カ
の
三
大
発
明
家
の
一
人
に
植
物
の
魔
術
師
と
称
さ
れ

る
ル
ー
サ
ー
・
バ
ー
バ
ン
ク
（
1
8
4
9
〜
1
9
2
6
）
が
い
る
。

も
う
２
人
は
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
と
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
、

共
に
誰
も
が
知
る
人
物
だ
が
、
バ
ー
バ
ン
ク
の
こ
と
は
日
本
で
は

馴
染
み
が
薄
い
。

　

3
0
0
0
種
に
も
の
ぼ
る
新
し
い
植
物
の
品
種
を
生
み
出
し
た

バ
ー
バ
ン
ク
の
実
績
の
中
で
も
「
ト
ゲ
の
な
い
サ
ボ
テ
ン
」
は
世

界
を
驚
か
せ
た
。

　

サ
ボ
テ
ン
の
ト
ゲ
は
、
動
物
た
ち
に
食
べ
ら
れ
な
い
た
め
の
サ

ボ
テ
ン
が
身
に
ま
と
っ
た
鎧
だ
。
サ
ボ
テ
ン
は
水
の
ほ
と
ん
ど
な

い
温
度
差
の
激
し
い
荒
野
の
砂
漠
で
も
育
つ
能
力
を
持
ち
、
そ
の

葉
や
実
は
人
間
や
家
畜
の
食
べ
物
に
も
な
る
。
そ
う
、
サ
ボ
テ
ン

を
食
料
問
題
の
解
決
の
糸
口
に
し
た
い
と
バ
ー
バ
ン
ク
は
想
造
し

た
。
し
か
し
食
料
に
す
る
に
は
ド
ゲ
以
外
に
も
、
繊
維
が
多
く
消

化
し
に
く
い
と
い
う
欠
点
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
、

世
界
中
か
ら
何
万
に
も
及
ぶ
サ
ボ
テ
ン
を
集
め
て
交
配
を
繰
り
返

し
て
い
っ
た
。
５
〜
６
年
経
っ
て
も
一
向
に
改
良
は
進
ま
ず
、
サ

ボ
テ
ン
の
そ
の
強
情
さ
を
快
癒
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
問
い
続

け
る
。

　

バ
ー
バ
ー
ン
ク
は
「
サ
ボ
テ
ン
で
実
験
を
行
っ
て
い
る
間
、
私

は
し
ば
し
ば
サ
ボ
テ
ン
に
語
り
か
け
、
愛
の
振
動
を
与
え
た
。
私

は
い
つ
も
こ
う
言
っ
た
。『
お
前
た
ち
に
恐
れ
る
も
の
な
ど
な
い
ん

だ
よ
』『
身
を
守
る
ト
ゲ
は
要
ら
な
い
よ
。
お
前
た
ち
を
守
っ
て
あ

げ
る
か
ら
』」

　

人
も
生
き
て
い
く
中
で
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
様
々
な
鎧
を

身
に
着
け
て
い
く
。
そ
の
鎧
は
そ
の
人
の
「
素
（
虚
心
）」
の
あ
り

よ
う
か
ら
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。

虚
心
か
ら
離
れ
た
不
自
然
な
あ
り
よ
う
が
、
さ
ら
に
新
た
な
鎧
を

作
り
出
す
。
そ
の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
す
に
は
、
自
分
が
鎧
を
着

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
し
か
な
い
。

　

バ
ー
バ
ン
ク
は
、
私
た
ち
生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
会
、
そ
し

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
実
践
者
の
先
駆
け
を
し
て
く
れ
た
先
人
だ
と

思
え
る
。
彼
の
自
然
界
と
共
同
想
造
し
て
植
物
に
新
た
な
物
語
を

託
す
あ
り
よ
う
は
、『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か
ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』

を
志
す
私
た
ち
の
価
値
観
を
よ
り
深
め
て
く
れ
る
。

白
鳥
や
小
動
物
が
や
っ
て
く
る
田
ん
ぼ

　

中
野
農
園
の
田
ん
ぼ
に
は
、
あ
る
時
か
ら
冬
に
な
る
と
渡
り
鳥

の
白
鳥
が
羽
を
休
め
に
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

動
植
物
は
私
た
ち
人
間
よ
り
も「
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」に
繊
細
だ
。

自
分
た
ち
に
必
要
な
場
を
感
覚
的
に
察
知
し
て
い
る
。
人
の
生
体

エ
ネ
ル
ギ
ー
準
拠
位
置
が
高
ま
っ
て
く
る
と
、
子
供
や
動
物
が
自

然
に
寄
っ
て
く
る
。
私
た
ち
が
大
自
然
に
癒
や
さ
れ
に
行
く
の
と

同
じ
感
覚
だ
。

　

土
壌
か
ら
収
奪
の
限
り
を
尽
く
す
一
般
的
な
圃
場
に
は
白
鳥
ど

こ
ろ
か
、
小
動
物
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法

を
実
践
す
る
会
員
は
こ
う
言
う
。「
40
年
前
に
は
田
ん
ぼ
で
掴
ま
え

放
題
だ
っ
た
蛍
が
、
30
年
く
ら
い
前
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
を
始
め
て
数
年
後
、
う
ち
の

田
ん
ぼ
に
だ
け
蛍
が
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
」

　

中
野
農
園
の
田
ん
ぼ
に
も
、
小
動
物
が
た
く
さ
ん
い
る
。

「
有
機
農
法
の
田
ん
ぼ
に
も
小
動
物
は
い
る
が
実
は
初
期
に
は
い
な

い
。
初
期
は
ガ
ス
が
湧
く
か
ら
卵
が
あ
っ
て
も
生
き
ら
れ
ず
、
ガ

中野農園の動画

ス
が
落
ち
着
い
て
か
ら
小
動
物
が
で
て
く
る
。
で
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

農
法
で
は
そ
の
ガ
ス
を
利
用
す
る
微
生
物
も
活
性
す
る
か
ら
最
初

か
ら
小
動
物
が
い
る
ん
だ
よ
」

　

動
植
物
や
自
然
界
は
嘘
を
つ
け
な
い
。
自
然
界
が
必
要
と
す
る

環
境
は
、
な
に
よ
り
も
信
頼
が
で
き
る
。『
人
類
・
宇
宙
・
自
然
か

ら
必
須
と
さ
れ
る
農
業
』
を
目
指
す
、プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
真
骨
頂
、

そ
し
て
人
類
の
想
造
は
こ
れ
を
具
現
化
で
き
る
の
だ
。

微
生
物
も
活
性
化
す
る
土
壌

　

動
植
物
だ
け
で
な
く
、
微
生
物
の
働
き
も
変
わ
っ
て
く
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
圃
場
は
微
生
物
の
働
き
が
高
ま
る
こ
と
で
地
温

が
目
に
見
え
て
高
く
な
る
。
写
真
右
側
の
雪
解
け
し
て
い
る
の
が

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
田
ん
ぼ
」。
左
側
の
雪
解
け
し
て
い
な
い
の

が
「
一
般
的
な
慣
行
農
法
の
田
ん
ぼ
」
だ
。
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

材
を
使
っ
て
い
る
と
、
地
温
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
地
温
が

高
く
な
る
と
、
有
機
物
の
分
解
が
促
進
さ
れ
て
良
質
な
土
壌
を
短

期
間
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
低
温
で
も
栽
培
が
で
き

る
利
点
も
あ
り
、
新
潟
で
は
寒
す
ぎ
て
つ
く
れ
な
い
と
さ
れ
て
い

た
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
し
て
い
た

こ
と
も
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
で
栽
培
に
適
し
た
環
境
を
土
壌

に
つ
く
る
こ
と
で
新
た
な
産
地
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。

周
辺
環
境
を
も
高
め
て
い
く

　

中
野
農
園
と
同
じ
新
潟
に
、
あ
る
食
品
工
場
が
あ
っ
た
。
こ
こ

の
排
水
は
保
健
所
か
ら
目
を
つ
け
ら
れ
る
状
態
で
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
の
上
水
に
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

を
応
用
し
た
水
誘
導
翻
訳
装
置
き
わ
み
を
導
入
す
る
と
、
上
水
し

か
変
え
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
排
水
の
問
題
は
改
善
さ
れ
て
、

工
場
の
敷
地
や
排
水
先
に
動
物
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。
鮭
が
排
水
口
に
ま
で
の
ぼ
っ
て
く
る
だ
け
で
な
く
、
清

流
に
暮
ら
す
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
オ
ニ
ヤ
ン
マ
や
鮎
ま
で
も
や
っ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

清
流
＝
透
き
通
っ
て
い
て
綺
麗
な
水
を
私
た
ち
は
想
像
す
る
が
、

動
物
た
ち
に
と
っ
て
は
「
自
ら
の
生
命
力
を
高
め
て
く
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
高
い
場
」
を
も
と
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

田
ん
ぼ
や
畑
に
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
材
を
施
し
て
土
壌
を
つ
く
る

こ
と
は
、
巨
大
な
浄
活
水
器
を
土
壌
に
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

を
通
っ
て
く
る
雨
水
や
そ
こ
か
ら
発
せ
ら
れ
る
炭
酸
ガ
ス
や
植
物
が

発
す
る
酸
素
は
必
然
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
も
の
と
な
り
、
周
辺

環
境
を
改
善
し
て
い
く
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
資
材
の
力
丸
を
つ
か
っ

た
ブ
ロ
ッ
ク
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
排
水
口
に
置
い
た
だ
け
で
下
流
に

蛍
が
戻
っ
て
く
る
実
践
者
の
話
は
各
地
で
聞
か
れ
る
。

　

土
壌
を
高
め
、
植
物
を
高
め
、
そ
れ
を
食
す
る
人
を
高
め
、
環

境
ま
で
も
励
起
し
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
視
点
は
広
く
深
い
。

人
を
良
く
す
る
た
め
に
は
食
と
環
境
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
し
、

食
を
高
め
る
た
め
に
は
土
壌
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
土
壌
を
高

め
る
た
め
に
は
、
周
辺
環
境
を
も
あ
わ
せ
て
高
め
て
い
か
な
い
と

周
り
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
か
れ
る
。
結
果
的
に
「
全
方
位

よ
し
」
の
処
置
を
施
さ
な
い
限
り
、
1
つ
の
視
点
だ
け
で
は
今
の

社
会
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
あ
ら
ゆ
る
視

点
と
必
要
な
技
術
を
も
っ
て
産
業
を
営
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
先  

中
野
農
園

電
話
＆FA
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部
よ
り

　
本
誌
は
会
員
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
作
り
上
げ
て

い
く
会
報
誌
と
し
て
、
投
稿
さ
れ
た
方
の
生
の
声

を
尊
重
し
て
お
り
ま
す
が
、
実
践
や
理
論
の
専
門

的
な
こ
と
は
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
に
監
修
を

依
頼
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
に
よ
り
一
部
表
現
を

変
更
さ
せ
て
頂
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（大阪府・　4943）
前田 良司
まえだ りょうじ

会員
番号

 

皆
さ
ま
初
め
ま
し
て
。
大
阪
の
前
田

良
司
と
申
し
ま
す
。

　

私
の
生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
会
と

の
ご
縁
は
、
平
成
22
年
、
東
大
阪
の
竹

田
さ
ん
よ
り
「
ま
だ
地
元
八
尾
で
農
事

の
役
員
さ
れ
て
ま
す
か
？
」
と
質
問
の

連
絡
を
頂
き
「
今
年
、
地
域
で
農
事
の

役
は
請
け
て
お
り
ま
す
」「
じ
ゃ
あ
農

業
で
す
ば
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
、
勉
強
会

が
あ
る
の
で
参
加
し
て
み
て
は
？
」
と

云
う
事
で
し
た
が
、
勉
強
会
参
加
で
は

な
く
、
い
き
な
り
長
野
県
本
部
の
佐
藤

先
生
の
も
と
へ
産
業
相
談
で
訪
問
い
た

し
ま
し
た
。

　

到
着
し
て
今
で
も
は
っ
き
り
と
印
象

に
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
浅
間
山
山
麓

の
景
色
の
す
ば
ら
し
さ
と
、
圃
場
の
土

が
黒
々
し
良
く
肥
え
て
い
る
な
と
思
い

ま
し
た
。
あ
と
大
阪
と
は
空
気
の
良
さ

が
全
然
違
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
何
と
な

く
で
す
が
マ
ル
セ
イ
さ
ん
の
場
の
気
が

良
い
の
も
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
竹
田
さ
ん
、
荒
川
さ
ん
に

佐
藤
先
生
と
面
談
さ
せ
て
頂
き
、
私
の

地
元
で
の
計
画
図
を
佐
藤
先
生
に
確
認

し
て
頂
く
な
か
「
こ
の
場
所
は
果
樹
が

良
い
」
と
か
方
角
の
良
し
悪
し
等
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
、
そ
の
後
約
3
年
地
元

で
農
事
を
営
み
ま
し
た
が
、
現
状
は
地

元
を
離
れ
、奈
良
県
大
宇
陀
で
綿
作
り
、

大
阪
府
千
早
赤
阪
村
で
ソ
バ
作
り
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
今
年
奈
良
県
で
の
綿
作
り
は
苦

難
の
連
続
で
、
お
お
い
に
悩
ま
さ
れ
ま

し
た
が
今
年
も
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
農
業

資
材
を
活
用
し
大
宇
陀
で
3
年
目
の
挑

戦
、
実
践
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

今
年
の
失
敗
を
再
度
検
討
し
諸
先
輩
に

も
意
見
を
頂
き
最
高
の
綿
作
り
を
実
践

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

農
業
、
産
業
に
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

材
を
使
用
し
最
高
の
品
物
を
作
る
と
い

う
事
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
分
の
生

活
で
家
庭
、
事
務
所
に
居
る
時
間
も
長

い
の
で
、
住
環
境
改
善
セ
ッ
ト
を
家
、

事
務
所
に
各
10
個
ず
つ
配
置
し
て
い
ま

す
が
、
長
男
は
住
環
境
改
善
セ
ッ
ト
を

配
置
し
て
か
ら
肩
が
軽
く
な
る
等
の
変

化
が
あ
り
、
あ
と
家
族
全
員
の
睡
眠
の

質
が
良
く
な
る
等
々
、
皆
が
良
く
な
る

事
ば
か
り
で
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
は
大
阪
府
河
南
町
に
新

し
く
農
業
法
人
を
開
設
し
、
酒
米
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
そ
の
際
に
生

体
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
材
、
設
備
等
を
各
必

要
な
場
に
使
用
し
、
高
品
質
な
も
の
に

仕
上
げ
る
の
に
自
分
自
身
、
長
野
県
で

も
も
っ
と
も
っ
と
学
び
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
勉
強
会
で
の

佐
藤
先
生
の
実
践
、
探
究
心
に
は
感
動

し
ま
す
。
勉
強
会
で
の
先
生
の
言
葉
で

「
宇
宙
に
認
め
ら
れ
る
、
未
来
に
認
め

ら
れ
る
」「
経
営
管
理
能
力
」
等
々
、

毎
回
本
当
に
ビ
ジ
ネ
ス
、
人
生
に
と
活

用
で
き
ハ
ッ
と
自
分
を
内
省
検
討
さ
せ

ら
れ
る
言
霊
に
出
会
え
有
難
い
で
す
。

　

来
年
は
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
学

び
、
実
践
し
、
ま
た
自
分
を
高
め
社
会

に
役
立
つ
人
間
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　

長
野
県
、
生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究

会
様
に
感
謝
。

　

次
は
、
静
岡
県
支
部
の
井
口
康
子
さ

ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

レ
モ
ン
の
収
穫
風
景

          

　  

宇
宙
に
求
め
ら
れ
る

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
の
実
践
者
が
圃
場
に
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
材

を
大
量
に
撒
い
て
き
た
後
に
会
う
と
、
そ
の
人
が
輝
い
て
み
え
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
生
命
の
息
吹
を
か
け
ら
れ
た
自
然
界
（
圃

場
や
植
物
）
の
歓
び
の
声
が
、
そ
の
ま
ま
実
践
者
に
届
い
て
生
命

力
を
高
め
て
い
る
よ
う
に
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
更
に
そ
の
人
が
発

す
る
放
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
わ
り
の
環
境
や
人
を
も
高
め
て
い
く

循
環
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
目
に
は
見
え
な
い
が

宇
宙
自
然
へ
の
陰
徳
と
な
り
、
そ
の
人
の
能
力
を
高
め
る
支
え
と

な
っ
て
く
れ
る
。
こ
う
し
た
経
験
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
宇
宙

自
然
が
後
押
し
し
て
く
れ
る
感
覚
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

あ
る
先
人
は
悟
り
に
つ
い
て
こ
う
説
い
て
い
る
「
悟
り
と
は
、

神
の
愛
を
受
け
、
そ
れ
を
与
え
る
能
力
で
あ
る
」。
佐
藤
先
生
が
長

年
か
け
て
実
践
し
て
き
た
道
も
こ
の
上
に
あ
り
、
真
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
農
法
の
実
践
者
、
そ
し
て
当
会
会
員
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
こ
こ

な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
。

　

勉
強
会
の
中
で
こ
う
し
た
話
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
る
こ
と
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
、
精
神
性
に
重
き
を
置
き
す
ぎ
る
と
「
宗

教
的
」
と
受
け
取
ら
れ
る
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
と
は
い
う
も

の
の
「
愛
な
き
行
為
は
無
に
等
し
い
」
の
と
同
じ
よ
う
に
、
人
格
、

霊
格
の
精
神
性
を
伴
わ
な
い
能
力
は
拠
り
所
を
失
い
、
迷
走
の
限

り
を
尽
く
す
こ
と
に
な
る
。
佐
藤
先
生
が
商
品
だ
け
を
独
り
歩
き

さ
せ
な
い
で
、
学
び
と
と
も
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
真

意
は
こ
こ
に
あ
る
。
そ
の
想
い
を
、
そ
の
真
意
を
、
私
た
ち
は
ど

こ
ま
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

神
の
御
心
に
沿
う
生
き
方

　

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
哲
学
的
加
学
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
た

め
の
ひ
と
つ
の
指
針
だ
。
そ
の
指
針
を
も
っ
て「
ど
う
生
き
る
か
？
」

を
私
た
ち
は
問
わ
れ
て
い
る
。

　

想
造
量
子
宇
宙
論
応
用
課
程
で
は
45
分
の
正
座
の
後
に
、
佐
藤

先
生
の
講
義
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
講
座
は
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
哲
学

的
加
学
の
中
で
も
根
本
と
な
る
場
に
な
っ
て
い
て
、
参
加
者
も
「
人

間
の
精
神
性
と
存
在
の
あ
り
よ
う
」
に
重
き
を
置
く
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
「
神
に
従
う
路
」「
神
の
教
え
の
途
」「
神
の
教
え
を
貫
く
」
こ
の

３
つ
の
あ
り
よ
う
を
体
現
し
、「
無
の
扉
を
ひ
ら
く
」
こ
と
が
、
じ

う
し
み
の
社
会
を
想
造
す
る
た
め
に
は
必
須
で
あ
り
、
会
員
の
中

か
ら
何
人
か
で
も
そ
う
し
た
人
材
が
出
て
く
る
こ
と
を
佐
藤
先
生

は
願
っ
て
30
年
以
上
教
え
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

言
葉
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
想
造
へ

　
「
こ
の
宇
宙
を
想
造
し
た
存
在
（
神
）
が
い
る
」
と
仮
定
し
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
る
「
宇
宙
論
的
証
明
」
は
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
哲
学

的
加
学
の
始
ま
り
で
も
あ
る
。
ど
ん
な
も
の
か
は
わ
か
ら
な
く
て

も
概
念
は「
そ
れ
」を
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
佐
藤
先
生
は「
概

念
」
と
し
て
の
「
そ
れ
」
を
事
細
か
に
定
義
し
て
い
く
。
五
感
に

よ
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
定
義
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。
言
葉
を

当
た
り
前
に
つ
か
っ
て
い
る
私
た
ち
に
は
、
言
葉
以
外
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
ビ
ジ
ョ

ン
を
拡
張
し
て
詳
細
な
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
上
げ
て
想
造
す
る
た

め
、
そ
し
て
己
以
外
の
何
者
か
と
共
有
す
る
た
め
に
、
言
葉
と
概

念
は
生
み
出
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

自
然
界
の
情
報
物
語
能
力
を
あ
ら
わ
す
多
く
の
徳
字
も
、
概
念

を
一
つ
の
文
字
に
落
と
し
込
ん
だ
個
で
あ
り
、
想
造
の
産
物
と
し

て
そ
こ
に
生
命
の
息
吹
が
吹
き
込
ま
れ
た
意
識
体
と
な
り
う
る
。

想
造
主
の
分
け
御
霊
と
し
て
生
を
受
け
た
私
た
ち
に
は
そ
う
し
た

能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
。
佐
藤
先
生
は
そ
う
考
え
て
「
想
造
力
」

を
ど
こ
ま
で
も
高
め
、
使
い
こ
な
そ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

人
類
が
進
化
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
道
だ
と
確
信
し
て
い
る
か

ら
だ
。
し
か
し
そ
の
「
想
造
力
」
を
つ
か
う
の
は
想
造
主
で
あ
る
、

私
た
ち
人
間
で
あ
り
、
そ
の
準
拠
位
置
に
よ
っ
て
は
良
か
れ
と
持
っ

た
こ
と
も
劣
化
の
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
進
ん
で
い
る
こ
と
も
多
々

あ
る
。
私
た
ち
に
で
き
る
の
は
、
そ
う
し
た
先
人
た
ち
を
否
定
す

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
経
験
を
糧
に
し
て
進
む
こ
と
し
か
で
き
な

い
。
そ
し
て
、
た
と
え
今
の
社
会
を
後
進
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
も
、
今
で
き
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
を
、
今
こ
の

時
を
生
き
る
こ
と
し
か
な
い
の
だ
。

口
数
が
少
な
く
な
る
次
元

　

徳
字
の
中
に
は
「
少
＋
口
」
と
書
く
文
字
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

例
え
ば
、
無
形
の
前
提
に
あ
る
能
力
の
【 

ほ 

】、
新
し
い
も
の
を

生
み
だ
ず
【      

】、
心
の
絶
対
値
【 

ゃ 

】、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
絶

対
値
【 

ゅ 

】。「
少
＋
口
」
の
真
意
は
、
宇
宙
自
然
の
御
心
に
沿

う
生
き
方
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
段
々
と
エ
ゴ
が
落
ち
て
い
き
、

エ
ゴ
の
自
己
主
張
が
な
く
な
っ
た
先
に
次
元
が
変
わ
る
意
が
あ
る

と
い
う
。

　

私
た
ち
の
一
挙
手
一
投
足
は
、
環
境
と
己
の
反
応
に
よ
っ
て
ほ

ぼ
無
意
識
に
営
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
意
識
を
向
け
て
い
く
と
、

自
分
の
発
す
る
言
葉
の
裏
に
あ
る
も
の
、
無
意
識
に
動
か
し
て
い

る
体
の
奥
に
あ
る
も
の
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
己
の
反
応
系
が

よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
宇
宙
自
然
の
御
心
に
沿
う
よ
う
に
な

る
と
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
が
「
不
自
然
」
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
道
教
の
「
無
為
自
然
」
は
こ
う
し
た
境
地
を
表
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

宇
宙
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
神
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

　

神
が
何
か
を
求
め
て
い
る
か
？
佐
藤
先
生
は
神
が
こ
の
宇
宙
を

想
造
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、何
が
し
か
の
目
的
が
あ
る
と
考
え
た
。

そ
れ
が
何
か
は
わ
か
ら
な
い
が
【 

ぷ 

】
と
し
た
。
最
初
は
こ

の
言
葉
の
真
意
を
読
み
取
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
で
は
佐
藤

先
生
の
つ
く
っ
た
概
念
の
中
で
ず
ば
抜
け
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

の
は
こ
の
言
葉
だ
。【 

ぷ 

】
を
私
は
こ
う
捉
え
て
い
る
。「
始
祖

源
満
」
始
ま
り
の
祖
の
源
を
満
た
す
も
の
＝
宇
宙
自
然
の
御
心
に

沿
う
こ
と
。
そ
し
て
「
じ
う
し
み
の
」
も
こ
の
先
に
し
か
な
い
は

ず
だ
。

宇
宙
に
求
め
ら
れ
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

宇
宙
自
然
の
御
心
に
沿
う
こ
と
、
そ
し
て
【 

ぷ 

】
を
具
体
的

に
形
と
し
て
み
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
応
用
商

品
は
す
べ
て
【 

ぷ 

】
の
元
に
想
造
さ
れ
て
い
る
。
生
体
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
を
活
用
し
た
様
々
な
産
業
で
人
智
を
超
え
た
反
応
が
起

き
て
い
る
の
も
、
人
類
の
集
合
意
識
（
常
識
）
を
超
え
た
反
応
が

【 

ぷ 

】
の
も
と
に
起
き
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

真
和
７
月
号
の
表
紙
に
も
掲
載
し
た
「
１
輪
の
花
で
ガ
ン
を
な

お
そ
う
」
を
掲
げ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
写
真
。
こ
れ
は
読
者

か
ら
の
反
響
が
大
き
く
「
涙
が
で
て
く
る
」
と
伝
え
て
く
れ
た

読
者
も
一
人
や
二
人
で
は
な
い
。
大
い
な
る
何
か
に
魂
が
触
れ

る
と
自
然
と
涙
が
溢
れ
て
く
る
経
験
を
み
な
さ
ん
も
し
た
こ
と

が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
宇
宙
自
然
の
御
心
、

そ
し
て
【 

ぷ 

】
の
体
現
な
の
だ
と
、
そ
の
涙
が
伝
え
て
く
れ

て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　

中
野
農
園
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
両
親
に
贈
っ
て
い
た
時
期
が
あ

る
。
通
常
は
２
ヶ
月
近
く
咲
き
続
け
る
驚
異
的
な
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
の
だ
が
、
１
週
間
も
持
た
ず
に
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

実
は
こ
の
と
き
、
家
族
の
問
題
で
両
親
は
大
混
乱
に
陥
っ
て
い

た
。
心
配
か
け
ま
い
と
私
た
ち
に
は
気
丈
に
振
る
舞
っ
て
は
い
た

が
、
精
神
的
に
か
な
り
疲
労
し
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
こ
の
状
況

に
中
野
農
園
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
自
分
の
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

差
し
出
し
て
両
親
を
助
け
て
く
れ
た
。
そ
の
結
果
、
２
ヶ
月
も
つ

切
り
花
が
１
週
間
で
そ
の
役
割
を
全
う
し
た
。
人
の
目
は
ご
ま
か

せ
て
も
自
然
の
目
は
ご
ま
か
せ
な
い
。
必
要
な
存
在
に
自
ら
の
生

命
力
を
差
し
出
す
こ
と
の
で
き
る
精
神
性
を
も
っ
た
植
物
が
存
在

す
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
植
物
を
栽
培
で
き
る
可
能
性
を
も
っ
た

農
法
「
生
態
系
生
体
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
農
法
」
が
あ
る
。
こ

の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
さ
に
「
少
＋
口
」
の
存
在
な
の
だ
。

食
と
じ
ん
ち
の
役
割

　

こ
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
「
少
＋
口
」
を
体
現
し
た
植

物
や
多
く
の
存
在
に
私
た
ち
は
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
が

芽
生
え
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
存
在
に
私
た
ち
は
見
合
う
生
き

方
が
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
当
会
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

人
類
社
会
の
進
化
と
想
造
主
と
し
て
の
人
類
の
可
能
性
を
ど
こ
ま

で
も
開
花
さ
せ
る
こ
と
。
こ
れ
を
各
々
の
産
業
で
開
花
さ
せ
て
い

く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
だ
ろ
う
？

　

当
会
で
は
、こ
と
あ
る
ご
と
に「
食
」と「
じ
ん
ち（
自
宅
の
能
力
）」

の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

中
野
氏
も
食
と
じ
ん
ち
を
自
ら
高
め
る
こ
と
で
、
自
身
の
健
康

と
経
済
的
な
豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
「
想
造
力
」
を
見
い
だ
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

水
や
り
の
必
要
の
な
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
を
体
現
で
き
た

の
も
、
農
業
者
で
あ
り
な
が
ら
も
自
宅
を
２
軒
建
て
て
10
年
以
内

に
借
金
も
返
済
し
た
う
え
、
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
応
用
商
品
に
多
額

の
投
資
を
し
て
な
お
利
益
を
出
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
経
営
管

理
能
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
自
ら
が
手
掛
け
る
食
に
加

え
て
、
じ
ん
ち
を
先
行
投
資
し
て
つ
く
っ
た
影
響
が
大
き
い
。

　

こ
こ
数
年
で
中
野
氏
の
性
格
が
全
く
変
わ
っ
た
と
評
判
に
な
っ

て
い
る
。
特
に
電
気
誘
導
翻
訳
装
置
さ
と
り
「
ビ
ク
マ
」
を
自
宅

に
入
れ
て
か
ら
の
変
化
は
芳
し
い
と
い
う
。
以
前
は
ク
セ
と
感
じ

ら
れ
た
中
野
節
の
ア
ク
が
機
能
化
さ
れ
て
、
穏
や
か
で
と
て
も
同

じ
人
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
。
こ
の
変
化
を
見
て
「
あ
ん
な
に
変

わ
る
な
ら
私
も
ビ
ク
マ
が
ほ
し
い
」
と
い
う
声
ま
で
聞
こ
え
て
く

る
く
ら
い
に
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
エ
ゴ
の
表
出
し
た
ク
セ
や
ア
ク

も
精
神
性
を
高
め
て
く
れ
る
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
で
栄
養
素
＝

個
性
と
な
る
こ
と
を
自
ら
実
践
し
て
見
せ
て
く
れ
て
い
る
。

中野氏の自宅に取り付けられた
さとり「ビクマ」（低圧用）
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長
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支
部

新
潟
支
部

静
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支
部

東
海
支
部

関
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支
部
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研
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農
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経
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m
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0
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seitai-syutoken@potbefo.com

0
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4
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7
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h
a
jim
e
@
fru
its
.jp

0
5
5
3（
2
2
）1
9
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3

本
部
勉
強
会

今
後
の
日
程

新
潟
支
部
の
こ
ぼ
れ
話

■
印
の
勉
強
会
は
参
加
者
に
規
定
が
ご
ざ
い
ま
す
。お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
情
勢
に
よ
り
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

最
新
の
情
報
は
お
問
い
合
わ
せ
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月

2
月

1
月

2,3

27,28

1025

　
今
年
も
１
年
間
、
一
番
最
後
の
編
集
後
記

ま
で
読
ん
で
頂
い
た
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
毎
月
発
行
す
る
本
誌
の
編
集
部
長

を
拝
命
し
た
お
陰
で
、
毎
月
欠
か
さ
ず
実
践

す
る
チ
ャ
ン
ス
を
頂
け
ま
し
た
。
最
初
は
締

切
が
嫌
で
し
か
た
な
か
っ
た
ヒ
ヨ
ッ
コ
が
、

今
で
は
「
な
ん
と
で
も
で
き
る
」
と
思
え
る

よ
う
に
な
り
、
こ
の
６
年
で
70
冊
。
自
分
で

も
積
み
重
ね
た
軌
跡
と
こ
こ
で
得
た
も
の
（
皆

様
と
の
ご
縁
と
か
け
が
え
の
な
い
能
力
）
に

驚
き
ま
す
。

　
「
し
そ
げ
み
」
と
「
じ
う
し
み
の
」
を
志
向

す
る
実
践
は
、
必
ず
能
力
と
し
て
返
っ
て
く

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
1
0
0
0
人
の
会
員

が
1
0
0
0
の
お
役
目
を
全
う
で
き
た
と
き
、

社
会
も
変
わ
り
始
め
る
と
思
え
ま
す
。「
少
な

い
口
」
の
存
在
に
な
り
き
る
た
め
に
来
年
も

尽
力
す
る
所
存
で
す
。

　
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

編
集
部
長　
大
野
純
平

編
集
後
記

「
真
和
」編
集
部

〒
3
8
9-

0
5
1
1 

長
野
県
東
御
市
滋
野
甲
４
１
８
７-

３

T
E
L
：
0
2
6
8（
6
4
）1
4
3
6

F
A
X
：
0
2
6
8（
6
2
）1
7
8
2

メ
ー
ル
：s-energy@chive.ocn.ne.jp

生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
会
会
報

発
行　
　
　
　

生
体
シ
ス
テ
ム
実
践
研
究
会

　
　
　
　
　
　

幹
事
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編
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大
野
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金
田
直
子

監
修　
　
　
　

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所

印
刷　
　
　
　

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン・ス
リ
ー
ブ

題
字　
　
　
　

山
川
宗
休
老
大
師

2022年12月号

第28巻_第012号/通巻３34号

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

◎
１
月
の
本
部
及
び
専
門
部
会

　
　
　
　

  
定
期
総
会
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
定
期
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
第
8
波
の
先
行
き
が
不
透
明
な
こ
と
か
ら
、

委
任
状
が
多
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

「
書
面
議
決
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
代
議
員
の
皆
様
に

は
１
月
中
旬
に
総
会
資
料
一
式
を
送
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
確
認
後
、
書
面
議
決
書
に
て
ご
返
信

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

何
卒
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
１
月
の
本
部
勉
強
会
に
つ
い
て

現
在
の
と
こ
ろ
1
月
27
日
㈮
〜
28
日
㈯
の
２
日

間
の
日
程
で
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
こ
と
を
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

１
月
の
本
部
勉
強
会
の
案
内
は
真
和
１
月
号
に
同

封
さ
れ
ま
す
。

◎
お
休
み
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
、
お
休
み
を
頂
き
た
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

12
月
29
日
（
木
）〜
1
月
5
日
（
木
）

皆
様
、
良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

◎
真
和
1
月
号
の
到
着
日
に
つ
い
て

真
和
1
月
号
は
、
発
送
の
関
係
で
早
い
と
こ

ろ
で
す
と
年
内
に
到
着
と
な
り
ま
す
こ
と
を

ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
早
く
開
け
て
い
た
だ

い
て
も
、
楽
し
み
は
と
っ
て
お
い
て
元
日
に

な
っ
た
ら
開
封
し
て
い
た
だ
い
て
も
・
・
・
）

中
野
農
園
の
梨
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

紙
で
ま
か
れ
て
、
さ
と
り
「
ビ
ク
マ
」
の
環

境
で
養
生
さ
れ
て
い
る
。
実
は
こ
の
紙
に
も

隠
し
味
が
あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
。
写
真
で

見
て
い
た
だ
く
と
わ
か
る
よ
う
に
、
農
業
辞

典
的
な
内
容
が
印
字
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
情

報
も
梨
の
加
算
す
る
情
報
（
環
境
）
と
し
て

つ
か
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
紙
に
印
字
さ

れ
た
内
容
に
よ
っ
て
、
一
個
一
個
味
の
深
み

が
微
妙
に
違
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
あ

ら
ゆ
る
情
報
を
使
い
こ
な
す
た
め
に
会
員
が

実
践
し
て
い
る
こ
と
の
一
端
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
。
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